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中チユーの下ゲ！


ランク５．上の下から旅立つオレ





長岡マキ子















[image: ]





富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ごまえ




　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







プロローグ　上の下から旅立つオレ


第一章　知ち恵え袋ぶくろから旅立つオレ


第二章　十六歳から旅立つオレ


第三章　スベリデート男から旅立つオレ


第四章　ゼロチョコデーから旅立つオレ


第五章　蛇へびの腹から旅立つオレ


エピローグ１　カップル試験から旅立つオレ


エピローグ２　「中の下」から旅立つオレ





　あとがき
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　プロローグ　上の下から旅立つオレ







　初めて絽ろ美みと言葉を交かわしたのは、オレが手芸部に入部した日のことだった。


「はじめまして、一年Ｃ組の瑞みず本もと絽美です」


　にっこり微笑ほほえんで、彼女は小学生のように小さな手をこちらに差し出した。


「手芸、好きなの？」


　その手に触ふれることに躊ちゆう躇ちよしていると、親しみを込めたまなざしで尋たずねられた。


「うん……」


「そっか。一いつ緒しよだね」


　うれしそうに笑った絽美は、自分から手を伸のばしてオレの手を握にぎってくれた。


「私も、大好き」





　──私も、大好き。





　一生忘れないよう、その掌てのひらのぬくもりと共に、胸に刻きざみつけた言葉だった。





　　　　☆




　年が明けた一月一日は、みんなで初はつ詣もうでに行くことになっていた。


「みんな」というのはオレと石いし田だと黒くろ川かわと絽美と、そして妹せ尾お、だ。莉れい子こサマは年末年始を家族でハワイに行って過ごすというので、この五人でグループデートの届けを出した。


「……ほんと、絵に描かいたような金持ちだよな、莉子サマって」


「そういや成なる道みち、修学旅行のあと恵え比び寿す病院に行ったのかよ？　スキーで柱に激げき突とつしたときのケガ、診みてもらいに」


「それがさ、最終日にはたんこぶも小さくなってたし、他に症しよう状じようもなかったから、結局行かなかったんだ。莉子サマは念のため診せに来いって言ってくれたんだけど、タダで精密検査までしてくれるっていうのに、どこもなんともないんじゃ悪いしさ」


「なんだ、つまんねぇな。じゃあ俺らの中で行ったことあるのは黒川だけかよ」


「すごいよ、あの病院は。院内の時計には全部ロレックス社のロゴが入っていて、観葉植物は本物のヤシの木だった。ロビーにはフェラーリが展示されていたし、小しよう児に病びよう棟とうのプレイルームで遊ぶ子どもたちは、金の延べ棒を積んでジェンガをしているらしい」


「その延べ棒一本売って、ちゃんとしたジェンガ買ってやれよ……」


「早く退院しねぇとロクな大人になんねぇな」


　そんなことを話しながら、オレたちは電車に乗って上うえ野の方面へ向かった。女の子二人とは、神社の最寄り駅で待ち合わせをしていた。


「……それにしても、なんで初詣が湯ゆ島しま天てん神じんなんだぁ？　受験は来年じゃねぇか。カップル試験中なんだし、縁えん結むすびとかそっち系の神様のがいいんじゃねぇの？」


　駅の改札外で約束の時間を待っているとき、両手をコートのポケットに入れた石田が、丸めた背中を震ふるわせて疑問を述べた。


「いや、これは絽美の希望でさ。絽美は学校推すい薦せんを狙ねらってるから、高二までの成績も大事なんだ。だからぜひ、学問の神様にお願いしときたいって」


「東京で天神様といえばここだしね」


　そう言った黒川の顔を、ついまじまじと見てしまう。


「……ん？　どうしたんだい」


「いっ……いや、なんでも」


　話題が絽美のことだったので、妙みように意識してしまった。


　去年の修学旅行中、黒川は絽美を好きになり、予備投票で彼女の名前を書いた。あれ以来、オレは絽美のことになると黒川を気にしている。今のところ、特に変わった様子は見られないのだけれども……。


「お、来たんじゃねぇの」


　往来の方に顔を向けていた石田が、ぼそっと呟つぶやいた。


　見ると、人だかりの中からこちらへ近づいてくる見知った顔が二つある。しかし、その雰ふん囲い気きがいつもと違ちがう気がして、目を見開いた。


「みんな、あけましておめでとう！」


　オレたちの目の前でぴょこんと頭を下げた絽美は、黒っぽい外がい套とうを着た人々の中でひときわまぶしい、鮮あざやかな晴れ着姿だった。


「おめでとう。着物かあ！」


「雪ゆき菜なちゃんと一緒に、そこの美容院で着つけてもらってきたの」


「だから現地集合だったんだな」


　絽美と話しながら、オレはさりげなくその後ろに目をやる。人にまぎれて一いつ瞬しゆん見えなくなっていた妹尾の姿を認め、心臓がドキンと大きく音を立てた。


「あけましておめでとうございます」


　オレと目が合った妹尾は、すぐに視線を落として深々とお辞じ儀ぎをした。前まえ髪がみの上をカチューシャの形に編み込んだまとめ髪と、左耳の上で揺ゆれる花の飾かざりが、品のいい顔立ちを華はなやかに見せている。首の周りに巻かれた白いファーの襟えり巻まきも、その効果に一役買っているのかもしれなかった。


「……なあ、今日の妹尾、すっっっごくきれいじゃないか!?」


　五人で神社に向かう途と中ちゆう、オレは興奮して石田に話しかけた。


「んあ？」


「髪型とか、着物とかさ！　めちゃくちゃ似合ってるよな？」


「……何言ってんだよ、おまえ」


　ところが、石田はまったくもって冷めていた。


「よく見ろよ。髪型もアイテムも、瑞本絽美とほとんど同じじゃねぇか」


　ありゃ同じとこでセットレンタルしたな、などという呟きを聞きながら前を見れば、確かに絽美も同じように髪を編み込んで同じ位置に花をつけており、襟巻きに至っては完全に同じものを着用していた。


「それより、着物だと胸のデカさが目立たねぇんだよなぁ。妹尾雪菜の一番いいところは、あの巨きよ乳にゆうなのによぉ」


「…………」


　ショックを受けていたオレは、もはや石田の言葉など聞いていなかった。


　そうか。オレ、ほんとに妹尾のことを好きになっちゃったんだ。


　前を歩く妹尾は、絽美と黒川に挟はさまれて何やら三人で話している。その様子を眺ながめながら、オレはクリスマス・デートのときの妹尾を思い出した。





　──瀬せ木きくん……？


　公園のベンチで彼女を抱だきしめていると、緊きん張ちようで震えたような、訝いぶかしげな声が腕うでの中から聞こえてきた。


　──妹尾、オレ……。


　けれども、その先は言えなかった。妹尾がオレの胸を押し返して離はなれ、涙なみだに濡ぬれた真っ赤な顔で目を伏ふせたからだった。


　告白したところで、彼女がどういう反応をするかはわかっていた。ヴィーナス賞を獲とるためには、オレは暫ざん定ていヴィーナスの絽美の名前を書くべきであり、妹尾は自分がどんなに努力しても絽美に勝てるわけがないと思っているのだから。


　──もし妹尾がヴィーナスだったら、オレ、妹尾のこと好きになってもいいんだよな？


　ファミレスで楽しく食事したあと、駅への帰り道で、なるべく冗じよう談だんっぽく聞いてみた。


　妹尾は何も答えなかった。ただ、オレを見て泣きそうな顔で微笑んだ。


　──わたし、学年末試験も精いっぱい頑がん張ばります。二月の暫定ヴィーナスの発表は終わったあとだけど、そうじゃないと自分が後こう悔かいしそうだから。


　改札での別れ際ぎわ、彼女は小さく宣言した。





「……オレだって、頑張るよ」


　お参りに行く人、帰る人でごった返す狭せまい歩道を歩きながら、隣となりの石田にも聞こえない声で呟いた。


　秋からの勉強の成果が出て、オレは十二月の期末では、いつも百番前後の学年順位を四十番近く上げた。だけど、ヒーローにはまだ遠い。


　ただいまの暫定ヒーローは、黒川将しよう。オレの目の前を歩いている、この男だ。


「……黒川ってさ、よく平気だよな」


「何が」


　石田が怪け訝げんな顔でオレを見る。どうもさっきの言動で不ふ審しんがらせてしまったようだ。


「いや、アイツ、予備投票で絽美の名前書いてただろ？　絽美のこといいと思ってるのに、すげー普ふ通つうに接してるからさ」


「……本人的には、まったく普通ってわけじゃねぇんじゃねぇの。知らねぇけど」


「えっ？」


「まぁ、おまえは気づかねぇかもな」


「どういうことだよ？」


　ムッとして、小声のまま強めに聞き返した。


「どうって、そのままの意味だろうがよ」


「どうしてオレは気づかないんだよ」


「だっておまえ、他人のことよく見てねぇし」


「そんなこと……」


「みんながみんな、おまえみたいに振ふる舞まえると思ったら大間違いだぜ」


「……？」


　意味がわからずぽかんとしていると、石田はそんなオレを呆あきれたように一いち瞥べつした。


「おまえこそ、自分の好きな女子に対しても普通じゃねぇか。瑞本絽美にも、それ以外の女子にも」


「…………」


「あぁ、さっきはちょっと変だったよな。妹尾雪菜の話だけど」


　びっくりして、ギクリと背骨が音を立てそうなほど体がのけ反った。


「まぁなんにしても、自然体でいられねぇヤツはモテねぇんだろうなぁ」


　ったくイヤな世の中だぜ、という石田の愚ぐ痴ちめいた呟きは、またしてもオレの耳を通り抜ぬけていき……いや、ちょっと待て。


　ひょっとして、オレはこういうところがダメなんじゃないだろうか。だから、オレは友達に「他人をよく見てない」とか言われてしまうんじゃないだろうか。


　確かに、オレは今まで自分が関心を持っていることしか考えてこなかった。いや、もっと言ってしまえば「自分」そのものにしか興味がなかったわけで、だから手のつけられないナルシストになってしまったんだろう。


　まだダメだ。オレはまだ、完全に自分を変えられていない。


　今日からオレは、もっと他人に関心を持つ人間になるぞ。そして、友達の気持ちくらい推おし量れる人間になるんだ。


「……石田。もしかして、まさか、オマエにも」


　今しがたの会話をよく思い出して切り出すと、隣を歩く足が止まった。


「いるのか？　好きな人」


「……は、はぁ？　何言ってんだよ、おまえ」


　しかし、その様子は明らかに平生ではない。細い目はしっかり開いて黒目がさまよい、額にはこの寒いのに汗あせがにじんでいる。


　この反応は……。


「ま、マジか!?　どこの誰だれだよ、教えろよ、オレに！」


「おまえ、黒川の話してたんじゃねぇのかよ！　俺は無関係だろうが！」


「いや！　知りたい！　ぜひ教えてくれ！」


「いねぇよ、んなもん！　いるわけねぇだろ……！」


「だからオマエ、いつの間にか毎日風ふ呂ろ入るようになったんだなー！」


「ちっげぇーって……！」


「成道くんたちー、何やってるのー？　はぐれちゃうよー！」


　そのとき、前方の歩道から絽美の声が聞こえた。


「……お、おー！」


　それでその話はうやむやになり、オレたちはみんなに追いついて参道にできている初はつ詣もうでの列に並んだ。





「ふわぁーん、寒いようっ！」


　列に並んで一時間ほど経過した頃ころ、ついに絽美が耐たえかねたように叫さけんだ。
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「中の方があったかいですよ。場所、替かわりましょうか」


　妹尾が彼女を招き入れ、自分が歩道側に出る。参道となっている道路は車両通行止めになっていて、オレたちは参拝客の太い列に前後二列で並んでいた。


「ほんとだ、おしくらまんじゅう効果だね」


　それで絽美が隣に来て、オレはにわかに緊張した。


　彼女との関係は、相変わらず微び妙みようなままだった。莉子サマ主導で、投票日にオレが「最後の暫定ヴィーナスの名前を書く」と決めてから、絽美のオレに対する態度は落ち着いていた。何かの拍ひよう子しに二人きりになっても、カップル試験の話になることはない。それが前よりよそよそしく感じられて、少しさびしい。


「あとどれくらいかな？　全然前が見えないよう」


「鳥居まで、五十メートルくらいだね」


　草履ぞうりでムリヤリつま先立ちをする絽美に教えてあげたのは、人ごみでも頭一つ飛び抜けた黒川だった。


　オレはさっきの石田との会話を思い出し、すかさず二人の顔色を観察した。黒川も絽美も、こうしているといつもの様子に見える。


「五十メートルかあ……。どれくらいかかるんだろ」


「毎分三十センチずつ進むとして、三時間近くだね。毎分五十センチなら一時間半ちょっとで、八十センチなら約一時間」


　妙みように理り屈くつっぽい話しぶりに、絽美の眉まゆが少しだけハの字になる。


「……そっか、ありがとう」


「どういたしまして」


　でも、黒川って普ふ段だんからこういうとこあるしな……。


「ちなみに、もし毎分三メートルずつ進むなら、二十分足らずで……」


「あっ、ごめんね、電話！」


　ヤツが解説を再開しようとすると、絽美はコートのポケットから携けい帯たい電話を取り出した。


「莉子ちゃんからだ！」


　どうやらそれは方便ではなかったようで、彼女は電話に耳をつけて話し出す。


「もしもし？　アロハー！……アハハ、うん、だって莉子ちゃんハワイなんでしょ？　電話代だいじょぶ？　やっぱり暑いの？　あっ、そうだね、あけましておめでとう！」


　電話口からは「なに浮うかれてるのよ」と莉子サマのいつもの甲かん高だかい声が聞こえてくる。


「そう、初詣中。全然まだだよう。すっごく混こんでるの。うん、みんないるよ。じゃあ成道くんに代わるね！」


　そう言うと、彼女はケータイを差し出してきた。その女の子っぽいパステルピンクの電話を、オレは遠えん慮りよしつつ耳に近づける。


「もしもし、莉子サマ？」


「……あけましておめでとう」


　電話の中から聞き慣れた、けれども、いつもより澄すました声が聞こえてきた。


「ああ、おめでとう」


「まあ、こっちはまだ十二月三十一日の夕方なんだけど」


「えっ、そうなのか！　すごい時差だなあ」


「十九時間よ。覚えておきなさい」


「うん、覚えとく」


「フン、どうかしら。アンタの脳みそじゃムリなんじゃない？」


　莉子サマは、予備投票の結果発表以来ずっとこうだ。臨海学校を経てだいぶ軟なん化かしていたオレへの態度は、出会った頃より高圧的になったような気さえする。


　──ワタシたち三人とも、あの男が好きってことでいいわよね？


　結果が公表されてあんなことになり、オレに気持ちを知られたことが恥はずかしいのだろうか……？


　オレが言うと天てん狗ぐになっているようだから、口にしたりはしないけど。


「……ムリでも、覚えるよう頑張るよ。オレ、ヒーロー目指してるのに、そんなことも覚えられないようじゃ学年末試験が思いやられるし」


　素す直なおに答えてみると、莉子サマは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。


「……やっぱり、そんなこと覚えるくらいなら、一つでも多く試験範はん囲いを覚えなさいよ」


「えっ？」


「ハワイの時差なんか、試験に出ないでしょ」


「ああ、うん、たぶん、今回は」


「もういいわ。他の人に代わって」


「……う、うん」


　始終調子を狂くるわされっぱなしのオレは、それで電話を下ろした。周りを見回してみると、妹尾と目が合う。


「あ……」


　急に心臓がドキドキして、思わず目を逸そらしてしまった。それで彼女に電話を渡わたせなくなって、とりあえず隣の石田に押しつけた。


「俺はいいぜ。女と話すことなんかねぇよ」


　ところがヤツはすげなく言い、そのまま列を離はなれていってしまう。


「……じゃあ」


　そこで仕方なく、オレはもう一度妹尾を見た。


「はい、代わります」


　彼女が小さく微笑ほほえむので、ドキドキが激しくなって焦あせる。目を見られなくて、ケータイを持つ自分の手元を見つめながら彼女にそれを渡した。


「もしもし？　あけましておめでとうございます。はい、もうすごい人出で……」


　妹尾の声を聞きながら、オレは自分の行動を省かえりみた。


　──おまえこそ、自分の好きな女子に対しても普通じゃねぇか。瑞本絽美にも、それ以外の女子にも。


　違ちがう。


　オレ今、全然普通にできてなかった。


　考えてみたら、絽美に対してここまで緊きん張ちようしたことはなかった。ただ一度、初めて言葉を交かわした日を除いては。


「……ありがとう。恵比寿さんもハワイ楽しんで」


　気がつくと、莉子サマと喋しやべっているのは黒川だった。


「うん、じゃあ瑞本さんに返すよ」


　そう言って、黒川はケータイを耳元から下ろした。そのまま、向かいにいる絽美に電話を差し出す。その右手が変に細かく震ふるえているのを見て、オレは「あっ」と思った。


　顔を上げて見ると、黒川は絽美の顔でなく、さっきのオレと同様、手元に視線を落としていた。


　──本人的には、まったく普通ってわけじゃねぇんじゃねぇの。


　そうか。


　なんか、わかった気がする。


「もしもし、莉子ちゃん？　うんうん、じゃあまた三学期ね」


　黒川から受け取ったケータイで、絽美は楽しげに莉子サマと話し始める。


　人間関係っていうものは、もしかして、今までオレが思っていたよりもずっと複雑にできているのかもしれない。


「うん、じゃあね、バイバ……」


「ちょっと待った！」


　通話を終えようとしていた絽美から、オレはもう一度ケータイを借りた。


「莉子サマ、オレ、頑がん張ばるよ！」


「……なっ、何よ、いきなり」


　回線の向こうの彼女は引き気味だったけれども、オレは高らかに宣言した。


「ハワイの時差も、学年末試験の範囲も覚えるよ！　それで、他人の気持ちもわかる人間になって、ヒーローになる！」


　今までわからなかったことがわかるのは楽しい。なりたかった自分になれたら、きっとすごく楽しい。


「オレ、キミみたいに頑張れる人間になりたいんだ！」


　恵比寿莉子。この娘こに会って、オレは確かに変わったんだ。


　──ワタシと、友達になりなさい！


　女の子と友達になろうだなんて、あの日まで考えもしなかった。莉子サマはいつもそうだ。歯に衣きぬ着せぬ物言いで、オレに新しい発見をくれるんだ。


「尊敬してるよ、すごく！　だから頑張るんだ。いつかオレも、キミにバカにされないで対等に接してもらえるような男に……」


「ストップ」


　盛り上がるオレとは対照的に、彼女の声は冷たかった。


「アンタ、どんだけデリカシーないのよ」


「……え？」


「そういうことは、せめて面と向かって言いなさいよね」


　ふうっとため息をついて、莉子サマは呟つぶやく。


「じゃないと、諦あきらめもつかないじゃないの」


「…………」


「お詫わびに、今度デートしなさい」


「え？」


「デートよ、デート。ワタシたち、一回もしたことないでしょ」


「ああ、うん……？」


「約束よ」


　学校が始まったらまた相談しましょう、と言って、莉子サマは電話を切った。絽美にケータイを返すのも忘れて、オレは束つかの間茫ぼう然ぜんとする。


　──アンタ、どんだけデリカシーないのよ。


　オレは今まで、他人から言われて引っかかった言葉を、いつも深く考えず次に進んでしまっていた。でも、それをやめてみようと、さっきそう思ったところなのだった。


「デリカシー、か……」


「成道くん？」


　気がつくと、絽美が不思議そうにオレを見上げている。


「……ああ、ごめん。ありがと」


　慌あわててケータイを返したとき、石田が鳥居の方から帰ってきた。


「あっちに、ラーメンバーガーとかいう屋台があったぜ。食ってみたら案外うめぇの」


「なんだそれ、すげー！　オレたちの分は？」


「あるわけねぇだろ」


「ですよネー」


　石田はそういうヤツなのだった。


「……じゃあ、僕が買ってこようか」


　オレが嘆たん息そくしていると、黒川がそう申し出る。


「おお、いいのか？　頼たのむ」


「あっ、私も食べてみたい！」


　オレに続いて、絽美が屈くつ託たくのない声を上げた。


「雪菜ちゃん、半分こしない？」


「いいですね、おいしそう」


　着物女子二人がはしゃいでいる様子を、列を抜ぬけた黒川は黙だまって見守っている。


「ね、一ついくらだった？　石田くん」


「五百円」


「じゃあ二百五十円ずつー！」


「ちょうどありますよ、わたし」


「あ、じゃあちょうだい。私、五百円玉しかなくて」


　小さな和装鞄かばんから取りづらそうにお財さい布ふを出してお金をやりとりする女子の傍かたわらで、オレは地味に精神的ダメージを受けていた。


「ご、五百円……！」


　間違いなく、これで今日の飯代は終わる。


「はい、黒川くん、五百円」


　列の奥からかわいらしい手を伸のばす絽美を見て、同じく手を伸ばした黒川は目を細めて微笑んだ。今まで見たこともないような、いい笑顔だった。


　やっぱコイツ、本当に絽美のことが好きなんだ。


「……ありがとう。じゃあ買ってくるよ」


　見てはいけないものを見てしまったような気がして気まずく佇たたずんでいると、ヤツは次にオレを見た。


「瀬木の分は、あとででいいよ」


「あ、うん……」


　っていうより、むしろまた貸して欲しいくらいで……。


　と情けない気持ちで身を縮めていると、しばらくして屋台に並んでいるだろう黒川からメールが来た。





　やっぱりツケでいいよ！





「なんてこった……！」


　ひょっとしたらひょっとして、さっきは女の子たちの前だったから、オレに恥はじをかかせないようにしてくれたのか？


「黒川がいいヤツすぎて生きるのがつらい……」


　ここまでできるようにならないと、ヒーローにはなれないのか……。


「成道くん」


　己おのれの目指す道の険しさに愕がく然ぜんとしていると、絽美に話しかけられた。


「成道くんは、これから神様に何をお願いする？」


　普通のクラスメイトに接するときのような、以前よりちょっと遠えん慮りよのある話しぶりだった。そんな彼女の態度をさびしいと思うなんて、妹尾に惹ひかれているのに身勝手だと自己嫌けん悪おに浸ひたる。


「……うーんと……、そういう絽美は？」


「私？」


　聞き返されるとは思っていなかったのか、彼女は目をぱちくりさせた。それから、視線を落として微び笑しようする。


「……学校の成績のことかな。第一志望の指定校推すい薦せんが獲とれますようにって」


「そうか。そうだよな」


　そのためにここへお参りに来たのだし、考えてみれば当たり前だ。少しでも、オレとのことをお願いしてくれるかなと期待したなんて、思いあがりもはなはだしい。


　……ダメだ。はっきりさせなきゃ。


　オレの絽美への気持ちを整理して、ちゃんと話し合わなければ。


　でも、何を言えばいいんだろう。今さら妹尾のことが好きだなんて、オレは彼女に言えるのか。ヴィーナスが絽美だっていうのは、ほぼ間違いのないことなのに。


「雪菜ちゃんは？　何お願いする？」


　オレが考え込んでいる間に、女の子たちは二人で話し出す。


「わたしも、成績のことを。せっかくの学問の神様ですし」


「だよね。もう行きたい大学って決まってる？」


「ええ、でもまだ迷っていて」


「私立文系っていっぱいあるもんね」


「ええ……、それに……」


「お待たせ」


　妹尾が迷いながら何か言いかけたところで、白いビニール袋ぶくろを提さげた黒川が帰ってきた。


「黒川、すまん……」


　さっきのメールを思い出し、申し訳ない気持ちで頭を下げる。オレ以外の家族は元がん旦たんから寝ね正しよう月がつを決めこんでいて、朝から外出したオレはまだお年玉をもらえていないのだ。


「ううん、いいよ」


　黒川は快く答えて、袋から取り出した包みを一つ、妹尾に渡わたす。


「はい、二人の分」


「ありがとうございます」


「傾かたむけるとタレがこぼれるからね」


「はい」


　そんな二人の様子を見て、胃の奥がジリッと焼けるような焦あせりを覚える。それが嫉しつ妬とだと気づいて、我ながら茫然とした。


　さっきの絽美と黒川には、こんな気持ちにならなかったのに。


「……で、おまえの願い事ってなんだよ？　結局答えてねぇだろ」


　複雑な思いでラーメンバーガーをかじっていると、石田にツッコまれた。女子二人は、前で何か別の話題に興じている。


「ああ、うん、オレは……ヴィーナス賞を獲って、理事長になれますようにって」


「そんなの、もう神かみ頼だのみしなくたって叶かなうんじゃねぇの」


「え？」


「おまえが、投票日に暫ざん定ていヴィーナスの名前を書けばいいだけだろうが。たぶん、このまま瑞本絽美なんだろ」


「……うん。だよな」


　そうなのだ。さっき、どうして絽美にこの願いを即そく答とうするのをためらったのかといえば、それが理由なのだった。


　──この先、もし暫定ヴィーナスが莉子ちゃんや雪菜ちゃんに替かわっても、投票日に私の名前を書いてくれる？


　あのときまでオレは、ヴィーナス賞を獲るということは、絽美を振ふり向かせることだと思っていた。オレは絽美が好きで、ヴィーナスはたぶん絽美だから。


　でも、あの頃ころには予想もしていなかった事態に今、陥おちいっている。


　絽美じゃない娘こを好きになったオレが、絽美の名前を書くことは許されるのか。


　オレが誰だれを好きでも、投票日にオレが絽美の名前を書き、彼女もオレの名前を書いてくれれば、ヴィーナス賞を獲ることはできる。


　だけど、それでは絽美に申し訳ない。


「……もしかしておまえ、黒川に遠慮してるんじゃねぇの」


　オレが黙っていると、石田が予想外のことを言い出した。


「えっ？」


「今日のおまえ、明らかに様子がおかしいじゃねぇか。瑞本絽美によそよそしいしよ」


　石田の声は、前の女子には聞こえないくらい小さかったけれども、石田の横にいて、オレたちの会話に耳を傾けている黒川には聞かれている。そのあたりに来ると、黒川もオレの方に身を乗り出した。


「そうなのかい、瀬木」


「いや、それは……」


「その辺、あとで話しとけよ。俺はめんどくせぇのはごめんだぜ」


「違ちがうんだ、石田」


　それだけは、言っておかねばならなかった。


「これはオレの気持ちの問題なんだ。黒川は関係ない」


　オレの声が大きかったらしく、女子二人が会話を中断して振り向いた。


「……どうしたの？　ケンカ？」


　絽美が心配そうにオレたちの様子をうかがう。


「違うよ」


　何も言えずにいるオレに代わって、黒川が穏おだやかに答えた。


「……悪わりぃ。俺、変なこと言ったな」


　絽美たちが元通りに話を始めてから、石田が反省したように肩かたをすくめた。


「でもよ、今日のおまえ、なんかいつもと違って気持ち悪ぃよ」


「ごめん。オレもわかってるんだけどさ」


「何悩なやんでるのか知らねぇけど、考えすぎねぇのがおまえのいいとこなんだからよ」


　ションベン行ってくるわ、と石田は列を外れる。


「……オマエ、案外気き遣づかい屋なんだな。知らなかったよ」


　オレが言うと、振り返ったヤツは迷めい惑わくそうに顔をしかめた。


「うるせぇよ」





　　　　☆




　ぎゅうぎゅう詰づめの人波によって賽さい銭せん箱ばこの前に押し出され、オレはみんなと一いつ緒しよに、厳おごそかな気分で柏かしわ手でを打った。


「このカップル試験で、どうかじーちゃんのことを見返せますように」


　ちょっと迷ったけれども、両手を合わせて神様にそう願った。





　　　　☆




「……瀬木、さっきのことだけど」


　その日の帰り、黒川が不意に真ま面じ目めな顔で切り出した。


　お参りを終えてファーストフードでお昼を食べ、女の子たちがせっかくの晴れ着姿だから写真を撮とりに行くと言って解散したあとのことだった。石田は地下鉄で帰るらしいので、オレは黒川と二人でＪＲの改札を通った。行きとは逆のホームに上り、キオスクの横を通り過ぎたとき、さっきから寡か黙もくだった黒川が立ち止まって口を開いたのだった。


「瑞本さんに関しては、僕のことは気にしないでいいよ」


「いや、あれは石田の誤解で……」


「君たちが両りよう想おもいだということは、よくわかっているから」


　その言葉は、オレの心深くに突つき刺ささった。


　文化祭のときには、確かにそうだったんだ。でも、あのあと絽美からの電話で関係がぎくしゃくして、少しずつ自分の気持ちに確信が持てなくなってきて。


　そして……。


「黒川、オレさ……。ずっとヴィーナス賞を獲ることと、好きな女の子と両想いになることをごっちゃにして考えてたんだよな」


　神しん妙みような顔の黒川は、黙だまって耳を傾けてくれていた。


「オレ、今……」


　言おうか言うまいか、一いつ瞬しゆんの迷いはあった。けれども、修学旅行で聞いた黒川の言葉に背中を押された。


　──親友とぎくしゃくするくらいなら、僕は恋れん愛あいなんかしないよ。


　コイツにだけは、オレの正直な気持ちを話したい。そうでなければいけない気がした。


「……実はオレ、妹尾のことが好きなんだ」


　黒川は微び動どうだにせず、両目をわずかに見開いた。


「今日のオレ、妹尾のことばっか意識してた。ずっと顔見てたいのに、ドキドキするから見ないようにしたり、話しかけたいのに違うヤツに話しかけちゃったり、気持ちと行動がめちゃくちゃだった。初めてなんだ、こんなこと」


　電車が入線してきて、階段から急ぎ足の人々がホームへ上がってくる。


「だから、わかったよ。オマエの気持ちも」


「瀬木……」


　ドアが開いて乗車メロディが鳴っても、黒川は電車に一いち瞥べつもくれなかった。降車した人たちは、棒立ちになって向き合うオレたちの間を避さけて通っていく。


「……瑞本さんのことは、今、どう思っているんだい」


　電車が動き始めてから、黒川は呟つぶやくように尋たずねた。


「好きだよ、ずっと。嫌きらいになったとかじゃ絶対にない」


　もしかしたら、他のヤツにはサイテーだと罵ののしられるかもしれない。でも、オレはコイツにはわかってもらいたい。コイツなら、わかってくれると思う。


「絽美には一ひと目め惚ぼれだった。初めて話したときは、やっぱ緊きん張ちようしたよ。でも、すぐ仲良くなって、普ふ通つうに楽しく話せるようになって、会うたびにかわいいなって思って、ときめいたりもして……。でも、今の妹尾に対するのとは全然違うんだ。絽美のこと好きだったときには他の女の子に気持ちがグラついたこともあったけど、今は違うんだ。妹尾以外の娘このことは考えられない」


　自分の気持ちを確認しながら、なるべく正確に伝わるよう言葉を選んだ。


「それに、絽美は友達が多くて人気者だから、他の男と話してるのを見ても、まあしょうがないかって思えたんだ。そりゃ、多少は不安な気持ちもあったよ。でも、妹尾に対するのは違う。オレ、今日すごくイヤだったよ。あの娘がオマエと仲良さそうにしてるの。わかってるよ！　オマエたちがそういう関係じゃないってことはよくわかってる。それでも、イヤな気持ちは止められないんだ」


　黒川が何か弁解したそうに口を開きかけるので、早口で説明して先を急いだ。


「すごく好きなんだ。今のオレ、妹尾で頭がいっぱいなんだよ」


　アナウンスがあって、再びオレたちの乗るべき電車がホームに滑すべり込んできた。


「……君の気持ちは、わかったよ」


　騒そう音おんの中でも聞こえる大きめの声で、足元に視線を落とした黒川が言った。


「だけど、ヴィーナス賞はどうするんだい」


「それは……」


　駅員のホイッスルの音で、言葉が中断される。


「……獲とりたいよ。理事長になって学園を変えるのは、ずっとオレの夢だったんだ」


「じゃあ、二月の暫定ヴィーナスが瑞本さんだったら、君は予定通り彼女の名前を書くんだね？」


「え……？」


　黒川の口ぶりが至し極ごく当然なことを言っている調子だったので、オレは顔を上げた。


「書いちゃ……ダメだろ……？」


「そんなことは、ないんじゃないかな」


「でも、オレは妹尾が好きで……。なのに、そんなの……利用してるだけみたいな……」


　だってそうだろう。もし絽美がまだオレのことを好きで名前を書いてくれるのなら、それは彼女の気持ちをもてあそぶ行こう為いなんじゃないか。


　ところが、黒川は泰たい然ぜんと微笑ほほえんだ。


「好きな人の夢を、自分が叶えてあげられるんだ。僕が瑞本さんの立場だったら、喜んで君に利用されるよ」


　オレは目からうろこが落ちる思いだった。


「試験は、あくまでも試験だよ。人の気持ちを変えられるものではない。だけど、君の夢がその結果でしか叶えられないものなら、君は夢のために自分の気持ちを偽いつわるのも仕方ないことだと思う」


「で、でも……」


「大だい丈じよう夫ぶ、僕たちはずっと瀬木の夢を応おう援えんしてきたんだ。瑞本さんはその筆頭だろう？　試験の結果くらいでは揺ゆるがない絆きずなを、僕たちはもう育はぐくんできたんじゃないかな」


　違うかい、と言って、ヤツはオレを見る。


「黒川……」


　元日午後の駅のホームで、不覚にもオレは泣きそうだった。半分は親友の言葉に対する純じゆん粋すいな感動、そして、もう半分は奈な落らくの底から天を仰あおぐような絶望のせいだった。


　敵かなわない。こんなことが言えるヤツに、今のオレが敵うはずない。


　ヴィーナスにふさわしい男への道のりが、こんなにも遠いものだなんて。


「……だけど、それじゃオマエは絽美と両想いになれないじゃんか」


　やっとのことで、そう言葉を発した。


「いいんだよ、僕のことは」


「よくないだろ」


「いや、僕は彼女に好きになってもらえるような人間ではないから」


　例によって、自分のことになると心を閉とざしたように悲観的になる黒川が、今は無む性しように腹立たしい。


「そんなことねーよ！」


　つい声がでかくなり、その辺を歩いていた人々がこちらを振ふり向いた。


「なんで何もする前から諦あきらめるんだよ！　オマエ、悔くやしいけどすげーいいヤツだよ！　オマエと付き合える女の子はきっと幸せだよ！　少なくとも、好きになってもらえてイヤな気なんか絶対にしない！　だからもっと頑がん張ばれよ！」


　言い放ったあと、喉のどの奥が痛みを伴ともなってざらついた。軽く息が切れ、自分で思っていた以上に大声で怒ど鳴なっていたのだと気づく。


　ヤツは驚おどろきを湛たたえた瞳ひとみでオレを見つめ、たっぷり深呼吸二回分ほど、まばたき一つせずにそのままでいた。


「……ありがとう」


　降車客がオレたちの間を無ぶ遠えん慮りよに横切り、ようやく電車が来ていたのだと知った。改めて黒川を見ると、ヤツは歯痛でもこらえるかのような顔つきで微び笑しようしていた。


「瀬木に言われると、信じられそうな気がするよ」


「信じろよ！」


　ここで引いたら、本当に負けだと思った。男としても、人間としても。


「口先だけじゃなくて、ちゃんと心から信じろよ！　自じ慢まんじゃないけどオレ、お世辞とか言える人間じゃねーし！　知ってるだろ!?」


　それから数秒黙ってにらみつけていると、黒川はやがて眉み間けんをなだらかにして笑った。


「……うん」





　三本目に来た電車にようやく乗って、オレたちはそれぞれの家路をたどった。




　第一章　知ち恵え袋ぶくろから旅立つオレ







　オレは妹せ尾おが好きだ。


　でも、それを伝えられずにいる。言ったところで、彼女は悲しい顔をするだけだろう。


　ヴィーナスはたぶん、彼女ではないから。





「……あ……ごめんなさい」


　三学期が始まってすぐの休み時間のことだった。物思いにふけりながら教室を出ようとすると、廊ろう下かから入ってきた女子と正面衝しよう突とつしそうになる。よく知った声と膝ひざ丈たけスカートにうろたえて、勢いよく顔を上げた。


「せっ、妹尾……！」


「すいません、よく前を見ていなくて」


　妹尾の方も何やら動どう揺ようしており、早口で言うと、胸の前に持っていた紙を背中へ隠かくした。


「……ん？　なんだそれ。……校則免めん除じよの申しん請せい書しよ？」


　彼女と初めて言葉を交かわした一学期初日のことを思い出していると、妹尾はふるふると首を振る。


「いえ……ちょっと……」


「見せてよ」


「いえ……」


「いっ、いいじゃん」


　会話するだけで、心臓がバクバクする。あまりしつこいと嫌きらわれるかなと思ったけれども、彼女が嫌いやがっているというよりは恥はずかしがっているように見えたので、好こう奇き心しんに負けて押してしまった。


「ふうむ」


　作戦を変えて、オレは静かに唸うなった。


「……まさかとは思うけど、もしかしてエッチなことが書いてある紙とか？」


「ちっ、違ちがいます！」


　バッ！　と視界が白くなって、一いつ瞬しゆん何が起こったのかわからなかった。顔をずらして見ると、真っ赤になった妹尾がオレの鼻先にその紙を差し出している。


「お！」


「あっ」


　オレの策に気がついた彼女が手を引っ込めようとしたが、タッチの差で紙を取る。


「どれどれ……」


　見ると、それはカップル試験用のプリントだった。





　「バースデー・デート報告書」





　そこにはそう書いてあった。絽ろ美みのバースデー・デートのとき、オレも出したことがある用紙だ。


「妹尾って、もうすぐ誕生日なのか……？」


「いえ……」


　彼女は頰ほおを染めて俯うつむき、行ぎよう儀ぎ良く両手をそろえる。


「そんなにすぐじゃありません……」


「いつ？」


「再来週です」


「何曜日？」


「覚えてません……」


「じゃあ、何日？」


「……二十八日、です」


　それを聞いて、脊せき髄ずい反射レベルでドキッとした。


　ありえない、まさか、そんなこと……。


「……マジ？」


「はい」


「……妹尾、オレの誕生日、知ってる？」


　興奮を押し殺して尋たずねると、妹尾はようやくオレを見て、小さく首を振った。


「いいえ……」


　いつですか、と小声で聞かれたので、おそるおそる口を開いた。


「今月の……二十八日」


　視線を逸そらしかけた妹尾が、目を見開いてオレを見つめる。


「うそ……」


「いや、マジで……」


　ドキドキして、口から心臓が飛び出しそうだった。「運命」という単語が、頭の中で無数に乱らん舞ぶする。


「……誕生日、一いつ緒しよなんだな」


　オレの言葉で、妹尾の顔が爆ばく発はつしたかのように紅潮した。首の方から血が上り、あっという間に耳まで真っ赤になる様が見て取れる。


「信じられない……」


　口元を両手で押さえ、彼女は吐と息いきのような声でひとりごちた。


　ダメだ、かわいい。抱だきしめたい。


　艶つやのある黒くろ髪かみも、ちょっとダサめのスカート丈や短い白しろ靴くつ下したも、妹尾を取り巻く何もかもが最高に愛いとおしく思える。


　──わたし、瀬せ木きくんのことが好き。……です。


　あのイブの日から、脳内で無限リピートした台詞せりふを思い出した。


　この娘こがずっとオレのことを……と考えると、それだけでたまらない気持ちになる。


「……で、その報告書、誰だれに書いてもらうつもりなんだ？」


　改めて両りよう想おもいの感動を嚙かみしめたあとは、そのことが気になる。


「いえ、まだ……」


「でも、バースデー・デートをするつもりで取ってきたんだろ？」


　妹尾は黙だまって頷うなずいた。
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「わたしは、成績のように評価がはっきりした項こう目もくで圧あつ倒とう的なアドバンテージがあるわけではないですから……。公式イベントでこれ以上ポイントを落とすと、ますますヴィーナスから遠ざかってしまう気がして不安で、早めに紙だけもらってきたんです」


「なるほど」


　じゃあ、オレとバースデー・デートを……。


「でも、瀬木くんにはお願いするわけに行きませんし……」


「えっ……？」


「誕生日が同じ日ならなおさらです。瀬木くんのお相手は、瑞みず本もとさんですよね」


　オレの方を見ずに、彼女は続けた。


「バースデー・デートができるのは、基本的に当日です。二十八日は平日ですから、終礼後から最終下校時刻の夜七時までのどこか二時間で、校内デートが許されます。時間割から考えて三時前に終礼が終わることはありませんから、わたしと瀬木くんは続けてバースデー・デートをするのは不可能です」


「えーっと……でもさ」


　頭がこんがらがってきたけれども、オレは考えた。


「妹尾とオレが、お互たがいにお互いのバースデー・デート報告書を書いて二枚提出すれば、デート自体は一回でもいいんじゃないのか？　その辺、先生に聞いてみようか」


「いえ……！」


　オレが職員室へ駆かけ出そうとすると、妹尾が慌あわてて言った。


「もし、それが認められたとしても、わたしは瀬木くんにはお願いできません」


「え……？」


「瀬木くんの誕生日でもあるんですから、瀬木くんの好きな人と過ごさないと……」


　わずかに唇くちびるを嚙みしめて俯く妹尾を見て、オレは今さらながら彼女の気持ちを考えた。


　そうだ。妹尾自身は、オレが彼女を好きなことを知らない。オレが好きなのは依い然ぜんとして絽美なのだと思っている。


　クリスマス・デートの日に抱きしめたことで、なんとなく気持ちが伝わったような気でいた。けれども、はっきり言葉で告白したわけではないし、納のう涼りよう祭りのときにも神社の中で抱きしめたりと、今まで何かと変態じみた行こう為いを繰くり返してきたオレのことだから、あのときの抱ほう擁ようも、もしかしたら痴ち漢かん的な衝しよう動どうの結果だと受け取られたのかもしれない。


　オレの気持ちを伝えたい。でも、こんなところじゃダメだ。もっとちゃんと……。


「あのさ、妹尾。今度、オレとデート報告書を出さないか？　誕生日じゃなくていいから……」


　喉のどがつかえるような緊きん張ちようを押して言ったのに、彼女は瞬しゆん間かん的に面食らった顔になると、すぐに視線を外して頰を強こわ張ばらせた。


「そういうことは……瑞本さんに言ってください」


「いや、オレ……」


「修学旅行のときのお話なら、クリスマスにお話ししたことがすべてです。本当に申し訳なかったと、今でも反省しています。だから……」


「あ、いや、違ちがくって」


　そう受け取られたのか。会話って難しい。


「……もうあの事件のことは気にしてないよ。もちろん妹尾を嫌いになったりもしてない。じゃあ話を戻もどすけど、妹尾は誰とバースデー・デートするつもりだよ？」


「いえ、まだ……」


「決めてなくても、アテはあるんだろ？」


　なんとか矛ほこ先さきを自分に向けたくて、話を続けた。


「でも、妹尾は人気あるんだから、その辺のヤツにお願いしたら勘かん違ちがいして付きまとわれたりするぞ？　そういうこともちゃんと考えて……」


「実は……あの」


　そこで、妹尾がためらいがちに切り出した。


「バースデー・デートのこと、黒くろ川かわくんに相談してみたんです。そうしたら、もし相手が見つからなかったら自分が相手になるって言ってくれて……」


「なっ!?」


「でも、黒川くんにも片想いの人がいることだし、その人に勘違いされたら申し訳ないなと思って迷っているんです」


「そっ、そうだよ！　その通り！　なんて賢かしこいんだ、妹尾は！」


　妹尾とデートしたい気持ちはもちろんあった。けれども、それ以上に彼女を黒川と二人きりにしたくなくて、オレは身勝手にも吠ほえたてた。


「だから、妹尾……」


「でも、瀬木くんにとっては、その方がいいのかもしれませんよね」


「……え？」


「瑞本さんでしょう、黒川くんの好きな人。瑞本さんも黒川くんを好きになって彼の名前を書いたら、瀬木くんはヴィーナス賞を獲とれなくなってしまいますから」


　束つかの間、言葉を失った。


「瑞本さんは、わたしが瀬木くんを好きなことを知っています。だから、わたしが黒川くんとデートして、瑞本さんにわたしの気持ちが変わったんだと安心させてあげられたら……」


「な……何言ってんだよ、妹尾！」


　話の内容よりも「わたしが瀬木くんを好き」の部分で思考回路がショートした。


「とっ、とにかく！　ま……まだ時間はある！　報告書は三日前までに出せばいいんだ！　落ち着いて考えよう！　なっ？　なっ!?」


　まずおまえが落ち着け、とツッコまれんばかりの狼ろう狽ばいぶりで提案したオレに、妹尾は彼女一流の微び笑しようを見せた。


「はい」


　その瞳ひとみに宿る木こ漏もれ日のような暖かさに胸が熱くなり、魅み了りようされて息もロクに吸えなくなる。


「ありがとうございます。瀬木くんは本当に優やさしいですね。わたしのことまで考えてくださって……」


　そう呟つぶやいた唇はどこか憂うれいを帯びて見え、オレは足を一歩踏ふみ出しかけて、やめた。





　　　　☆




　ダメだ、ダメだ、オレは大切なことをなおざりにしている。


　絽美に言わなくては。今のオレの気持ちを。オレは妹尾が好きなのだと。そうじゃないと、オレは妹尾に自分の気持ちを伝えられない。


　ヴィーナス賞をどうするのか。妹尾のことを好きになっておきながら、ヴィーナス賞を獲るため何事もなかったかのように絽美の名前を書く、というのはオレにはできそうにない。もしそんなことをしたら、彼女を傷つけることになる。


　試験は三月で終わるけれども、オレたちの関係はそのあともずっと続いていくんだ。


　こうなったら、正直に言おう。


　──僕たちはずっと瀬木の夢を応おう援えんしてきたんだ。瑞本さんはその筆頭だろう？　試験の結果くらいでは揺ゆるがない絆きずなを、僕たちはもう育はぐくんできたんじゃないかな。


　あの黒川の言葉を、信じてみようと思った。





　絽美とは部活の他に、週に一度のグループランチで顔を合わせる。新年初ランチの日、二人きりになるタイミングを見つけようとして絽美を見ていたオレは、必然的に彼女の異変に気がついた。


「……わあ、おいしそうなパンケーキですね」


　デジカメのディスプレイをのぞき込んだ妹尾が、感かん嘆たんの声を上げた。年末年始のハワイでのリゾートについて語っていた莉れい子こサマが、皆みなに撮さつ影えい画像を見せているのだった。


「おいしいわよ。ワタシが知るかぎり、ワイキキではこの店が一番ね」


「これ、全部食べられますか？」


「一人だとムリだから、いつもママとシェアするの。それでもこのクリームのタワーは持て余すわ。十センチ以上もあるのよ」


「えっ？」


　そこで、オレは関心をそそられて身を乗り出した。黒川と石いし田だはこの手の話題にさほど興味がないようで、さっきから聞き役に徹てつして黙もく々もくと食事を進めていた。


「どれどれ？　すごいホットケーキって」


「パンケーキよ、バカ」


「どう違うんだよ？」


「他人に聞く前にググろうとは思わないの？」


「オレはヤフー派だ！」


「じゃあ知ち恵え袋ぶくろに質問でもしてなさい」


「お礼チップを持ってない」


「まあ、アンタってネットの世界でも貧びん乏ぼうなのね」


「なんだとうー!?」


「……あの、これです、瀬木くん」


　莉子サマと言い合うオレへ、妹尾が遠えん慮りよがちにデジカメを差し出す。ドキッとしながら画面に目を落とすと、そこに納められていたのは、巨きよ大だいな入道雲のような形に生クリームを盛られ、幾いく枚まいも重ねられた分厚いパンケーキだった。


「……す、すごいな、ほんとに」


「アンタたち、今度よかったら家に食べに来なさいよ。この店のパンケーキミックス買ってきたから、ピエールに本場の味を再現させるわよ」


「食べてみたいです……！」


　妹尾が両手を合わせて目を輝かがやかせ、続いて隣となりに座る絽美を不思議そうにうかがう。確かに、いつもなら彼女の方が先に歓かん声せいを上げそうなものなのだが……。


「……え？　どうしたの？」


　一同の注目を集めた絽美は、はっとした様子で弁当箱から目を上げた。くわえっぱなしだったフォークを口から離はなし、夢から覚めたばかりのようにまばたきをする。


　さっきから、彼女はどこか様子がおかしい。普ふ段だんよりだいぶ無口で、食事を始めてからはずっと伏ふし目がちで会話に入ろうとしない。考え事でもしているような雰ふん囲い気きだった。


「……ね、莉子ちゃん」


　何やら思いつめた口調で、絽美はようやく言葉を発した。


「今日、お家うち行ってもいい？」


「今日？」


　今度は、莉子サマが目をぱちくりさせる番だ。


「……アンタ、そんなにパンケーキ食べたいの？」


「え？　なにそれ」


　ぱちくりの応おう酬しゆう。


「莉子ちゃん、ホットケーキ作ってくれるの？」


「…………」


　そうしてオレと絽美がまとめてヤフー知恵袋行きになったところで、予よ鈴れいが鳴った。


「……今日はワタシ、放課後に生徒会があるのよ。遅おそくなるかもしれないから、別の日じゃダメ？」


　自分の使った机を元に戻しながら、莉子サマは絽美に尋たずねた。


「……じゃあ、土日はどうかな？」


「今週の土日は、お父様の仕事の付き添そいで関西に行かなきゃならないのよ。来週なら空いてる日が多いけど？」


「じゃあ、来週の月曜日でお願い」


「……そんなに急ぐ用事なの？」


　その質問には答えない絽美に、莉子サマは訝いぶかしげに首をかしげたのだった。





　　　　☆




「絽美」


　次の週の部活動日、オレは終礼後すぐに部室へ向かった。結局、先週はランチでも部活でも絽美とまともに会話することができなかったので、早めに部活に顔を出して、今日こそ彼女と二人になる時間を作ろうと思ったのだった。


「あっ、フェミ男おじゃん。早いね」


　ところが、そんなオレのもくろみは、すでに絽美と共に部室で準備を始めていた副部長の存在によって打ち砕くだかれた。


「今日からは四月の新しん歓かんのための制作に入るよ～！　絽美、あれ出してよ」


「えっ？」


「やだ、もしかして忘れたの？　ほら、パッチワーク用の端は切ぎれ！　一昨日おとといメールで聞いたら、地元のお店で買ってくるって言ってたじゃーん！」


　そこまで言われても、絽美はポカーンとしている。それからさらに待つことしばらく、彼女はようやく自分が交かわした約束を思い出したようだった。


「あっ……！」


　その瞬しゆん間かんの、うろたえようといったら。


「ごっ……ごめんね、ごめんね、どうしよう……っ！」


「あちゃー……」


　絽美にすがりつかれた副部長も、これには頭を抱かかえた。


「どうしちゃったのさー、絽美。布がなかったら今日することないじゃん」


「ごめんっ……！　私、今から買ってくるよ！　駅前のお店！」


「そうだね……。小さい店だけど、まあ間に合わせくらいなら売ってるか」


「本っっっ当にごめんね、みんなによろしく……！」


　そうして絽美は涙なみだ目めになりながらコートを着ると、鞄かばんをつかんで部室を飛び出した。


「フェミ男ー」


　間かん髪はつ容いれず、副部長がドアを指さしてオレに言う。


「悪いんだけどさ、ついていってやってくんない？　何があったか知らないけど、あの子があんな風になるなんて心配だよ」


「お、おう！」


　予定とは違った形だけれども、これで一応、絽美と二人きりになれる。とりあえず、オレは威い勢せいよく返事して部室を出た。





　絽美には、校門の手前で追いついた。


「……あっ、成なる道みちくん」


　廊ろう下かからずっと走っていたらしい彼女は、少し息切れして、ずり下がってきたニーソックスを直していた。


「オレも一いつ緒しよに行くよ」


「あ、うん、ありがと……」


　自身のありえない失態に動どう揺ようしきりの彼女は、そこでかがめていた腰こしを伸のばした。


「……絽美、まだ左足のソックスが直ってないよ？」


「あっ、ほんとだ」


　ありがとうね、と言いながら、彼女はもう一度右足のソックスを太ももの上の方まで伸ばした。


「いや、そっちじゃなくて……」


　片方だけ靴くつ下したの上部がスカートの中に隠かくれてタイツのようになってしまった絽美の脚あしを見ながら、オレは彼女の異変がいかに深刻なものであるかを悟さとった。





「……よかった。これでなんとか今日の活動はできそう」


　二十分後、駅前の小さな手芸店で布を手に入れた絽美は、レジで精算を済ませると久しぶりに顔をほころばせた。


　駅前から聖☆ジュウまでは十分とかからない。学校を出たのが早かったから、これで戻もどれば、正規の活動時間内の作業は十分ほど滞とどこおっただけで済むだろう。


「それにしても、珍めずらしいな。絽美が自分の仕事を忘れるなんて」


　妹尾を好きになったことを打ち明けようと思っていたオレは、どうやらそんなことを言える状じよう況きようではなさそうだと感じ始めていた。


「うん……」


　絽美は幾いく分ぶんまともな様子に戻っていたものの、やはりいつもの調子ではない。そんな彼女が、ためらいがちに口を開いた。


「成道くん、私、最近変だよね……」


　なんと答えたらいいものか迷っていると、絽美はふと立ち止まる。


「……五分だけ、話していかない？」


　オレたちはちょうど、公園の横の歩道を歩いていた。ボロボロに錆さびたジャングルジムと四人乗りブランコの辺りに目をやってから、彼女は静かにオレを見上げた。





　オレたちは、ブランコの隣にある木のベンチに腰を下ろした。布の入った紙かみ袋ぶくろを脇に置き、オレは絽美の言葉を待った。


「……成道くん、私、考えたの」


　ややあって、彼女が話し出した。


「成道くんには夢があるよね。ヴィーナス賞を獲とって、この学園を変えるっていう夢」


「……うん」


「でも、私にも夢があるの」


「知ってるよ。アナウンサーになるっていう夢だろ？」


「うん」


　深く頷うなずいて、顔を上げる。その目はオレを見ようともせず、幼い子どもたちが遊ぶ砂場の方へ向けられていた。


「……私ね、ちゃんとしたアナウンサーになりたいの」


「ちゃんとした？」


「かわいい服を着てカメラの前でニコニコして、みんなからちやほやされたいわけじゃないの。政治や社会のこと、しっかり勉強して報道の仕事に携たずさわりたいの」


　今まで、絽美からこんな話を聞いたことはなかった。立ち入った内容に困こん惑わく半分でいると、彼女はこちらを振ふり向いた。


「……ごめんね、いきなりこんな話して」


「いや……」


「でも、成道くんにはどうしても聞いて欲しくて」


　そう言って、また前を向く。


「私、昔から人と話すのが好きなの。環かん境きようも考え方も違ちがう人と話をして、自分とは違う意見や知らなかったことを知るのが好きだった。自分の知らない世界、知らない人生、そういうものを学ぶたびに、自分が少しだけ変われる気がするんだ。そんな気持ちをみんなに伝えたくて。ほら、私って平へい凡ぼんでしょ？　だから余計に他人から刺し激げきを受けるのかも」


「平凡って……そんなことないだろ」


　何を言っているんだと、慌あわててツッコミを入れる。


「絽美は成績もいいし……」


「そうじゃなくて、境きよう遇ぐうとか、物の感じ方とか。常識的って言えば聞こえはいいのかもしれないけど、すっごく平凡。手芸以外にこれといった趣しゆ味みもないし、自分でも時々ぞっとするくらい、特とく徴ちようがない人間なんだなって」


「そんなこと……」


「あるよ。成道くんと仲良くなって、グループのみんなと親しくなってから、すごくよく感じるようになった」


「まあ……アイツらはとりわけキャラが濃こいからな」


「それでね、自分がどうして平凡なのかなって考えて、環境が平凡だからかもしれないって思った。お父さんとお母さんがちゃんといて、お父さんは毎日会社へ働きに行って、家のことはお母さんが全部やってくれて。ありがたいことかもしれないけど、本当に普ふ通つうだなって。だから、もし普通じゃない環境で育ったら、もうちょっと個性的な人間になれたかもしれないって思うの」


「ふうむ」


　そんなものなんだろうか。オレの家もたぶん普通だけど（※ただしじーちゃんを除く）、例外が強きよう烈れつすぎるので、むしろ皆みなが自ら普通に生きることを望んでいるように思う。


「莉子ちゃんや雪ゆき菜なちゃんみたいに、逆境で育ってきた人って魅み力りよく的だよね」


　それを聞いたオレが疑問に思う前に、絽美は付け加えた。


「……聞いたんだ。雪菜ちゃんちのこと。この前の初はつ詣もうでの帰りに」


「……そうか」


「ショックだった。同い年の友達が、今までの人生でそんなにつらい経験をしてるなんて」


「うん……」


「でも、一番ショックだったのは」


　そこで言葉を止め、そっと顔を伏ふせる。


「そんな雪菜ちゃんを、ちょっとうらやましいって思っちゃった自分なんだ」


　言っている意味がわからず、絽美の横顔をまじまじと見つめた。オレの視線には気づいているはずなのに、彼女はこちらを見ようとしない。


「……成道くん、覚えてるかな？　北海道で外人さんに道を聞かれたとき、私、全然うまく答えられなかった」


「ああ……」


　確か、あれは修学旅行の一日目だった。札さつ幌ぽろの市街地を巡めぐっているとき、テレビ塔とうの前で白人女性に道を尋たずねられ、結局莉子サマが詳くわしく教えてあげたのだった。


「でも、絽美は何言われてるのかわかったじゃんか。それだけでもすごいよ。オレなんかサッパリわからなかったんだから」


「成道くんはそれでもいいんだよ。でも、私はダメなの」


　絽美はじれったそうに唇くちびるを嚙かみしめた。


「私、普通の子なんだもん。普通の子が目立とうと思ったら、なんでもずば抜ぬけて良くできなきゃダメなの。アナウンサーなんかハーフや帰国子女の子も多いし、語学力は必ひつ須すだよ。莉子ちゃんくらい喋しやべれて当然の世界なんだよ。それなのに……」


「ちょ、ちょっと待った。もしかして、絽美が最近おかしかったのって、それが原因なのか……？」


　だって修学旅行は二ヶ月も前の話じゃないか。そんなことで今さら悩なやむなんて、どう考えてもおかしい。


「……あれから、ずっと気になってたの。で、年が明けて雪菜ちゃんの秘密を聞いたら、平凡で危機感のない自分の人生を振り返って、すごく落ち込んじゃった。莉子ちゃんは、お母さんとコミュニケーションを取ろうとして外国語ができるようになった。雪菜ちゃんは、いなくなったお母さんの代わりになろうとして、料理もその他の家事もできるようになった。私は？　私は一体、何ができるの？」


「それは……」


　勉強とか手芸とかいう答えは、たぶん違うのだろう。何か答えてあげたいのに、うまい回答が出てこなかった。そんな自分がたまらなく悔くやしい。


　オレ、ずっと絽美を見てきたはずなのに。


「……私、成道くんを好きになる前に戻りたい」


　彼女はぽつりと呟つぶやいた。


「いい成績を取りつづけなきゃならないのに、成道くんのこと色々考えて悩んじゃって、勉強にも身が入らないんだよ。知ってる？　私の十二月の期末試験の結果」


「あ、ああ……」


　そういえば、絽美の前回の学年成績は十六位だった。五、六位が定位置の彼女にしては珍しかったが、しかし……。


「でも、全然悪い順位じゃないじゃないか」


　そう言った瞬しゆん間かん、公園の空気が止まった。オレを見つめる絽美の瞳ひとみは、信じがたいものを見たかのように暗い驚おどろきで揺ゆらめいている。


「……私、成道くんのこと忘れたい。好きな気持ちとか、全部」


　震ふるえる唇から漏もれたのは、そんな呟きだった。


「そのことを伝えようと思ってたの。やっぱり間ま違ちがってなかったみたい」


「絽美……」


　自分が何を言うべきなのか、彼女が何を言って欲しいのか、今のオレにはまったく見当がつかなかった。


「……あっ！」


　公園の真ん中にある時計を見上げ、絽美が不自然な声を上げる。


「五分、経たっちゃったね。帰ろう」


「…………」


　どうしていいかわからなくて、立ち上がった彼女の顔を見上げる。絽美はオレを見つめ返すと、すぐに目を逸そらして微び笑しようした。


「……やっぱダメだよ、私。カップル試験、向いてないや」


　砂利じやりが混じった地面をローファーのつま先で蹴けりながら、その小さな肩かたを頼たよりなさげに震わせる。


「今までありがとう」


　そう言って微笑ほほえんだ顔が、まるで知らない女の人のように大人びて見えて。


「絽美……」


　ずっと、好きだった女の子。


　今だって、嫌きらいになったわけじゃないのに。


　気がつくと、オレは立ち上がって彼女の手を握にぎっていた。


「……なんで、こんなことするの？」


　涙なみだを喉のどの奥に押し込めたような声で、絽美は握られた手を見つめながら呟いた。


「こんなことされたら……私、成道くんのこと、忘れられなくなっちゃうよ」


「いいよ、忘れなくて」


　思わず、そう言っていた。


「オレ、絽美のこと……」


　何言ってるんだ、オレ。でも……。


「大事に思ってるんだ。元気になって、夢を叶かなえて欲しい」


　絽美がオレを見ている。こぼれそうに大きな、猫ねこのような目。


「成道くん……」


　その目がゆっくりまばたくと、大おお粒つぶの涙があどけない頰ほおを流れた。


「あと五分だけ、こうしててもいいかな……？」


「……ああ。みんなにはあとで一いつ緒しよに謝ろう」


　オレの返事を聞く前に、絽美はしゃくり上げてベンチに座った。





　オレたちが部室に着いたとき、活動時間は残り十分だった。呆あきれ果てた様子の副部長に二人で平謝りしながら、オレは公園での会話を振り返る。


　彼女の手の冷たさだけが、心に突つき刺ささるようにして残っていた。





　　　　☆




　オレって最低だ。


　絽美と話し合って、妹尾のことが好きだと伝えるんじゃなかったのか。それなのに、あんな思わせぶりなことを言って、逆に彼女を引き止めてしまった。


　でも、別にヴィーナス賞のことを考えて打算を働かせたわけじゃない。そんなものを抜きにしても、オレは絽美が大切なんだ。彼女が悲しい顔をしていれば慰なぐさめたいと思うし、悩んでいれば相談に乗ってあげたいと思う。


　それっていけないことなのか？　他に好きな人ができたら、そんなこともしちゃいけないのか？


　袋ふくろ小こう路じに迷い込んだオレを救ってくれたのは、莉子サマだった。





「今度の日曜日、デートするわよ」


　次の日、絽美との公園でのことで悶もん々もんとしているオレに、彼女は一方的に言い放った。


「……あら、何やってるの。勉強？」


「あ、ああ……」


　授業と授業の間の十分休みのことだ。少しでも学年末試験の成績を上げねばならないオレは、休み時間にも教科書とノートを広げて自習するようにしていた。


「感心じゃない、アンタにしては」


「ん、ありがとう……」


　他のことに気を取られていて、今は集中できてなかったのだけれども。


「で、デートするわよ。日曜日、いいわね？」


「あ？　うん……」


　そういえば、初詣のときの国際電話でそんな話になっていたっけなと思い出す。


「アンタ、どこか行きたいところある？」


「ん？　や、特に……」


「じゃあ、ワタシが決めていいのね？」


「うん、頼たのむ……」


「……アンタ」


　机の前に立った莉子サマは、ふと険しい表情でオレを見下ろした。


「元気ないわね。どうしたの？」


「えっ？　いや……」


「大だい丈じよう夫ぶよ、ワタシたちのデートのことは、ちゃんとあの二人にも言ってあるから」


「……あの二人？」


「あの子たちよ。Ｄ組のあの子と、そこのあの子」


　莉子サマが顎あごと視線で示したのは、オレの二列向こうにある妹尾の机だった。振ふり返って見たが、彼女自身の姿はそこにはない。もしかしたら、そういうタイミングを見計らって来てくれたのかな、と思った。


「……絽美と、妹尾か」


「だから、安心しなさい」


　本当はそういうことを心配していたわけではないのだけれども、莉子サマにそう言われると、不思議と気持ちが楽になった。


「日曜日は、一緒に食事でもしましょう。夕方、アンタの家に迎むかえをやるわ」





　そうして、その日曜日がやってきた。


「お迎えに上がりました、瀬木様」


　夕方五時、オレの家の呼び鈴りんを鳴らしたのは、臨海学校のときに見かけた恵え比び寿す家の執しつ事じだった。


「こちらへどうぞ」


　誘いざなわれたのは、前の道に停とまっていた黒くろ塗ぬりの車だ。後部座席のドアが開けられ、中へと促うながされる。


「失礼します……」


　おすもうさんでも楽々座れそうなシートには吸いつくような肌はだ触ざわりの革が張られていて、高級そうな独特の匂においがした。


「お嬢じよう様さまは向こうでお待ちです。ごゆるりとおくつろぎください」


　琥こ珀はく色いろの飲み物の入ったグラスをオレに渡わたすと、執事は助手席に乗って発進の指示を出した。運転席には、手て袋ぶくろをはめてハンドルを握った運転手がいるのだった。


「……今日って、どこに行くんですか？」


　美しいカッティングのグラスに鼻を近づけながら、気になっていたことを尋ねた。香かおりから、中の液体はりんごジュースだとわかって口をつける。


「恵比寿家のシェフ、ポールが経営するレストランです。本当は恵比寿家でおもてなしをいたしたかったのですが、デートで異性を家へお招きするのは、カップル試験上ルール違い反はんになるようですから」


「すごい人なんだなー、ポール。自分の店も持ってるのか……」


「ええ。と申しましても、実はそのレストランの開業資金を出したのは、フランスのビストロで一料理人として働いていた若きポールの腕うでに魅みせられた旦那だんな様なのです。当然のことですが、向こうにはフレンチのシェフが大勢いて競争が激しく、ポールもそれならばと来日した次し第だいです」


　そんな話をしている間も、車は都内の道を順調に走り、ものの三十分ほどで目的地に到とう着ちやくした。


「えっ……」


　その店の前に立った瞬間、「パルテノン神しん殿でん」という単語が頭に浮うかんだ。それほど大きな建物ではないのだが、正面に円柱が何本も立った白はく亜あの外観は、オレのような庶しよ民みんをひるませるのには充じゆう分ぶんだ。周囲は閑かん静せいな通りで、隣となりにはどこぞの国の大使館があるという立地も威い圧あつ的だった。


「おっ、オレ、こんな恰かつ好こうでいいんですか……？」


　思いっきり普ふ段だん着ぎで来てしまったことを死ぬほど後こう悔かいしていると、執事のじいさんは余よ裕ゆうの微笑で応じた。


「お嬢様から瀬木様用のお召めし物を預かっております。中でお着き替がえください」


　莉子サマが用意してくれたのは、シンプルなスーツだった。ネクタイの代わりにポケットチーフを入れるようになっており、着こなしに自信のないオレは、着替えを済ますとおずおずとレストルームを出て、彼女が待つというメインダイニングへ進んだ。


「……あら、似合ってるじゃない」


　奥の窓まど際ぎわのテーブルに着いていた彼女は、オレの姿を認めて微笑ほほえんだ。彼女は真っ赤なワンピースを着ていた。カクテルドレスというのだろうか、裾すそは膝ひざが隠かくれるほどの長さで、上は両りよう肩かたが出る大だい胆たんなデザインだ。


「これ……こうでいいのかな？　オレ、折り紙とか苦手で」


　彼女があまりにも毅き然ぜんとしてキレイだったので、急に自分の姿が気になった。適当に折って胸ポケットに押し込んだチーフを引っ張っていると、莉子サマはおかしそうに笑った。


「それで大丈夫だから、いらっしゃいよ」


　彼女の元へ歩いていくと、どこから現れたのか、正装のウェイターがオレの椅い子すを引いて座らせてくれた。二十個ほどあるテーブルにはすべてシルバーとナプキンがセットされていたけれども、オレたち以外に客はいない。


「今夜は貸し切りだから、リラックスしていいわよ」


「貸し切り……」


　テーブルの正面は一面が窓で、中庭の景色がよく見える。緑が多いその場所には彫ちよう像ぞうつきの小さなプールがあり、ひたすら暗いはずの夜の水面は、青いライティングによって神秘的に輝かがやいていた。


「さ、乾かん杯ぱいしましょ」


　夢の世界にでも迷いこんでしまったかのような気分でいると、すまし顔の莉子サマに促される。いつの間にか、オレたちの手元のグラスには飲み物が注つがれていた。


「ノンアルコールのカクテルよ。安心しなさい」


　グラスを手にして戸と惑まどっていると、彼女はそう言って微笑んだ。


「もう二度と、あんな風に酔よったりしないわ。ふっきれたもの」


　あんな風に、というのは、修学旅行のときのことだろう。じーちゃんによって函はこ館だての倉庫に閉じ込められたとき、彼女はウィスキーを飲んで見事に酔っ払ぱらってしまった。


「ふっきれた……」


　そのとき、初はつ詣もうでのときの電話で言われたことを思い出した。


　──アンタ、どんだけデリカシーないのよ。


　あのときオレ、何言ったっけ？


　──尊敬してるよ、すごく！


　だって、誰だれだってそう思うだろう？　才さい色しよく兼けん備びのお嬢様で、高校生なのにこんなところで気き後おくれせずに振る舞まえる女の子なんて……。


　こんな娘こがオレを好きになってくれたことが、正直未いまだに信じられない。


「……いつも、こんなところで食事してるのか？」


「いつもじゃないわ。家で食べることの方が多いし」


　莉子サマは慣れた手つきでグラスを取る。


「乾杯」


　声を合わせてグラスに口をつけると、ウェイターが早さつ速そくオードブルの皿を持ってきた。


「うまい！」


　オレは思わず大声を上げた。


「なんていうか、まったりとしていてコクがあり、それでいてしつこくない……」


　どこかで聞いたようなセリフでツウぶっていると、莉子サマはそんなオレを見てクスッと笑う。


「……フォーク」


「え？」


「ナイフやフォークは、外側から取るのがマナーなのよ」


「あっ、ああ……！」


　皿の両りよう脇わきに数本ずつ並んだシルバーをど真ん中から使っていたオレは、それで赤面した。


「そんなのに決まりなんて、あったんだ……」


「でも、今日はいいわ。ワタシしかいないし」


　ツンとしたその声が、胸の中にやわらかく響ひびく。今ならわかる。莉子サマって、本当はすごく優やさしくてイイ娘なんだ。


「……なあ、オレさ」


　メインが終わってデザートを食べているとき、言ってみようと決心した。自分のことを好きだと言ってくれた女の子にこんな話をするのはためらわれる気もするけど、でも、彼女は「ふっきれた」と言ったんだ。ふっきれたっていうのは、とりあえず、恋れん愛あいっていう意味では、オレのこと好きじゃなくなったってことだよな？


「オレ、妹尾のことが好きなんだ」


　食事が始まってから初めて、隣の席からカチャッと食器とシルバーの触ふれる音がした。オレたちは丸テーブルの四時と八時の位置に座っていて、オレの席からは彼女がよく見える。俯うつむいた莉子サマは、すぐに顔を上げた。


「……そう」


　無表情で、それだけ答える。


「でもオレ、ヴィーナス賞を獲とりたいし、投票日には次の暫ざん定ていヴィーナスの名前を書くって約束しただろ？　でも……」


　莉子サマはフォークを置き、腕うで組ぐみしてじっとオレを見ている。


「でも、自分の気持ちを隠して絽美の名前を書くなんて、自分のことを好きでいてくれる女の子を利用するみたいで……それってどうなのかなと思うんだ」


「……ふうん」


　そこで、彼女は腕組みを解いた。


「それってアンタ、ワタシが暫定ヴィーナスになるって事態はまったく考えてないのね」


「えっ？　え、いや……」


「いいわよ。アンタの気持ちはもうわかってるし」


「いや、その……」


　そうだよな。莉子サマは成績トップで容姿もピカイチなんだから、絽美がちょっとでもポイントを下げたら、暫定ヴィーナスは彼女になる可能性があるんだ。


「心配しないで。万が一ワタシが暫定ヴィーナスになったら、ちゃんとアンタの名前書いてあげるから」


　そう言って、彼女は手元のカップから紅茶を飲む。


「でも、それはアンタのためだけじゃないわよ」


「え……」


「当たり前でしょ。それは、臨海学校のときからずっと、アンタに夢を叶かなえさせようとして頑がん張ばってきたみんなの努力をムダにしないためよ」


　ガチャッ、とカップがソーサーに置かれる。彼女のカップから飛び上がった飛ひ沫まつが、真っ白なテーブルクロスに一点のしみをつけた。


「……でも、わかったわ。近ごろ元気なかったのは、それが理由だったのね」


「ああ」


「すっごく……悩なやんでいたのね」


「うん……」


「ワタシが本当はまだアンタのことを好きだってことにも、気づかないくらいに」


　はっとして、テーブルクロスから目を上げた。


　莉子サマはぎゅっと下した唇くちびるを嚙かみ、気の強そうな瞳ひとみに宿る光をますます強くして、オレをにらみつけていた。


「え、莉……」


「教えてあげるわ。『尊敬』って言葉はね、女性を一刀両断するフリ文句よ」


　オレの声を遮さえぎって、彼女は強く言い放った。


「言われてうれしい人もいるかもしれないけど、少なくともワタシみたいな女の子に言ったらダメ」


　──アンタ、どんだけデリカシーないのよ。


　あのときの言葉の意味が、ようやくわかった。きっと莉子サマは、オレが彼女を対等な存在と考えていないのだと思って、それがイヤだったんだ。


　──ワタシと友達になりなさい！


　彼女がいつも高飛車な態度なのは、たぶん、今まで対等に接してくれる友達がいなかったせいで、普ふ通つうの「友達」に対する振ふる舞い方がわからないからだ。「友達になる」ってことは、相手と同じ目線に立つことだから。
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　でも……。


「……でもさ、莉子サマ」


「何よ」


「オレ、やっぱり莉子サマのことはすごいなって思うんだよ。尊敬するなっていうのが、ムリな話だよ」


　俯いた莉子サマは、オレの言葉を不ふ機き嫌げんそうに聞いた。


「たぶん、それはキミの努力の結果なんだろうと思うけど、キミは今、本当に堂々としているし、一段とキレイで、なんていうかこう、近寄りがたいオーラすら感じるんだ。オレから見れば、莉子サマは完かん璧ぺきな、生まれながらのお嬢じよう様さまだよ」


　そこで、莉子サマは顔を上げた。敵意のようなものは、もうない。オレを見つめるその瞳が徐じよ々じよに熱く溶とけたように潤うるみ始め、雫しずくとなって滴したたり落ちそうになったとき、彼女は再び顔を伏ふせた。


「……そうよ」


　濡ぬれた低い声で、彼女は言った。


「ワタシはアンタとは違ちがうの。生まれつき選ばれた、高貴な人間なのよ」


「だけど莉子サマ、聞いてくれ」


「……何」


「確かにオレはキミを尊敬しているけど、だからって、まったく手が届かない雲の上の人だと思っているわけじゃないよ」


　オレが話す間にも彼女の肩かたが揺ゆれ始め、押し殺してはいるものの嗚お咽えつすら聞こえてくる。


「黒川、いるだろ？　アイツ、今オレと一番仲のいい友達だけどさ、オレ、アイツのことすごく尊敬してるんだよ。自分とは違うなと思う。偉えらいなと思う。もしかしたら一生追いつけないかもしれないと思う。それでも、手の届かない人間だとは思わない。なんでだと思う？」


　案の定、答えは返ってこない。彼女の長い髪かみがテーブルに載のってたわみ、しゃくり上げるたびにサラサラと揺れるのを見ながら、オレは息を吸った。


「……近づきたいと、思いつづけてるからだよ」


　うまく伝えられる自信はなかった。もしかしたら、彼女を余計に怒おこらせてしまうかもしれない。それでも、ちゃんと最後まで話そうと思った。


「すごいなって、思うだけの人ならいっぱいいるよ。ノーベル賞を獲った博士とか、遠い昔の偉い人じんとか。たぶん、友達にはなれないだろう。実際に知り合う機会がないからってだけじゃなくて、そんなに好きだと思わないから。仲良くなりたいと思わないから。でも、莉子サマは違う。オレ、キミのことが好きだ」


「イヤ、そんな言葉いらない」


　莉子サマは、顔を伏せたまま駄だ々だっ子このように首を振る。


「でも、ほんとなんだ」


　オレも必死だった。


「大好きだよ。莉子サマも、黒川も、もちろん絽美も、ついでに石田も。でも、オレが一いつ緒しよにいてめちゃくちゃドキドキするのは、いつも考えてしまうのは、妹尾なんだ」


　莉子サマはずっと首を振っている。もう我が慢まんするのはやめたらしく、しゃくり上げて泣く声が二人きりの広い部屋に響いた。


「……なりたかった、一番に」


　嗚咽の合間に、振り絞しぼるような声が聞こえた。


「二番じゃダメなの。同率の二位なんか、サイテーよ……」


　濡れた頰ほおを拭ぬぐう仕草に胸が痛くなり、いたたまれない気持ちになる。胸むな元もとのチーフを引き抜ぬきかけて、これじゃダメだと思った。ズボンのポケットを探さぐると、着き替がえのときにケータイと一緒に私服のポケットから移したハンカチがあった。


「……二位なんかじゃないよ」


　やっぱり顔を伏せたままの彼女の目の前に差し出すが、受け取ってはもらえない。膝ひざの上に置かれた両手に握にぎらせようとすると、彼女はオレの手からひったくるようにハンカチを受け取り、目元に当てた。


「オレ、他人に順位なんかつけられる身分じゃないよ。元々『中の下』なんだから」


　莉子サマはハンカチで涙なみだを拭っている。


「オレたち、いい友達になれると思う」


「イヤ、イヤよ！」


　叫さけぶように言って、彼女は一段と激しく泣いた。


「ワタシを好きなら、ワタシを選んでよ！　彼女にして！」


　人一倍プライドの高い彼女の見たこともない姿に胸がつかえ、すぐには答えることができなかった。オレが黙だまっていると、莉子サマはそのうちに泣きやんだ。ハンカチで涙を拭ふきとってから、静かに顔を上げる。


　真っ赤になった目元と鼻。黙ってオレを見つめるその瞳の一点に輝かがやくものを見つけて、オレは揺らぎそうになる自分の心を奮い立たせた。


「……ごめん、莉子サマ」


　しかし、彼女は再びしゃくり上げたりはしなかった。代わりに唇くちびるをきつく引き結び、目の前にあった水のグラスを取った。


「バカ！」


　バシャッとこちらへ水が弾はじけ飛び、顔が一気に冷たくなる。ガタガタッと音がして、オレが目をこすって開けたときにはもう、部屋の中に彼女の姿はなかった。


「……大だい丈じよう夫ぶでございますか」


　どこかで見ていたのか、ウェイターがタオルを持って現れる。濡れた顔や髪を拭きながら思っていたのは、こんなドラマみたいな展開の渦か中ちゆうに自分がいることに対する、信じられないという一念だった。


　──バカ！


　最後に見た彼女を思い出した。怒いかりとも悲しみともつかない色を浮うかべた、赤く腫はれてしまったキレイな顔。


　もう話しかけてもらえないかもしれない。それでも、不思議と後こう悔かいはない。


　オレ、自分で考えて、正しいと思った行動を取れたんだ。





　五年後でも、十年後でもいい。いつかまた、彼女と笑って話せるときが来ればいいと思った。





　　　　☆




　そんな思いでいたオレは、翌日の月曜日、昼休みに莉子サマがオレを訪ねてきたことに驚おどろいた。


「……これ、ありがとう」


　彼女がそう言って手て渡わたしてきたのは、オレが貸したハンカチだ。きちんとアイロンがかけられ、新品みたいにきれいになっている。


「試験、最後まで頑張りなさいよね」


　そう言う莉子サマは、いつになくすっきりした表情をしていた。


「ああ、うん……。ありがとう」


「こちらこそ、ありがとう」


　一いつ瞬しゆん皮肉かなと思ったが、その顔つきは依い然ぜん爽さわやかだ。


「ずっとわかっていたの。でも、あれで諦あきらめがついたわ。まあ、本当の本当に諦められるまでには、もうちょっとかかると思うけど」


　そっけない口ぶりが彼女らしくて、胸がぎゅっとなる。


「……これからもよろしく」


　オレの目をまっすぐ見た彼女は、一瞬のためらいを見せたあと、右手を差し出して付け足した。


「……ね？　成道」


　色んな想おもいの込められた、温かくてちょっとさびしい声こわ色いろだった。彼女にこうして名前を呼ばれるのは、これが初めてな気がする。


「うん、こちらこそよろしくな」


　オレはその手を取り、迷いながら口を開いた。


「……莉子」


　彼女はわずかに表情を硬かたくしたが、すぐに笑って頷うなずいた。


「ずっとずっと、友達でいなさいよねっ！」


　その高飛車な物言いは、今までと変わらない、いつもの彼女だった。





　　　　☆




　そうだ、オレは決めた。


　今度こそ絽美に伝えよう。今のオレの気持ちを。一時は傷つけてしまうかもしれないけど、でも、きっと今のままでいるよりはいい関係が作れるはずだ。莉子がそうだったように。


　絽美に話をつけて、妹尾にバースデー・デートを頼たのもう。


　そう思ったオレは、その日の五時間目後の休み時間、職員室にバースデー・デート報告書を取りに行った。そうしてＣ組に帰ってきたとき、妹尾の机を見てぎょっとした。


　彼女の元に絽美が遊びに来ていて、楽しげに話し込んでいる。


　どうしよう……。


　今のオレの席は窓まど際ぎわにあって、妹尾の席がある列を横切らないとたどり着けない。絽美のいる前で彼女をバースデー・デートに誘さそう気はないけれども、二人にオレがこの紙を持っているのを見られたら気まずい。


　公園で話し合ったあの日から、絽美は元気を取り戻もどしつつあった。今ここでまたややこしい事態になって、彼女の邪じや魔まをしたくはないし……。


　そんなことを考えてためらっていると、オレの視線に気がついたのか、顔をこちらに向けていた絽美と目が合った。彼女の視線をたどって、妹尾もこちらを振ふり向く。


「や……やあ」


　オレはさりげなく手を上げながら、もう一方の手に持っていたバースデー・デート報告書を後ろに隠かくす。これじゃこの前の妹尾と同じだ。


　そのまま二人に見守られて引き返すのも変だったので、とりあえず自分の机に向かった。


「成道くん、どうしたの？」


　そんなオレに、絽美が声を掛かけてくる。


「ん？　い、いや……」


「後ろに何隠してるの？　プリント？」


「いやあ、うん、えー……」


　絽美の質問をかわしながら、横目で妹尾の様子をうかがう。バッチリ目が合って、それだけで心臓が止まりそうになった。


「ええと、だから……」


「あの」


　勝手に焦あせりまくっていると、妹尾が静かに口を開いた。


「わたし、ちょっと用がありますので行きますね」


「えっ、そうだったの？　ごめんね、雪菜ちゃん」


「いえ、今思い出したんです。わたしこそごめんなさい」


「ううん、大丈夫だよ。またねー！」


　そんな絽美に軽く手を振り返すと、妹尾はオレに目礼して教室を出ていってしまった。


「あ……」


　もしかして、例によってまたオレに気を遣つかってくれたのだろうか。その心遣いはありがたいのだけれども……。


「……成道くん？」


　茫ぼう然ぜんとしていると、絽美に声を掛けられてはっとした。


「あ、ああ」


「どうしたの？」


「や、なんでもない」


「もしかして、成道くんも雪菜ちゃんに用事だった？」


「えっ……いや、そういうわけじゃないけど……」


　彼女に妹尾のことを言われると、やましい気がしてうろたえてしまう。


「ろっ、絽美こそ、妹尾と何話してたんだ？」


「……ん？」


　絽美は軽く首をかしげ、ちょこちょことオレの方へ近づいてきた。


「私たちは、二人で莉子ちゃんちに遊びに行く日にちの相談をしてたんだよ」


「莉子……んちに？」


　まだ「サマ」なしの呼び方に慣れず、第三者の前ということもあってうやむやの発音にしてしまう。


「うん。ほら、ハワイのホットケーキ食べさせてもらいに」


「ああ……そんな話もあったな」


「ほんとにおいしいんだよ。だから、今度は雪菜ちゃんも一いつ緒しよに行こうって」


「おいしいって……、絽美、もう食べたのか？」


「うん。私、最近、莉子ちゃんちによく行ってるの。莉子ちゃんのお母さんに英会話を習ってるんだよ」


　それで、オレは思い出した。


　──今日、お家うち行ってもいい？


　そうか。あのランチの日、絽美がやけに恵比寿邸ていに行きたがっていたのは、そういう事情だったのか。


「なるほどなぁ……」


「……ところで成道くん、さっきから後ろに隠してる紙、なんなの？」


　一人納なつ得とくしていたオレは、絽美の不思議そうな声ではっとした。


「あっ、いや、これは……」


「わかった、返ってきた小テストでしょ？　そんなに悪い点数だったの？」


「あっ、そうそう、そうなんだよ」


「なーんてね、えいっ」


　油断をしかけたオレは、素す早ばやい動きで手を伸のばしてきた絽美に、あっという間に用紙を奪うばわれてしまった。


「あっ……！」


「……これって」


　オレの手から取った紙を、絽美はまじまじと見つめる。


「……そっか、そうだよね。成道くん、もうすぐ誕生日だったもんね」


「う、うん。そうなんだよ……」


「成道くんにはすごく気持ちのこもったお祝いをしてもらったから、私もちゃんとお返ししなきゃね」


　絽美の真ま面じ目めな口ぶりに、オレの心がずきりと痛む。


「ほ、ほんとか……？」


「うん」


　こくりと頷いてから、彼女は少し怪け訝げんな様子で顔を上げた。


「……でも、なんでその紙、隠そうとしてたの？」


「えっ」


　オレの処理能力は早くも限界を迎むかえていた。もはやこの話の流れをどこへ持っていっていいかわからず、目を白黒させてうろたえる。そのときだった。


「……瀬木くんは、恥はずかしかったんですよね」


　背後から、妹尾の声がした。


「あっ、雪菜ちゃん。用事は？」


「はい、もう済みました」


「そうなんだ、早かったね」


「……瀬木くん、言ってましたもんね」


　絽美に微笑ほほえんでみせた妹尾は、オレを見てそう言った。


「バースデー・デートを瑞本さんにお願いしたいけど、恥ずかしくてなかなか言い出せないって」


「え……？」


　なんだそれ。オレ、そんなこと言ってない、よな……？


「そうなの？　成道くん」


「え？　んー……んん」


　ごまかしながら頷くと、絽美は大きな目をさらに大きくする。


「どうして？　私、頼まれたらちゃんとお祝いするつもりだったよ？」


「あ、ああ……」


「瑞本さんと両想いだって気持ちを確かめてから初めてのデートですから、なんとなく気恥ずかしかったみたいです」


「……そうなの？　成道くん、雪菜ちゃんにそんなこと言ってたの？」


「はい」


　驚おどろき顔の絽美に妹尾が頷いてみせると、絽美はオレだけをじっと見つめる。


「……そう、そうなんだよ、実は」


　もはや、そう言うしかなかった。


「なぁんだ」


　しかし、それで絽美の表情は一気に明るくなった。


「普ふ通つうに誘ってくれればよかったのに。誕生日、今週でしょ？」


「ああ、うん」


「提出期限ぎりぎりだよね。早く書かなきゃ……！」


　借りるね、とオレの机き上じようにあったシャーペンを取り、絽美が報告書を埋うめていく。その姿を見守りながら、オレは妹尾に目をやった。目が合った彼女は、こちらにそっと微笑んでみせる。


　そこで、ちょうどチャイムが鳴った。絽美が顔を上げ、オレは彼女に視線を戻す。


「……この紙って、誕生日を迎える人じゃなくて、デート相手が出さなきゃいけないんだったよね？」


「ああ……うん、そうだったな」


「それなら、私が預かって出しておくね」


「ん、ありがとう」


「じゃあねー！」


　絽美が教室を出ていくと、オレは改めて妹尾を見た。


「妹尾……」


「余計なことをして、すみませんでした」


　絽美の姿が見えなくなったのを確認し、妹尾は頭を下げる。


「でも、瀬木くんがこんな間際まで報告書を出さないから……」


「えっ、なんで……」


　通常のデートと違ちがって、バースデー・デートの場合、職員室に事前に予定者の名めい簿ぼが張られることはない。あれ以来彼女にはその話をしていないし、どこで知ったのだろうか。


「……実は、さっき瑞本さんが言っていたんです」


「えっ？　何を？」


「もうあと少しで誕生日なのに、瀬木くんからデートの誘さそいがないって。『私じゃない人とするつもりなのかな？』って、すごく不安そうでした」


「絽美……」


　そうか、そうだったのか。


「オレの誕生日、覚えててくれたのか……」


　確かに、去年はナルシストキャラ全開で誕生日をウザくアピールしまくっていたので、当日には絽美を初め手芸部内の女子何人かからおめでとうメールをもらっていた。


「もしかしてですけど……」


　オレが感かん慨がいにふけっていると、妹尾がおずおずと口を開いた。


「瀬木くんはわたしたちを気き遣づかって、瑞本さんを誘えないでいたんじゃないですか？」


「えっ？」


「わたしがこの前、あんなことを言ってしまったから……。瀬木くんは友達思いですから、わたしが黒川くんとデートをしたら、瑞本さんに勘かん違ちがいされるんじゃないかと思って。でも、わたしのデート相手がいなくなるとポイントが下がるから……。黒川くんとわたし、両方のことを考えて、迷っていたんじゃないですか……？」


　うぬぼれだったらごめんなさい、と妹尾は小声で付け足す。その姿のしおらしさに、心臓がドクドクと激しく波打った。


　ああ、オレ、やっぱりこの娘こが好きなんだ。


「……いや、うん、よかったよ。ありがとうな、妹尾」


　心を決めて礼を言うと、妹尾は顔を上げて微笑んだ。


「いいえ」


　うれしそうなその表情に、たまらなく心を揺ゆさぶられる。そして、猛もう烈れつに気になることが頭をもたげてきた。


「……じゃあさ、妹尾はバースデー・デート、どうするんだ？」


　本当は、ほんのちょっと期待していた。


　やっぱり瀬木くん以外の人とはデートできません、とか、そんな言葉を。


「ええ……。やっぱり、黒川くんにお願いすることにしました。今さっき、それでＤ組に行ってきたんです」


「あ……そう……か」


　だから、それは全然予想外のことではなかったのに、必要以上にショックを受けてしまった。


「隣となりのクラスだったから、あんなに早く用が済んだんだな……」


　どうでもいいことを感慨深く呟つぶやき、ダメージを隠かくそうとする。


「そうなんです」


　その甲か斐いあって、妹尾は特に疑いもない様子で頷うなずいた。


「わたしたちのことは気にしないでください。黒川くんも、何より瀬木くんの夢の成じよう就じゆを応おう援えんしていますし」


　わたしたち、という言い方が妙みように心に引っかかる。二人はただの幼なじみの友達だってことは、重々承知しているのだけれど、も。





　そんな風にもやもやした気持ちでいたものだから、六時間目が終わったあと、黒川がオレを訪ねてきてくれたときにはある種の安あん堵ど感を覚えた。


「妹尾さんの誕生日の相手、僕がしてしまって本当にいいのかい？」


「ああ、うん……」


　オレも絽美と約束してしまったし、妹尾のポイントを下げないためにはそれしかないのだ。なんだかんだ言ったって、うちのクラスにいる妹尾ファンの男子なんかに比べたら、黒川はずっと信用できる。


「妹尾さんの場合、他に親しい男友達もいないしね……。石田くんに頼たのむっていう手はあるけど」


「いや、ムリだ。アイツ、女子と目見て喋しやべれないし」


　それに、石田が妹尾と二人きりになり、彼女の巨きよ乳にゆうを間近でじろじろ観察する光景を想像しただけでイヤな気持ちになる。結局のところ、オレは自分以外のどの男が彼女といても、平静な心持ちではいられないのだった。


　──オレ、今日すごくイヤだったよ。あの娘がオマエと仲良さそうにしてるの。


　初はつ詣もうでのときにオレがあんなことを言ってしまったから、黒川は気にしているのかもしれないけど。


「妹尾も納なつ得とくしてるんだし、オマエさえよければオレはいいよ。わざわざありがとうな」


　親友の思いやりに感謝し、オレはひそかに腹をくくった。


「オレはまず、絽美とけじめをつけなきゃいけないんだ」




　第二章　十六歳から旅立つオレ







　そうして、オレの誕生日がやってきた。





　受信日時：　1/28 00:00


　送信者：　瑞みず本もと絽ろ美み


　題名：　☆ Happy Birthday ☆


　本文：　お誕生日おめでとう、成なる道みちくん！　今日学校で一いつ緒しよにお祝いできるのを楽しみにしてるね。





　受信日時：　1/28 00:03


　送信者：　妹せ尾お雪ゆき菜な


　題名：　お誕生日おめでとうございます


　本文：　十七歳になった瀬せ木きくんが、より一層飛ひ躍やくできますように。一緒に歳としを重ねることができて、わたしはとても幸せです。





　受信日時：　1/28 07:28


　送信者：　恵え比び寿す莉れい子こ


　題名：　おめでとう


　本文：　ちゃんと覚えてたわよ。これからもよろしく。





　　　　☆




　まるでオレの憂ゆう鬱うつな心模様と共鳴したかのように、その日は朝から雨だった。


「おめでとう、成道くん」


　放課後になると、約束の四時の五分前に、絽美がＣ組へ迎むかえにきてくれた。


「ありがとう、絽美。メールまでサンキューな」


　そう言いながら、これから自分がしようとしていることを考え、胸がしくりと痛む。


「で、今日はどこの教室で？」


「着くまでナイショだよ」


　絽美は、デート場所の教室をオレに秘密にしていた。彼女のバースデー・デートは調理室でやったのだったなあなどと思い出していると、意外な場所に連れていかれた。


「……と、図書室!?」


　デートにはあまり似つかわしくない部屋の入口で茫ぼう然ぜんとしていると、絽美はにんまり笑って鞄かばんからノートを取り出した。


「そっ！　成道くん、最近成績上がってきてるんでしょ？　学年末はもっといい点取れるように、一緒に勉強しよ！」


　そうして、オレはなぜか自分の誕生日に、女の子と一緒に勉強をすることになった。





　学年末試験にはまだ一ヶ月以上もあり、三年生も登校しなくなった一月の放課後の図書室は、予想以上に人が少なかった。


　オレと絽美は窓まど際ぎわの六人用テーブルに向かい合って座り、ノートを広げて問題を解き始める。通常の教室の四、五個分の広さの図書室には、書しよ架かの他に閲えつ覧らん・学習用のテーブルが十個あり、オレたちのところを除くと、人がいるテーブルは二つしかなかった。


「…………」


　顔を上げてしばらく見つめていても、絽美は英語の問題集に集中していて、オレの視線にはちっとも気がつかない。


　なんだろう。これはどういうことなのだろう。


　これがデートって言えるだろうか。


「……絽美」


　このままだと大事な話もできないし、勉強にも集中できない。耐たえかねて小声で呼びかけると、絽美はきょとんとした面おも持もちで顔を上げた。


「うん？　どうかしたの？」


「あ、いや……」


　そんな風な顔をされると、言いだしづらい。


「……ここ、教えて欲しいんだけど」


　自分に負けてしまったオレは、広げていた古文の教科書を指さした。ありがたいことに、オレはウ音便とウォン・ビンの区別すらつかない文法オンチなので、適当に示した問いも本当にわからない問題だった。


「うん？　助動詞の問題かあ。えーっとね、それは……」


　絽美はこちらへ身を乗り出し、その問題を一緒に考えてくれようとする。


　彼女の意図が、よくわからない。ヴィーナスに釣つり合う男になるためヒーローを目指しているオレを応援してくれているのかもしれないが、何もこんな日に図書室で勉強しなくたっていいだろうに。


　それとも、彼女自身が寸すん暇かを惜おしんで勉強したいからだろうか。自分の夢に近づくためには、たとえ二時間でも遊んでいる暇ひまはないと、そう判断したからなのだろうか。


「……ってことで、ここは『けれ』だと思うよ。わかった？」


「えっ……、ああ」


　しまった。全然聞いていなかった。


「あ、ありがとう、絽美」


　とりあえず礼を言って、ノートに「けれ」と書く。彼女はそれを見届けると、再び自身の勉強に没ぼつ頭とうし始めた。


　絽美があまりにも自然に振ふる舞まうので、段々と、ひょっとしたらこれが正しいバースデー・デートの形で、オレの方が間ま違ちがっているのかもしれないと思い始める。


　そうだ。きっと絽美はオレのためを思い、自信を持って図書室を選せん択たくしたのだ。考えてみれば、選択肢が校内しかないのに、一体どんな場所がデートにふさわしいというのだ。いくら変態学園とはいえ、仮にも学まなび舎やの中に、そんなふしだらな目的に適した教室などあるものか。絽美は最高の場所を選んでくれたのだ。きっとそうだ。


　しかし……。


　入口の方を見れば、貸し出し・返へん却きやくカウンターには、司書の先生が座って本を読んでいる。時折テーブルや書架の方に目をやって、この空間の秩ちつ序じよを乱す生徒がいないか見張っているのだ。こんな中で、絽美と混こみ入った話をするのは困難だ。


　そんな風に思って悩なやんでいたとき、不意に入口の方で物音がした。


「あっ……！」


　それでそちらに顔を向けたオレは、図書室に今まさに入ってきた一組の男女を見て、思わず司書の先生ににらまれるほどの声を上げてしまった。


「妹尾、黒くろ川かわ……」


　オレの呟きを聞いて、絽美もそちらを向く。そして、同じく驚おどろきの表情になった。


「雪菜ちゃん……」


　向こうにいた二人も早さつ速そくオレたちに気がついたようで、そのままこちらにやってくる。


「……奇き遇ぐうだね。まさか君たちが図書室を選んだなんて思いもしなかったよ」


　黒川の言葉を聞いて、はっとした。


　そうだ。やっぱり、図書室でバースデー・デートなんておかしい。しかも、絽美は自分でもコンプレックスに思っているくらい、至って普ふ通つうの感覚を持った娘こなんだから。


　黒川と妹尾が図書室を選んだ理由は、なんとなくわかる気がする。二人とも、相手といいムードになりたくてデートをするわけではないのだし、それならば一緒に勉強しようという流れになったのだろう。


「……じゃあ、わたしたち、あちらに行きますね」


　オレが沈ちん黙もくしていると、妹尾が気を利きかせた様子で離はなれていった。二人が腰こしを落ち着けたのは、オレたちから二つ離れた空きテーブルだ。


「……あの二人は、四時半からデートだったんだな」


　いかにも、時間に余よ裕ゆうを持って行動したがる黒川らしい。


「勉強しよ、成道くん」


　オレがぼんやり二人の方を見ていると、絽美が自分のノートに目を落としながら言った。


「あ、ああ……」


　どうしよう。オレ、どうしたらいいんだろう。このままだと、あと一時間半勉強を続けて、そのまま「じゃあね」と解散になりそうな気配がする。何も、プレゼントをくれとか、ケーキを作ってくれとか言いたいわけではない。オレは彼女に、ひどいことを言おうとしているのだから。


　だけど、こんなところでは普通の話すらできないじゃないか。


　向こうのテーブルでは、黒川と妹尾が勉強を開始した。オレたちと違って、二人はテーブルに横並びになっている。オレに背を向ける形で並んだ二人は、しばらく無言で自習していた。そのうち、黒川が隣となりに何か話しかけ、妹尾が答える。当然ながら、二人の声はこちらにまでは届かない。


　仲良さそうだな……。


　そう思うと、先ほどまでよりさらに自分の勉強に身が入らなくなり、ちらちらと前方をうかがいながらペンを動かすフリを続ける。そのうち、絽美と目が合った。


「……どうしたの？」


　彼女は首をかしげる。


「あ、いや」


「またわからないところ？」


「ああ、うん……」


　と頷うなずきかけて、ふと思いとどまった。


　ダメだ。これでは、いつまで経たっても同じことの繰くり返しだ。オレの心はこんなにも妹尾に惹ひかれているのに、曖あい昧まいなことを言ってその都度ごまかす、その場しのぎの態度を取っていては、いつまでも状じよう況きようは変わらない。


　何もこんな日に言わなくても、と他人には非難されるかもしれない。でも、オレはもう、絽美と一いつ緒しよにいても彼女の気持ちには応こたえられないんだ。だったら、少しでも早く。


　自分の気持ちを絽美に言う。その覚かく悟ごを決めて、今日を迎えたんじゃなかったのか。


　そうやって自分を奮い立たせ、改めて口を開いた。


「……絽美」


「やめて！」


　図書室中に響ひびき渡わたるような声で、彼女が叫さけんだ。


　それはオレが声を発したのとほぼ同時に聞こえたので、一いつ瞬しゆん、自分に向けて言われたとは思わなかったくらいだ。


「絽、美……？」


　先生の視線にヒヤヒヤしながら、オレは絽美の様子をうかがう。彼女が俯うつむいたまま黙だまっているので、再び小声で喋しやべり出した。


「絽美、ちょっと聞いてく……」


「イヤ、やだ」


　先ほどよりはボリュームを抑おさえて答え、彼女はぶんぶんと首を横に振る。


「まだ何も言ってないよ。オレ……」


「やめて、わかってるの。わかってるから……！」


「え……？」


　絽美はうなだれたまま肩かたを震ふるわせていた。まさか泣いているのだろうかとドキッとしたとき、震える声で彼女は言った。


「わかってるよ……。成道くん、他に……好きな人が、できたんでしょ」


　図星を指され、一瞬言葉が出てこなくなる。莉子か黒川が言ったのだろうかと思い、すぐにその疑いを打ち消した。彼らはオレに黙ってそんなことはしない。


「な……んで……」


「わかるよ。だって私、成道くんのこと好きなんだよ。ずっと見てるんだよ……？」


「絽……」


「言わないでね。その子の名前は、言わないで」


　咳せき込むように言った声に、初めて涙なみだが混じり始めた。


「わかってるから。でも、言わないでね……」


　オレは完全に言葉を失った。


　異様な空気は伝わるものらしく、向こうのテーブルから妹尾がこちらを見ている。それを気にしながらオロオロしていると、絽美は押し殺した声で泣き出した。


「絽美……」


　司書の先生も、他の生徒もオレたちを見ている。いたたまれなくなって彼女の肩に手を置くと、黙ってそれを振り払はらわれた。


「……ごめん、私もうムリ」


　最後にそう呟つぶやくと、絽美は顔を覆おおって席を立った。そのまま図書室から走り去るのかと思いきや、出口とは反対の書しよ架かの方へ行き、本ほん棚だなと本棚の間に膝ひざを抱かかえてうずくまった。


「……絽美」


　他にどうしようもないので、彼女の元へ行って声を掛かける。


「一人にして、お願い」


　懇こん願がんするように言われ、オレはすごすごと元の席に戻もどった。


　オレ、いつから絽美にそんな思いをさせていたんだろう。一体いつから……。


　ノートに書かれた自分の汚きたない字を見ながら、そのことを必死に考える。しばらくして、ふと目の前で人ひと影かげが動いた気がして顔を上げた。


　そこに立っていたのは、妹尾と黒川だった。


「……何があったんですか」


　なんと答えたものかと思っていると、すぐに妹尾が動いた。


「わたし、話してきます」


「えっ……」


　焦あせって彼女を引き止めようとしたとき、オレより早く黒川が動いた。


「僕が行くよ」


　そう言い置いて、絽美の方へ歩いていく。オレと顔を見合わせた妹尾は、黒川の背中を見送ると、オレの一つ空けた隣の席に座った。


　彼女の存在をすぐ傍そばに感じる。胸がドキドキする。


　絽美がそこで泣いているのに、彼女はオレのせいで傷ついているのに、ひどい人間だと自分でも思う。


　黒川は絽美の数メートル手前で立ち止まった。だが、何かを話しかけている様子はない。しばらく見ていると、ヤツはその場でしゃがみ込み、書しよ棚だなから本を取って読み始めた。


「……？」


　黒川のやっていることがよくわからなくて、オレは妹尾を見る。二人を見ていた彼女は、オレの視線に気がつくとこちらへ顔を向けた。


「……さっき、何話してたんだ？」


　絽美のことを話すのも気まずい気がしたので、そう話しかけた。


「え……？」


「黒川と。ほら、あっちに座って二人で勉強してたとき……」


「……あっ、はい。話していたと言うほどではありませんが……勉強の話です。うちのクラスの授業がどこまで進んでいるか聞かれたので、答えていました」


「ふうん……」


　わかってみれば、なんてことはない。それでも、なんとなく不安な気持ちは残る。


「今日ここでデートするのって、どっちが決めたんだ？」


「二人で話し合って決めました。わたしたち、デートらしいことをする必要はないわけですし、それなら勉強した方がお互たがいのためになると思いまして。人と一緒にする自習って、はかどる気がするから」


「そうか。やっぱそうだよな」


「……瀬木くんたちは、どうしてここへ？」


　そう聞かれて、オレは言葉に詰つまる。


「えっと……」


　今にして思えば、絽美はきっと、オレが今日彼女に言おうとしていたことをわかっていたんだ。話し合いにふさわしくない図書室を選んだのは、もしかしたら、オレにそれを言わせないためだったのかもしれない。


「……絽美が決めてくれたんだ」


　相変わらず絽美は本棚の前にうずくまっており、黒川はその近くにしゃがんで読書している。


「妹尾、オレさ……」


　何を言おうとしているんだろう、オレ。


　すぐそこに、絽美がいるのに。彼女はオレのせいで泣いているのに。


「……どうしました？」


　口を開きかけたまま声を出せずにいると、妹尾は不思議そうな顔でオレを見つめた。黒目がちの目が不安げに曇くもり、艶つやっぽさを増して見える。


　たぶん、オレのことバカだって言うヤツもいるだろう。絽美や莉子の方がかわいいって思う男もいるんだと思う。


　でも、どういうわけか、オレの目にはこの娘こがたまらなくかわいく映るんだ。


「……なんでもない」


　今そんなことを告げたら、きっと妹尾は困る。絽美もいるのに無神経だと怒おこらせてしまうかもしれないし、オレだって今は絽美のことが気にかかる。


　しばらく、無言の時間が続いた。そのうち妹尾は席を立って自分のテーブルに戻り、オレは内容が頭に入らないまま教科書を眺ながめつづけた。


　また少し時間が経った。オレがノートの上に何度目かわからないため息を落としたとき、後方から抑えた声がした。


「……瑞本さん」


　振ふり返ると、黒川はもう本を戻していて、絽美から数歩離はなれたところに立っている。


「気分が悪いなら、保健室に行ったらどうだい」


　えっ？　気分……？


「一いつ旦たん外の風に当たってきて、もし落ち着いたら戻ってくればいいんじゃないかな？　デート中の体調不良による退室は、カップル試験のマニュアルで認められているんだよ」


　絽美は何も答えなかった。膝を抱えたまま、身じろぎもせずにうずくまっている。黒川が黙って踵きびすを返しかけたとき、彼女はようやく顔を上げた。


「ほんと……？」


　その目はまだ赤かったけれども、絽美はもう泣いてはいなかった。


「ああ」


　黒川が頷くのを見ると、絽美はゆっくりと立ち上がる。


「一人で大だい丈じよう夫ぶかい？」


「うん」


　パッパッとスカートを直すと、彼女は俯きがちに出口に向かい、図書室を出て行った。オレの方には目もくれなかった。


「……彼女、保健室に行ったよ」


「知ってるよ。聞こえたから」


　オレの方へやってきて報告する黒川を見上げ、座ったままのオレは答える。


「ありがとうな……」


「……十一分」


「え？」


「十一分泣いてたよ、瑞本さん」


　教室の時計を見て、ヤツは呟いた。


「オマエ……」


　もしかして、絽美が泣きやむのを見計らって、彼女に声を掛けたのか……。


「……オレ、保健室行ってくるよ」


　自分が情けなくなり、そう言って立ち上がる。そして、ふと気づいた。


「なあ、こういう場合って、試験のマニュアルでは違い反はんにならないのか？　オレが今から保健室に行くのは……」


「大丈夫じゃないかな。鞄かばんを届けてあげる、ってことなら」


「そっか。……じゃあ、片づけないとな」


　机の上には、絽美の勉強道具が広がっている。オレは、遠えん慮りよしながらも彼女の持ち物を整理した。筆記具を筆箱にしまい、その筆箱を鞄に納めようと、鞄の中で倒たおれていたノート類を立てたときだった。


「……ん？」


　ペットボトルやポーチの脇わきに、取っ手付きの小さな紙かみ袋ぶくろが収まっている。その中には白い箱が入っていて、上に載のっていたミニ封ふう筒とうの、宛あて名の部分が目に飛び込んできた。





　成道くんへ





「オレ……？」


　もしや、と心に浮うかんだのは。


「プレゼント……かな……？」


「……どうしたんだい？」


「へっ、あ、ああ」


　固まっていると黒川に声を掛けられ、オレは慌あわてて筆箱をしまった。その勢いで教科書やノートもさっさと入れ、チャックを閉める暇いとまも惜おしんで鞄を持ち上げる。


「じゃあオレ、行ってくるよ」


　着席した妹尾の後ろ姿を横目で見つつ、オレは図書室を出た。


「絽美、ちゃんとプレゼント用意しておいてくれていたんだ……」


　それなのに、オレは……。


　罪悪感に駆かられて、歩を速める。一階の保健室へ、図書室のある三階から階段を下りて向かった。


「いっちにっ……いっちにっ……」


　どこからか、運動部のかけ声が聞こえてくる。雨でグラウンドが使えないので、今日は基き礎そ練習の校内ランニングをしているのだろう。


「……クソッ」


　オレはどうして、絽美じゃダメなんだろう。一ひと目め惚ぼれするくらい、かわいいと思った女の子だったのに。


　そう考えて思い出したのは、初めて言葉を交かわした日のことだった。


　──手芸、好きなの？


　かわいい顔がすぐそこにあって、心臓が飛び出しそうなほど緊きん張ちようしていた。


　──そっか。一いつ緒しよだね。


　差し出された小さな手。初めて感じた女の子の肌はだと体温。あの日からオレを「成道くん」と呼んでくれた、明るくかわいらしい声。


「……そうか」


　そうだったんだ。


　石いし田だに声を掛かけられるまで、オレとつるんでくれるヤツなんかいなかった。友達なんて一人もいないと思ってた。でも、違ちがったんだ。あの頃ころそういう存在が他にいなかったから、わからなかったけど。だから、最初は緊張してドキドキして、目もロクに合わせられなかったけど。


　絽美にとってオレは、たくさんの中の一人だったのかもしれない。でも、オレにとって彼女は、初めてオレの名前を呼び、親切に接してくれた同級生だったんだ。





　初めての、友達だったんだ。





「絽美……」


　ヴィーナスだとかヴィーナスじゃないとか、そんなことは関係ないんだ。オレは絽美のことがずっと好きだし、これからも絶対に失いたくない。


　──試験の結果くらいでは揺ゆるがない絆きずなを、僕たちはもう育はぐくんできたんじゃないかな。


　そうだよな、黒川。


　オレは今、絽美にこの気持ちを伝えるんだ。


「絽美……！」


　夢中で階段を走り、保健室のある廊ろう下かに向かって角を曲がったそのときだった。


「うわっ！」


「わあっ！」


　突とつ如じよ、体が勢いよく弾はじき飛ばされ、ガシャンという音が響ひびき渡わたる。リノリウムの床ゆかに尻しりを打ちつけ、目から白い星が散った。


「イテテテ……」


　どうやら人と衝しよう突とつしたらしいと気づいたオレは、先に回復して立ち上がった相手の声で瞠どう目もくした。


「わっ、おまえ、ナルミチじゃねーかーっ！」


「か……」


　目の前にいたのはよりにもよって、サッカー部の基礎練で校内を走っていた、ジャージ姿の一かず晶あきだった。


「ちゃんと前を見ろよなーっ、ナルミチー！」


「す、すまん……」


　しかし、今日ばかりは前方不注意で飛び出したオレが悪いので、素す直なおに謝る。


「ちょっと、現在もなお終わらない民族紛ふん争そうの平和的解決について考えていて……」


「それよりおまえ、今『ガシャン』って音したけど大丈夫かあー？」


　人の言い訳をロクに聞かず、一晶はオレの後ろを指差す。


「えっ!?」


　そういえば、両手に持っていた鞄がない。自分のはすぐ傍そばに転がっているが、絽美のものが視界にないので背後を見る。そして、あまりのショックで顔が劇画調になった。


「なんということだ……！」


　絽美の鞄の中身は、バラバラに散らばって床に投げ出されていた。鞄そのものも、数メートル吹ふっ飛とんで真っ逆さまに床へ落ちている。


「チャック、閉めとけばよかった……」


　だってガシャンって。ガシャンって……！　絶対何か壊こわれただろ……。


「絽美に合わせる顔がない……」


「ナルミチ？　ナルミチ─ッ？」


　茫ぼう然ぜんとして抜ぬけ殻がらのようになるオレの顔を、一晶がアホ面づらをさらしてのぞき込む。他のサッカー部員たちは、こんなキャプテンを諦あきらめて、とっとと走り去ってしまっていた。


「頼たのむ一晶、今は放ほうっておいてくれ……」


　覇は気きなく呟つぶやいたオレは、その直後、とんでもない単語を聞き取った。


「おっ、ロミロミーっ！」


「……えっ……!?」


　一晶が顔を向ける方へ首をめぐらすと、そこには本当に絽美が立っていた。


「……どうしたの？　成道くん」


　そう尋たずねる様子はもう、ぱっと見には平生の彼女だ。


「その鞄……」


　絽美の目が、オレの後ろに向いている。どうやら、床の上で無残に犬いぬ神がみ家している指定鞄に、見慣れたぬいぐるみのキーホルダーを確認したようだった。


「私の、じゃない……？」


「ごっ、ごめん、絽美！　保健室に届けてあげようとして急いでたら、そこで一晶とぶつかって……！」


「おれは悪くないぞ！　おまえが悪いんだろーっ！」


「わかってるよ、うるせーな！」


「ロミロミーッ！　こんなおっちょこちょいなヤツやめて、おれと……」


「付き合わないよ」


　そう答えたのは、絽美本人だった。


「佐さ々さくんとも、成道くんとも、私は誰だれとも付き合わない」


　感情を出さずに、彼女は落ち着いた声こわ色いろで宣言する。


「……わかったの。私、何もかもうまくやって恋れん愛あいできるほど、器用な人間じゃないみたい。だから諦めなきゃ。今の私には、自分の夢が何より大事だから」


　そうしてオレたちの方へ進んでくると、黙だまって鞄の中身を拾い始めた。


「あっ、ごめん！」


　はっと気づいて、オレは加害者として拾うのを手伝う。そうしてさっき鞄の中で見た紙袋を持ち上げたとき、中身がカシャンとイヤな音を立てた。


「……あっ、それはいいよ。持ってて」


「えっ？」


「それは、成道くんに渡そうと思ってたの」


「……それって、プレゼント……？」


　恐おそる恐おそる尋ねるオレに、絽美は悲しげな微び笑しようで答える。


「……うれしかったよ、ありがとう」


「え……？」


　意味がわからず見つめ返していると、絽美は身を翻ひるがえし、階段を上り始めた。


「まだ時間があるから、先に図書室に戻もどってるね」


「あ……ああ」


　戸と惑まどいながらも、オレは頷うなずく。彼女の足音が二階に消えてから、隣となりがやたら静かなのを不気味に思って顔を向けた。


　一晶は、復ふく讐しゆうに燃えるシーサーのような顔でオレをにらんでいた。


「ナルミチぃ……！　ロミロミからのプレゼントだとぉーっ!?」


「えっ、なんだよ」


「何が入ってるんだ、見せろよぉーっ！」


「ちょ、ちょっと待て……！」


「うぉりゃーっ！」


　いきなり飛びかかられ、非力なオレはあっさり紙かみ袋ぶくろを奪うばわれる。


「やめろよ、かず……」


「……なんだよ、これ？」


　中の箱を開けてみて、一晶は戸惑ったように呟いた。


「どうしたんだ？」


　近づいてそれを一緒にのぞき込み、オレは絶句した。


「これは……」


　小さな白い箱の中身は、粉々になったガラス細工だった。おそらく「ガシャン」の音源はここだったのだろう。割れずに残っていたイチゴのモチーフを見たとき、オレの心に閃せん光こうが走った。


「あ……！」


　北海道の修学旅行で、オレが絽美にプレゼントしたガラスのプチケーキ。そういえば、この箱にも見覚えがある。


「なんで……」


　すぐに思い出し、紙袋の中を見る。そこに入っていた「成道くんへ」の封ふう筒とうを開け、メモサイズの便びん箋せんを開いた手が止まった。





　これ、返します。


　短い間だったけど、楽しかったよ。





「絽美……」


　──うれしかったよ、ありがとう。


　あの言葉は、そういう意味だったのか。


　オレが言うまでもなかったんだ。絽美は今日、初めからそのつもりで、これを……。


「……ナルミチ、おまえもフラれたのか」


　気がつくと、傍かたわらの一晶がオレをじっと見ている。その瞳ひとみには、同情の色さえ浮うかんでいた。


「……う、ん」


　やっぱり、これはそういうことになるんだろうか。


「よくわからないけど、そうかな……」


「そーか！　やっぱそーなのか、ナルミチ──っ！」


　途と端たんに一晶の声に喜色が混じり、かと思うと肩かたをガッと抱だかれた。


「つらいよな、悲しいよな……！　くそーっ、ロミロミ──ッ！　なんでオレたちじゃダメなんだよお──っ！」


　あ、あれ……？


「お、オマエ……？」


「完全にフラれちまったなあーっ、おれたち！　わかっててもつらいなあー……！」


　いや、そっちは結構前から完全にフラれていたと思うんだけど……。


「いいんだぜ、ナルミチ！　フラれたもん同士だ、おれの胸で泣いたってかまわないんだぞおーっ！」


　そう言って、もう一方の手でなぜかオレの胸をバシバシ叩たたいてくる。


「ロミロミを忘れるために、今夜はおれんちで一晩中ゲームでもしよーぜぇーっ！」


「一晶……」


　ヤツの反応が意外で、肩の腕うでを外すのも忘れて顔色をうかがった。


「い、いいのか……？」


「いいに決まってるだろぉーっ！　どんだけの腐くされ縁えんだと思ってんだよーっ！」


「でも、前は……」


「ロミロミのことではライバルだったからなーっ！　でも、どっちもフラれたんならしょうがねーだろぉー！　サッカーだって、試合が終わったら握あく手しゆするもんだぜぇーっ！」


「それはそうかもだけど……」


「それにさあー」


　そう言うと、一晶はさっと離はなれてオレと向き合った。


「おまえ、変わったよなーっ！　前まではクズみたいな人間だったのにさぁーっ！」


「なっ……!?」


「なんか、マトモになったよなぁーっ！」


　さらっとひどいことを言われた気がしたけれども、ヤツには相変わらず悪気がなさそうなので、オレは黙って右手を出す。


「……そうだな。こんなオレでよかったら、これからもよろしく」


「お──ッ！」


　一晶はニッと笑い、勢いよくその手を取る。


「よろしくなあーっ、ナルミチィ──ッ！」


「イッ……！」


　運動部の握あく力りよくに目を白黒させるオレだが、ヤツの方はおかまいなしだった。


「今のおまえならさーっ、なんかいい友達になれそうだよなーっ！」
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「あっ、ああ……」


「今度一いつ緒しよに、サッカーやろうぜーっ！」


「あ、それは無理」


「ムリでもやろーぜーっ！」


「ほんとムリっす、佐々さん……」


「楽しみにしてるからなあ──っ！」





　そうして一晶とは一緒にウイイレをプレイすることでどうにか合意し、オレはヤツと別れて図書室に向かった。


「……成道くん」


　絽美は、さっきの閲えつ覧らん席せきで英語の副教材を読んでいた。目の前に立ったオレを見上げ、少しまぶしそうに微笑ほほえんでみせる。


「絽美……」


「あっ、安心してね、もし次も私が暫ざん定ていヴィーナスだったら、ちゃんと投票日には成道くんの名前を書く……」


「そんなことはどうでもいいんだよ、絽美」


　わざとみたいに明るく振ふる舞まう彼女を見たくなくて、思わず叱しかるような口調で遮さえぎった。


「そうじゃなくて、オレは……」


「どうでもいいなんて、言わないでよ」


　すると、彼女の声こわ色いろが変わった。明るさは再び消え、泣くのを我が慢まんしているかのように震ふるえ始める。


「成道くんの……おかげなんだよ……」


「え……？」


「成道くんが、自分の夢に向かってまっすぐだから……。だから、私も自分の夢のために必死で頑がん張ばろうって……そう……思えたんだよ……？」


　そのまま俯うつむき、涙なみだをこらえるようにして動かなくなった絽美を見て、オレの胸中に色んな想おもいが渦うず巻まき始めた。


「いやだな……ほんとはもっと、さっぱりした感じにしようと思ってたのにな……。二時間お勉強して、最後にあれを返して、物分かりのいい女の子でお別れしたかったのに」


「絽美……」


　オレたちはたぶん、これでいいんだ。


　オレがもし他の女の子を好きにならなかったとしても。絽美とこのまま付き合い始めたら、オレはきっと彼女を駄だ目めにする。彼女の方もそれをわかっているから、オレにガラス細工を返したんだ。


　オレは黒川ほど気が利きかないし、一晶ほど天然でもない。付き合ったら、おそらく彼女をたくさん傷つける。実際、文化祭の日から今日までの短い期間にだって、何度こうして泣かせたり、落ち込ませたりしてきたことだろう。


　戻るんだ。


　──成道くんって、いいね。一緒にいると、すごくおもしろい。


　ケーキダイブしてはしゃぎ合った、半年前のあの頃ころに。


「……ごめんな」


　唇くちびるを嚙かみしめて呟つぶやくと、絽美はさらに深く俯いた。


「ありがとう、絽美」


　とうとう「うえーん」と声を上げ、彼女はテーブルに突つっ伏ぷした。


「絽美の夢、応おう援えんしてる。一緒に頑張ろうな」


　顔を伏せたまま、絽美はうんうんと何度も頷く。


　司書の先生は、オレたちを見て見ぬふりしている。向こうのテーブルの妹尾と黒川も、もうこちらへ顔を向けることはなかった。


「……私たち……ずっと、友達だよね……？」


「当たり前じゃないか」


　泣きながら声を発する絽美に、オレは力強く答えた。


「ずっとずっと、友達でいような」





　　　　☆




　こうして、オレは絽美と友達に戻もどった。





「あっ、成道くん。おはよう！」


「お……おう。おはよう」


　そんな明くる日の朝、下げ駄た箱ばこの前で絽美と出くわした。


「成道くん、そうだ、あのね」


「うん……？」


「ちょっと聞きたいことがあるんだ」


「ん？　なんだ？」


「来年度の手芸部の新しん歓かんね、また着ぐるみを着て新入生を勧かん誘ゆうすることになったの。去年は成道くん、うさぎの着ぐるみ着てくれたでしょ？　今度もお願いできるかな？」


「あー……」


　大変遺い憾かんなことに、その残念な出来事はオレの記き憶おくにも残っている。女子用の着ぐるみをムリヤリ着用した姿は、全身タイツにウサギの頭をかぶったようでお世辞にもかわいいとは言えないのだが……。


「ああ……。あんなのでよければ、またやるよ」


「ほんと？　ありがとう！　成道くんならきっとそう言ってくれると思ったよ」


　明るく笑って、上うわ履ばきに履き替かえた絽美はオレに手を振る。


「じゃあ、また部活のときに話そうね。急ぎの連れん絡らくがあったらメールする！」


「おう、わかった」


　彼女の姿が廊ろう下かの向こうに消えてからも、オレはその場に立ち尽つくした。


「……オレ、普ふ通つうにできてた……よな？」


　ただいまの己おのれの振る舞いを反省してチェックし、なんとかＯＫの出せるラインに達していたと判断して胸を撫なで下ろす。


「……大だい丈じよう夫ぶだ」


　ただの友達には戻るけど、絽美との関係がリセットされるわけじゃない。


「よし！」


　オレにはあと一人、気持ちを伝えなければならない人がいる。





「……どうしたんですか、瀬木くん」


　教室に入ると鞄かばんも置かずに妹尾の机に向かったオレを、すでに着席していた彼女は不思議そうに見上げた。


「これ」


　そう言って、オレは朝一でもらってきたデート報告書を差し出す。


「今度の土日、どっちか空いてるか？」


「えっ……」


　彼女は困こん惑わくの声を上げ、ほんのり顔を赤らめた。


「どうして……」


「ダメか？」


　辛しん抱ぼう強づよく返事を待ちながら、オレは昨日の彼女の言葉を思い出していた。


　──人と一緒にする自習って、はかどる気がするから。


「……デートっていうか、その……よかったら一緒に勉強したいんだけど」


「勉強……ですか？」


　それは思いがけない誘さそいだったらしく、妹尾は目を丸くする。


「オレも妹尾と一緒で、他人とやった方が集中できるんだよな」


「でも、それなら黒川くんとかの方が……」


「アイツとは、二学期の期末のときずっと一緒に図書館行ってたから、あんま緊きん張ちよう感なくなってきちゃったんだよな」


「でも……」


「石田とはすぐふざけたくなるから勉強に向かないし、妹尾が一番いいんだけど」


　妹尾が何を言いたいかはわかった。たぶん、今までのように「瑞本さんを誘ってください」と答えたいんだろう。でも、昨日のオレたちのデートがあんな風になったのを見ているから、そういうわけにもいかなくて困っているんだ。


　昨日、彼女たちより三十分早くデートが終わったオレと絽美は、二人にろくに挨あい拶さつもしないで図書室を出てしまった。昨日の今日だし、絽美もたぶん、オレとの間にあったことを誰だれにも話していない。


「……絽美のこととかも、色々話したいし」


　どうやらその言葉が決め手になったようで、妹尾は表情を引き締しめ、机の一点を見つめてじっと身を硬かたくした。


　彼女はいつも、物事をよく考えてから行動に移す。今だって、心の中では色々なことを考えているはずだ。彼女を見ていると、感情や思いつきですぐに動いてしまう自分が、すごく軽けい薄はくな人間に思える。


　この娘このこういう慎しん重ちようさが、オレはすごく好きだ。


「……わかりました」


　金かな縛しばりが解けたかのように全身の緊張を解き、彼女はようやく顔を上げた。


「たくさんお勉強しましょうね」


　いとも真ま面じ目めな面おも持もちで、妹尾はわずかに頰ほおを赤らめた。





　　　　☆




　その週の土曜日、妹尾とオレが行ったのは、聖☆ジュウの隣となり駅えきにある公立図書館だった。二学期末試験の勉強の際に、黒川から教えてもらった場所だ。


「うーん……」


　閲覧席に着いて約五分、オレは早くも頭を抱かかえていた。


「ちっともわかんねー……」


　目の前に開かれているのは、生物の教科書とノート。オレは生物が大の苦手で、一学期には全教科の中で最悪の点数をマークしてしまったほどだった。


「中学のときはただの暗記科目だったじゃんかよ……。なんで計算なんか……」


「……どうしました？」


　一人悩なやんでいると、向かいの席の妹尾に声を掛かけられた。ここの閲えつ覧らん席せきは四人掛けのテーブル席になっていて、机は学校の図書室のものより広い。休日ということもあって、ぱっと見たところ無人のテーブルは皆かい無むだった。


「ここなんだけど……」


　教科書を向こうに向けて説明するが、妹尾には届かない。


「ここ、ここの問二が……」


　そのままゴリ押ししようとすると、妹尾の隣となりに座っていたオッサンが咳せき払ばらいをした。


「スイマセン……」


　謝って教科書を引っ込めたとき、向かいの妹尾が立ち上がった。そのままこちら側にやってきて、空いていたオレの隣に座る。


「……どこですか？」


「……！」


　彼女がオレの教科書をのぞき込み、顔が近くなってドキッとする。


「わかりました。ここはですね……」


　そう言った妹尾は、ちょっと捜さがし物をするかのように手元を見回した。


「すいません、書くもの、いいですか……？」


「あっ、ああ、うん」


　手ぶらで移動してきたので、筆記具がなかったということか。


「ノートに書いても、いいですか？」


「あっ、あ、うん、どうぞどうぞ」


　オレの渡わたしたシャーペンを握にぎり、妹尾は小声で説明をしながら式を書き始めた。オレは必死で集中しようと努めながら、彼女の横顔に引き込まれる。そしてふと、そのまつげがいつにも増して長いことに気がついた。


　よく見れば、頰にも人工的な赤みが差し、いつもは少し薄うすめの眉まゆ尻じりがきれいに埋うまっている。唇もほんのりピンクに色づき、ぷるりと濡ぬれて輝かがやいていた。


　化け粧しよう、してきてくれたんだ……。


　そういえば、妹尾のメイクした顔を見るのは初めてかもしれない。


　──たくさんお勉強しましょうね。


　あんなことを言っていたものの、今日の約束をちゃんとデートだと思ってくれていたのかなと考えて動どう悸きが止まらなかった。


「……あ、ごっ、ごめん、今のところもう一回言ってくれるか？」


　散さん漫まんになった注意力をどうにか奮い立たせ、そうやって何度か彼女に説明をアンコールし、なんとか解き方を頭に入れた。


「……ありがとう、よくわかったよ」


「どういたしまして」


　彼女はオレにふわりと微笑ほほえむ。


「い……いやー、知らなかったよ、妹尾が生物得意だなんて」


　動どう揺ようを隠かくそうとして饒じよう舌ぜつになると、さっきのオジサンににらまれてまた頭を下げた。


「最近、生物には特に力を入れて勉強してるんです」


「なんで？」


　そこでゴホンと咳払いが飛んできたので、妹尾は気まずげに会え釈しやくして自分の席に戻っていった。


　それにしても……。


　向かいの席に着いた妹尾は、静かにノートにペンを走らせる。その背筋はすっと伸のびていて、佇たたずまいが美しい。真しん摯しに問題と向き合うまなざしも、目が離はなせなくなるほど……。


　と、そこで彼女が目を上げた。


「……どうかしましたか？」


「い、いや」


「わからない問題ですか？」


「う……」


　一いつ瞬しゆん適当に示して質問してしまおうかなと思ったのだが、そんなにしょっちゅうわからないところが出てくるのもカッコ悪い。


「……なんでもないんだ」


　それで妹尾は元通り問題に戻もどり、オレは彼女をそっと盗ぬすみ見る。手元にはさっき彼女が使ったシャーペンがあって、それは自分のものなのに、握るのがためらわれるほど胸が高鳴る。


　オレは再び彼女を見た。すると、またしてもすぐに目が合ってしまう。


「……？」


「なっ、なんでもない」


　そんなことをその後も数回繰くり返し、五回目に目が合ったとき、妹尾はペンを置いて微笑んだ。


「……ちょっと早いですけど、お昼、食べに行きましょうか」





　　　　☆




　図書館は、木々の多い大きな公園の敷しき地ち内にある。その一部が望める五階のカフェテリアで、オレたちは食事をすることにした。


「……お待たせしました」


　カウンターでカレーライスを受け取ったオレが席で待っていると、お盆ぼんを持った妹尾が向かいの席に座った。


「……うどんにしたんだな」


「はい、きつねうどん」


　そんな他愛もない会話をしながら、スプーンを手に取る。


「いただきます」


　声を合わせて、食事を始めた。


「……ここ、いいところですね」


　しばらくしてから、妹尾がしみじみと呟つぶやいた。麵めんをすくい上げる箸はしを止め、窓の向こうへ目をやっている。


「春や夏に来たら、緑が多くてきっとすごく気持ちいいんでしょうね」


「秋もきれいだったぞ。そこらじゅう紅葉しててさ」


「瀬木くんは、よく来るんですか？　ここ」


　真正面から見つめられて、オレはドギマギと目を逸そらした。


「ん……うん。黒川に教えてもらって」


「そうなんですね」


「妹尾は……連れてきてもらったこと、ないのか」


「黒川くんに、ですか？」


　澄すんだ両目が、きょとんとオレを見つめ返している。


「黒川くんとは高校に入ってから、学校の外で一いつ緒しよにいたりはしないので……。中学のときには、図書館で勉強しようなんて思いませんでしたし」


「ふうん……」


　ああ、ちくしょう。やだな。


　なんでこんな小さいことを、オレは気にしているんだろう。


「……『将しようくん』でいいよ」


「え……？」


「二人のときには、そう呼んでるんだろ？」


　コトリと音がして、オレは正面に視線を戻す。妹尾は盆に箸を置いて、まっすぐにオレを見つめていた。


「はい」


　微笑んで、彼女は頷うなずいた。


「ありがとうございます」


「……で、お願いがあるんだけどさ」


「はい」


「オレも妹尾のこと、下の名前で呼びたいんだけど、いいかな？」


　勇気を出して言うと、彼女の全身がピクッと動いて止まった。恥はずかしさを押して見つめるオレの目に、徐じよ々じよにその頰の薔ば薇ら色いろが濃こくなっていくのが映る。


「……はい、どうぞ」


　俯うつむいた彼女は、消え入りそうな声で答えた。


「そうか、ありがとう……」


　喉のどの奥で尻しりごみしている舌を、えいっと気合いを入れて前に押し出す。


「……雪菜」


「……はい」


　彼女が顔を上げてオレを見る。そのくすぐったげな表情に胸がぎゅっとなり、自分の想おもいを伝えずにはいられない気持ちになった。


「オレさ……」


　そこで、にわかに周囲の目が気になった。正午近いカフェテリアは、老ろう若にやく男なん女によで閲覧席以上のにぎわい方をしている。


「……なあ、少し外歩かないか？　腹ごなしってことで」


　オレの誘さそいに、彼女はしおらしく頷いた。


「はい」





　　　　☆




「……なんだかオレたち、いつもこうやって木の多いとこを歩いてる気がするな」


　図書館は公園の中の小高い場所にあって、他の場所へ行くためには階段を下りなければならない。下には暗い色の水をたたえた池と、その周りを取り囲む鬱うつ蒼そうとした木々の群れがある。


　オレたちは階段を下り、池の周りをぶらぶら歩いているところだった。


「本当に、気持ちのいいところですね」


「そうだな」


　真昼とはいえ、東京の気温はこの時期が一年で一番低い。親子連れがボール遊びをしていたり、犬の散歩の人が多く通ったりするから森しん閑かんという感じではないものの、冬ふゆ枯がれの木々の雰ふん囲い気きもあって、なんとなく寒々しい印象の場所だった。


「……オレさ、絽美と別れたよ」


　なるべくさりげなさを装よそおって、オレは切り出した。


「『別れた』っていうのは、なんか変かもしれないけどさ。カップル試験中だし、付き合ってるわけじゃなかったから。でも、他にぴったりな表現がわかんなくて」


　隣となりを歩く雪菜は、オレの話にじっと耳を傾かたむけていた。もっと焦あせって「どうしてですか」と食ってかかる様を想像していたので、拍ひよう子し抜ぬけして不安になった。


「……驚おどろかないのか？」


「ええ……。この前、二人とも図書室で変だったから」


「そっか、そうだよな」


　思ったより話がスイスイ進んでしまうので、オレは次のセリフに迷う。


「つまりな……、文化祭のときに両想いになったって話したと思うんだけど……。なんかあれ、違ちがったんだ。違うっていうか、オレの気持ちが、そういうんじゃないんだなって。で、それに気づいた絽美にフラれちゃったっていうか……あれ？　うん、そうだな」


　要領を得ない説明になり、自分でもこんがらがった。


「とにかく、そういうことなんだ」


　雪菜は、自分のつま先の辺りを見つめながら歩いている。しばらく待っても彼女が何も言わないので、気まずくなって新たな言葉を探していたときだった。


「……瀬木くんは」


　静かにそっと、彼女は口を開いた。


「この学園に何を求めて入学したんですか？」


「え……？」


「自分の思い通りの恋れん愛あいをすること？　それとも、理事長になる夢を叶かなえること？」


「そりゃ……」


　決まってるじゃないか。オレはじーちゃんを見返すことだけを考えて、ここを受験したんだから。


「夢を叶えること、だ」


「だったら、どうしてそんなことを」


「どうしてって……」


　彼女は立ち止まり、一歩遅おくれて立ち止まったオレを、悲しそうな瞳ひとみで見つめている。


「だって、しょうがないじゃんか……」


「『しょうがない』だなんて、どうしてそんな投げやりなこと言うんです」


「投げやりじゃないよ」


「投げやりです！」


　突とつ然ぜん声を荒あららげた彼女に、オレはびっくりしてたじろいだ。


「えっ、えっ……？」


「どうするんですか、投票日までもうあと少しなのに」


「えっ、いや……」


　だってしょうがないじゃないか。オレはキミのことを好きになったんだ。


　そう言いたいのに、これでは告白の言葉など口にできる雰囲気ではない。


「瑞本さんのこと、嫌きらいになったんですか？」


「いや、そうじゃないけど……」


「だったら、早く仲直りしてください。瑞本さんだって、瀬木くんを嫌いになってそんなことを言ったわけじゃないと思います。むしろ、好きすぎてつらくなってしまったから、別れを告げたんだと思うんです」


　雪菜は唇くちびるを嚙かみしめ、泣きそうな表情で訴うつたえる。


「わたしにできることなら、なんでもします。だから……」


　この娘こはオレのことが好きなんだ。それなのに、オレにヴィーナス賞を獲とらせようとして、こんなことを言ってくれる。


　思えば、一学期の納のう涼りよう祭りのとき。


　──どうしてですか。一人くらいメンバーがそろってなくても何とかなるかもしれませんけど、二人いなかったら誤ご魔ま化かしようがないじゃないですか！


　今みたいに語気を強める彼女を、オレはあのとき初めて見た。


　あの頃ころだって、この娘はオレのことをいいと思ってくれていたんだ。あんなゴミクズみたいな人間だった、オレを。


「だから……最後まで頑がん張ばってください」


「……うん」


　そんなことを思い出していたら、思わず頷いてしまった。


「約束ですよ？」


　幾いく分ぶんほっとした表情になる彼女を見て、オレは告白の機会を逃のがしたことに気がついた。


「……雪菜はさ」


　仕方なく、再び歩き始めてから、オレは話を続けた。


「そういうことを言うってことは、自分がヴィーナスになれるとはまったく思っていないのか？」


　一呼吸ほど置いて、彼女は口を開いた。


「……努力はしてます。でも、望みは薄うすいです」


　そう言って、そっと目を伏ふせる。


「それに、わたし、自分がヴィーナスになる価値のある人間だとは思えないんです」


　その口調はとてもさびしげだった。だから、無神経かなとは思ったけれども、尋たずねずにはいられなかった。


「……それは、お母さんが亡なくなったときのことを気にしているからか？」


　隣で、息を詰つめる気配がした。


「自分のこと、お母さんの命を奪うばってしまった人間だと思っているから、だから……」


「瀬木くん」


　息いき継つぎをしようとしたオレは、名前を呼ばれて言葉を止めた。


「うん？」


　意外にも、彼女はかすかに微笑ほほえんでいた。


「……わたしのお母さん、最さい期ごにわたしをかばったんです」


　そう呟つぶやいてから、感情を押し殺したような無表情になる。


「バスの転落事故でした。事故の瞬しゆん間かんのことはよく覚えていません。というよりも、何が起こったのかわかりませんでした。気がついたら、お母さんに後ろから守るように抱だきかかえられていたんです。お母さん、わたしが起きたときにはまだ温かかったんです。でも背中に大ケガをしていて、血がどんどん流れていって……」


　聞いていたオレの目から、涙なみだが溢あふれた。一気に淡たん々たんと喋しやべった雪菜は、そこで幾いく度どかけいれんしたように唇を震ふるわせた。けれども、涙はこぼさなかった。


「……そうか」


　オレが服の袖そでで涙を拭ぬぐうと、それを見計らったかのように彼女はこちらを向いた。


「……図書館に、戻もどりましょうか」


　ムリヤリのように微笑んで、雪菜は言った。





　　　　☆




　そうして結局肝かん心じんなことは口に出せないまま雪菜とのデートが終わり、彼女とすごした週末のことをぼんやりと考えていた週明けの学校でのことだった。


「瀬木」


　休み時間、黒川が教室に入ってきた。


「瀬木、落ち着いて聞いてくれるかい」


　ヤツはあからさまに動どう揺ようしていた。


「な、なんだよ」


　何があったのかと身構えると、黒川は深呼吸して、オレの机に両手を置いた。


「……瑞本さんから、デートに誘さそわれた」


「えっ!?」


　ビビるオレに、ヤツは声を潜ひそめたまま続ける。


「しかも、場所が遊園地なんだ」


「ゆっ、ゆうえんち……！」


　遊園地といえば男女のデートの定番中の定番、しかも一日コースが予想されるため、どちらかといえば付き合っているカップルが好んで行くイメージがある。


「……で、どうしたんだ、オマエ」


「ともかく、向こうが僕を誘う理由はわからないけど、僕に断る理由はない」


「まあ……そうだよな」


　好きな娘から、いきなりデートに誘われたんだから。


　絽美……どうしたんだろう。


　──私は誰だれとも付き合わない。


　──今の私には、自分の夢が何より大事だから。


　ついこの前、あんな風に言っていた絽美だったのに。本当に黒川のことが気になって誘ったのだったらいいんだけど、少し引っかかる。


「……それで、お願いがあるんだ」


　オレが考え込んでいると、目の前の黒川は先を急ぐ様子で切り出す。


「ん？　なんだ？」


「遊園地、一いつ緒しよについてきてくれないかい」


　思いがけないことを言われ、オレは一いつ瞬しゆんぽかんとする。


「えっ……、いっ、イヤだぞ！　何が悲しくて他人のデートについて行かなきゃならないんだ……！」


　しかも、黒川の相手は絽美なのだ。オレなんかが同行したら、三人とも気まずいことこの上ないだろう。


「お願いだよ。何しろ女の子と休日に二人で会ったことがなくて」


「オレだって他人のデートの付き添そいなんかしたことねーよ！」


「一緒に行動しなくていいから、どこかで見ていてくれないかい？　何かあって困ったらメールするから」


「なんだそれ、益ます々ますヤダよ……！　オレ、一人ぼっちで超ちようむなしいじゃんか！」


「じゃあ、妹尾さんと一緒に、とかは？」


「……え」


　それで、オレの思考は一時停止した。


「ど……どういうこと……？」


「二人は二人で、同じ遊園地で別に遊んでいてくれればいいよ。とにかく、何かあったときに助けて欲しいだけなんだ」


「だからその『何か』って、なんだよ……？」


「わからないけど、気の利きいた受け答えが思いつかないときに、僕に陰かげから指示を出して欲しい」


「そんなロンハーみたいな……」


　しかもモテ芸人でもなんでもないこのオレが女の子に関して気の利いたアドバイスができると思っているなんて、黒川のヤツ、相当テンパっている。


「無茶なことを言っているのはわかっているんだ。でも、そこをなんとかお願いしたい」


「うーん……」


　オレは机に視線を落として考えた。


　雪菜とのデート、というのはワクワクするけど、ちょっと不安でドキドキもする。


　やっぱり、遊園地って敷しき居いが高い。絽美は何を考えているんだろうと思うと、彼女の真意も気になって、この一件にかかわりたい気持ちになってくる。


　それに、黒川にこんな無理を頼たのまれるなんて、友達になってから初めてのことじゃないだろうか。いつもオレばかりよくしてもらって、ヤツの方はオレに頼たよってくることなんてなかった（まあ、オレがこんなだから当たり前なんだけど）。


　その黒川が、初めてオレにＳＯＳを出しているんだ。


「……わかった。ゆき……妹尾を誘ってみるよ」


　顔を上げて言うと、ヤツの顔がぱっと明るくなった。


「ありがとう。恩に着るよ」


「別にいいけど、オレに気の利いた指示ができるとは思うなよ……」


「大だい丈じよう夫ぶだよ、ありがとう」


　何が大丈夫なのか、ヤツは一気に安あん堵どの表情になった。


「……瀬木のお陰だよ」


「え？」


　なんのことかわからずにいると、黒川は微笑んで言った。


「初はつ詣もうでの日、瀬木が僕にああ言ってくれたから、瑞本さんの誘いを受けようと思えたんだ」


「あ……」


　それでオレは思い出した。元日に、駅のホームでヤツと言い合った一部始終を。


「……頑張ってみようと思う、僕なりに」


　低い、しっかりした声こわ色いろで、ヤツはオレにそう伝える。


「……うん、頑張れよ」


　複雑な気持ちを嚙みしめながら、オレは友にエールを送った。





　そうして雪菜にオーケーをもらったオレは、不安と期待を胸に約束の日曜日を待った。




　第三章　スベリデート男から旅立つオレ







　日曜日は朝からよく晴れ、最近になく空気も暖かく、まさに遊園地日和びよりだった。


「おはようございます、瀬せ木きくん」


　午前十時、遊園地の最寄り駅の改札に、雪ゆき菜なはダッフルコートにジーンズという服装で現れた。


「おはよう」


　彼女のはにかみがちな笑顔がまぶしくて、挨あい拶さつを返しながらつい目を逸そらしてしまう。


　オレたちが向かったのは都内の有名遊園地だ。黒くろ川かわたちとニアミスしないように、オレたちの方が一時間早く入場するように決めていた。


「でも、雪菜……が、一緒に来てくれてよかったよ」


　開園直後のまだ閑かん散さんとしている園内に入り、とりあえずアトラクションのある方へ歩く。なかなか下の名前で呼ぶのに慣れなくて、ちょっと取ってつけたようになってしまった。


「オレ一人だったら、相当イヤだったよ……いろんな意味で」


「遊園地ですもんね」


　彼女がこちらへ顔を向けると、水玉柄がらのシュシュがひらりと揺ゆれる。動きやすさを考えてか、今日の雪菜は髪かみの毛をハーフアップにしているのだった。


「……すごくオシャレになったよな、雪菜」


　彼女と初めてデートした四月を思い出し、なんだか懐なつかしい気持ちになる。


「……そうですか？」


「うん。オレ、女子のファッションはよくわかんないけど、なんとなくそう思うよ」


「うれしいです……。たくさん勉強したので」


　雪菜は俯うつむいて、照れくさそうに微笑ほほえんだ。


「そ……そうか」


　つられて照れてしまったオレは、そこで思ったことを口にした。


「……ミニスカートとか、穿はかないのか？」


「えっ……？」


「いっ、いや。ほら、雪菜の脚あし、きれいで細いから、きっとよく似合うと思うんだ」


　思えばそれは、初めて公園でデートしたときにも言ったことだった。


　わかるんだ。たぶん彼女は、脚の傷を気にしているんだろうって。だから、こんなこと言うのは、もしかしたらデリカシーがないのかもしれないけど。


「……そんなに気にしないと思うよ、きっと、周りの人は」


　それで伝わったらしく、雪菜は少しの間無言になった。


「……瀬木くんは」


「え？」


「瀬木くんは、そんなに短いスカートが好きなんですか？」


　オレを見上げる彼女は、ちょっぴり茶目っけのある微び笑しようを浮うかべている。どうやら、彼女も初めてのデートでの会話を覚えていたらしかった。


「……あ、ああ」


　しかし、オレは十ヶ月前のスベリナルシスト男ではないので、今回は堂々と頷うなずくことにした。


「好きだね。大好きだ。きれいな脚の娘こにはぜひ穿いて欲しい」


　彼女への想おもいをダブらせて力強く告白すると、雪菜は俯いて笑った。


「瀬木くんったら」


　そんな彼女をかわいく思い、動どう悸きを治めるべく深呼吸する。どうやら、この話題はこの辺が潮時のようだった。


「……ところで、何乗る？」


　オレたちはもう、アトラクションエリアの中心まで歩いてきていた。


「黒川たちが来るとついていったりしなきゃいけないから、乗り物を楽しむなら今のうちだと思うんだけど」


　入口でもらった園内マップを取り出して、何か良さそうなものはないかと物色する。


「うーむ……」


　日ひ頃ごろのスケベ心が頭をもたげ、つい密着できそうな乗り物を探してしまう。


「わたし、あります。乗りたいもの」


　なかなか決めかねていると、隣となりの雪菜がうずうずした様子で口を開いた。


「ん？　どれどれ」


　彼女はどんなものが好きなんだろう。あまり遊園地などアクティブな場所が好きそうでない彼女なだけに、自ら言い出してくれたのがうれしい。


「よし、じゃあ雪菜が乗りたいもの、片っぱしから乗っていこう！」


　オレは上じよう機き嫌げんで足を踏ふみ出した。





　　　　☆




「ぎゃああああああああああ───────────っ！」


　三十分後、オレはダイソンの掃そう除じ機きの中に入れられた気持ちで絶ぜつ叫きようしていた。


　意外や意外、雪菜は絶叫マシン・ジャンキーだった。彼女が乗りたいと言ったものはすべて身長制限がマックスの超ちよう絶叫系で、ジェットコースターが苦手なオレは、好きな女の子の手前それを言い出せず、いくつかのアトラクションに顔面蒼そう白はくで乗った。


　でも、もうそろそろ限界だった。


「ぎょぉええええええええええ────────っ！」


　一度悲鳴を解禁してしまえば、失うものは何もない。隣を見る余よ裕ゆうなどないが、時々減速するところで目をやると、雪菜は風圧に耐たえかねて目をつぶりながらも、楽しそうに笑っていた。


「きゃあああ」


　オレが叫さけび始めてから、彼女もつられたように声を上げる。でも、それはどう聞いても悲鳴というよりは歓かん声せいだった。





「はあ……」


　コースターを降りると膝ひざが震ふるえ、中ちゆう腰ごしの姿勢で呼吸を整えた。


「……瀬木くん、もしかして、こういうの苦手でした？」


　ふと雪菜が不安げに顔を曇くもらせるので、オレは勢いよく背筋を伸のばした。


「いや、全然！　さあ、次に行こう！」


「……はい！」


　うれしそうに彼女が頷き、オレは内心げっそりしながら歩き出す。そのときだった。


　ブルルッ、ブルルッ。


　ズボンの中でケータイが振しん動どうし、すぐに止まる。


「……メールだな」


　見ると、それは黒川からだった。





　今、瑞みず本もとさんと合流して入口に向かっているよ。


　今日はごめん、よろしく。





　時間を確認すれば、もう十時五十五分だ。助かった、と心の中で呟つぶやきながら、このことを雪菜に報告する。


「じゃあ、入口の方へ戻もどった方がいいですよね」


「そうだな、念のため」


　ほっとしているのがバレないように、物足りなさそうな顔を作って頷く。


「……あっ、いたぞ」


　入口付近まで戻ってきたとき、園内を歩く黒川と絽ろ美みを発見した。思わず近くの外がい灯とうに隠かくれるようにして、オレたちは二人を観察する。


　彼らは入ってきたばかりのようだった。隣に並んでいるのに微び妙みような距きよ離りを保っているから、なんとなく初うい々ういしい感じはするものの……。


「どう見たって、リア充じゆうカップルだ……」


「お似合いですね」


　雪菜も息を[image: ]のんだ様子で呟く。


　そこでふと、自分たちのことが気になってそわそわした。


「なあ、オレたちは、どんな二人に見えるかな……？」


「えっ」


　ドキリとした様子の雪菜は、ためらいがちに口を開いた。


「……スパイ……ですかね」


「確かに」


　細長い外灯にムリヤリ身を隠していたオレは、脇わきの花か壇だんの陰かげにしゃがんだ雪菜を見て納なつ得とくするしかなかった。


「……黒川のヤツ、あんなこと言ってたけど、結構うまく喋しやべれてるみたいじゃんか」


　しばらく観察を続けていても、ヤツに危なげな様子は見られない。このまま出番なく帰るのもむなしいなと思っていると、黒川がさりげなくケータイをいじり出し、すぐにオレのポケットが震えた。


「なんだ……？」





　飼いたい動物


　なんて答えれば？





「えっ？」


　知らねーよ、そんなの……。





　オマエがペットにしたい動物はなんなんだよ？





「とりあえず送信っと……」


　それに対する返信は、すぐ返ってきた。





　アルマジロトカゲ





「オウ……」


　今ようやく、アイツがどうしてオレに助すけっ人とを頼たのんだのかわかった気がした。


「どうしよう、女の子にウケる動物……」


「たぶん、イヌやネコが無難ですよね」


　雪菜の助言を受けて返事すると、オレのメールを見た黒川はケータイをしまった。遠目でよくはわからないが、こちらへ向かってぺこりと頭を下げたように見える。


「会話、うまくいったのか……」


　その後も、黒川からのメールは一定間かん隔かくでやってきた。その内容は「あの着ぐるみのキャラクターを見てどんな感想を言えばいいか」とか「好きな女の子の服装はなんと答えればいいか」など、黒川の美的コンプレックスにより、ヤツ自身による回答が一いつ般ぱん常識から逸いつ脱だつしそうなものばかりだった。


「アイツも苦労してるんだな……」


　確かに、これでは好きな女の子とおちおちデートもしていられまい。


　そうこうしているうちに、お昼の時間になった。


　黒川たちは広いフードコートに入り、セルフサービスで注文して席に着く。オレと雪菜は彼らの死角になる場所のテーブルに座り、こっそり二人を見守ることにした。


「……今のところ、うまくいっていそうですね」


　オレたちのテーブルは四人用だった。オレの向かいにトレーを置いた雪菜を見て、気持ちが少しもやっとする。それは先週の図書館デートのときから感じていたものだった。


「……なんで、そこに座るんだ？」


　コートを脱ぬいで着席しようとしていた彼女は、それでふと手を止めた。


「えっ……？」


「いっ、いや……」


　つい口を衝ついて出てしまった言葉だったので、戸と惑まどわれてこちらが慌あわてる。


「あのさ……、バースデー・デートのときは、黒川の隣に座ってただろ？　で、オレのときは絶対向かいに座るから、心許してもらえてないのかなって、なーんか気になって……」


　なるべく軽めの口調にしてみるものの、こんなこと気にしてる時点で充分キモチワルイよな。


　そう思って自己嫌けん悪おに陥おちいりかけたオレは、雪菜が驚おどろいたように口を開けているのに気づいた。


「あの……。バースデー・デートのときは、相手の顔が見えていると勉強に集中できないから、横に並んで座ったんです」


　じゃあ図書館のときは……と考えたとき、彼女は言葉を継つぐ。


「図書館で向かいに座ったのは……今もそうですけど……」


　そこで一いつ旦たん、口をつぐむ。


「瀬木くんの隣となりに座ると、わたし、すごくドキドキしてしまうから」


　そう言った彼女は、いつもより一回り小さく見えるほど縮こまっていた。


「一学期、隣の席だったときはずっとそうでした。先週、ちょっとだけ隣の席に座ったときには、前よりももっとドキドキするようになってしまって……」


「……そ、そうか」


「……た方がいいですか？」


「え？」


「隣、座った方がいいですか……？」


「えっ、と、その……」


　そんなこと言われて「隣に来い」なんて、誰だれが言えるだろう。困こん惑わくするオレよりさらに困った顔をして、雪菜が立ち上がった。


「ど、どうした？」


「じゃあ、隣に行きます」


　自分のトレーを持ち上げて、意を決したように言う。


「えっ、ま、マジ？」


　──瀬木くんの隣に座ると、わたし、すごくドキドキしてしまうから。


　彼女の声が耳鳴りのようにリフレインし、隣に座る前から心臓がズンドコドンとソウルフルなビートを刻きざみ始める。


「お邪じや魔まします」


　オレの左側の椅い子すを引いて、雪菜が座った。


「…………」


「…………」


　心臓の音が気になって、話すことが思い浮うかばない。


「いただきます」


　雪菜の声と、ガサガサという紙の音が聞こえる。たぶん買ってきたホットドッグを食べているのだろう。オレもトレーの上のピザを食べ始めた。


　しばらく無言で、ひたすら咀そ嚼しやくした。半分ほど食べたところで、コーラの存在を思い出してズズズとストローを吸う。すると、隣の席でも氷がカランと音を立てた。


「…………」


　オレたちは、相変わらず何も喋らなかった。けれどもそれは居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくではなくて、ドキドキしてテンパってはいたけれども、不思議と気持ちのいい気まずさだった。


「……ごちそうさまでした」


　静かに呟くと、雪菜はそっと席を立った。


「それ、よかったら片づけますね」


　手を伸のばされて気がつくと、ピザの皿は空だった。味なんか、全然覚えていない。


「……いいですか？」


　オレが頷うなずくのを待つようにしてトレーが持ち上がり、数歩歩いてから彼女は振ふり返る。


「食べるの早かったですね、わたし」


　恥はずかしさをこらえて必死に微笑ほほえんだような、そんな表情だった。それを見て、オレの体が緊きん張ちようから解き放たれる。


「……ありがとう、雪菜」


　そう声を掛かけると、彼女の優やさしい目め尻じりが一段と下がる。


「どういたしまして、瀬木くん」


　もしかしたら、と思った。もしかしたら言葉っていうのは、埋うめられない距離を縮めようとして使うものなのかもしれない。


　オレ、今、幸せだったんだ。


　彼女の存在を近くに感じて、幸せで胸がいっぱいで、言葉が出てこなかったんだ。


「雪菜」


　彼女が重ねたトレーを持って歩き出そうとしたとき、オレはその背中を呼び止めた。


「はい」


　振り返った彼女を見て、心の底からもどかしい気持ちが込み上げてくる。


　これが、恋こいなんだ。


　オレは今、この娘こさえ傍そばにいてくれれば、他にはなんにもいらない。


「……なんでもない」


　なんと言っていいかわからなくて、オレは会話を諦あきらめた。


　好きな人に告白することが、こんなに難しいことだったなんて。


「……じゃあ、わたし行ってきますね」


　雪菜は少し不思議そうに首を傾かたむけ、返へん却きやく口ぐちの方へ歩いていった。


「はあ……」


　軽く嘆たん息そくしていると、ポケットのケータイが振しん動どうした。





　瑞本さんに「好きな能面の種類」を聞いてもいいだろうか？





「…………」


　せっかく甘酸っぱい気分でいたのに、台無しである。





　やめとけ。





　手短に送信し、ケータイをちょっと乱暴に閉じた。





　　　　☆




　フードコートを出てから、黒川たちはお化け屋や敷しきに並んだ。


「お化け屋敷、か……」


　文化祭のとき、絽美と一いつ緒しよに入ったお化け屋敷を思い出す。


　あのとき、絽美といい雰ふん囲い気きになってキスしそうになって、そのあと互たがいの気持ちを確かめたのだった。


　──私、なんとも思ってない人に、あんな態度取ったりしない。


　あのときは、こんな風になるなんて思ってもいなかった。


「……いよいよですね」


　前のグループが入場すると、傍かたわらの雪菜が緊張気味に囁ささやいた。


「わたし、実はお化け屋敷が大の苦手なんです……。瀬木くんは得意ですか？」


「いや……」


　と言いかけて、彼女があまりにも心細げな顔をしているので、急いで頷いた。


「と、得意！　大の得意だよ！」


「よかった……」


「うん、安心しろ！　何せオレ自身がバケモンみたいなもんだからな！」


　ああ、なんでオレはこんなに調子乗りなんだ……。


　しかし、とにかくそれで雪菜が落ち着いた様子になったので、オレは気合いを入れた。


「よし！　かかってこい、お化けども！」


　このお化け屋敷は乗り物に乗るタイプではなく、自分の足で歩いていくアトラクションだ。長い列ができるほど混雑はしていないので、オレたちの入場は黒川たちに遅おくれること数分だった。


「こちらのランプで足元を照らしながらお進みください」


　係員に手て渡わたされたのは、十九世紀ヨーロッパを連想させるランタン型ライトだ。


「それでは、ドラキュラ伯はく爵しやくの眠ねむりを妨さまたげませんように、くれぐれも気をつけて行ってらっしゃいませ……」


　どうやら、そういう趣しゆ向こうのアトラクションらしい。


　ギイという大きな音と共に、厳いかめしいノッカーのついた扉とびらが開いた。灯あかりを持たせるだけあって、さすがに中は薄うす暗ぐらい。


「瀬木くん、すみませんが……」


　ライトをせわしなく動かしてびびりまくっているオレに、雪菜がか細い声で言った。


「手、つないでもらってもいいですか……？」


「えっ」


　ドキン、と心臓が跳はね上がったのは恐きよう怖ふのせいではない。


「いっ、いいけど……」


　辺りは暗くて、雪菜がどんな表情をしているのかはわからない。彼女のいる辺りにおそるおそる右手を伸ばすと、布越ごしにやわらかく弾だん力りよくのある肌はだの感かん触しよくがした。


「きゃっ」


　悲鳴を上げ、雪菜がオレから離はなれる。


「なんでこんなこと……？」


　灯りで照らすと、彼女はジーンズの太ももの辺りを押さえ、オレを不ふ審しんそうに見上げていた。どうやらオレが触さわってしまったのはお尻しりらしい。


「ごっ、ごめん。そんなつもりは……」


　沸ふつ騰とうしたヤカンのように顔から湯気を出しつつ、咳せき払ばらいをして右手を差し出した。警けい戒かい心を解いたらしい彼女が再び隣に来て、その手を握にぎる。雪菜の手はやわらかくてすべすべしていて、ほんのり温かかった。


　そのままドキドキと歩いていくと、近代イギリスの路地裏っぽい通路が続き、意味ありげなドアが何枚か連なるゾーンへやってきた。


「うああああ───ッ！」


　案の定そのうちの一枚が急に開き、心の準備は万ばん全ぜんだったはずなのに、オレは思いっきり叫さけび声を上げてしまう。


「…………」


　隣がやたら静かなので見ると、雪菜は全身をガタガタ震ふるわせて、オレの後ろにしがみつくように隠かくれていた。つないだ手は今や、テコでも使わないと外せないほど固く握られている。


　その後もオレは、各所に設けられたビックリポイントのすべてにきれいに引っかかりながらも、恐怖に声一つ出ない雪菜をなんとかエスコートして先へ進んだ。


「おげあああ───ッ！」


　そして、何度目かのえげつない悲鳴を上げたときだった。


「……ねえ、なんか成なる道みちくんの声がしない？」


　すぐ傍の通路から、そんな声が聞こえてきた。絽美の声だった。


「そうかい？」


「うん。すごくよく似てる」


　絽美と黒川は、どうやらすぐ近くにいるようだ。雪菜は今や固く目をつぶり、とても相談できる様子ではないので、オレは黙だまって彼女の手を引き、棺かん桶おけの陰かげに隠れた。


「こっちこっち……あれ？　誰もいないなあ」


　その直後、絽美がオレたちの前を横切った。


「気のせいだよ、きっと」


「でも、確かに成道くんの声だと思ったんだけどな」


　納得できない様子の絽美は、辺りをきょろきょろしている。棺桶の後ろからそろっと片目を出したオレは、それを見ながら雪菜とつないだ手に汗あせをにじませた。


　思えばあの日、絽美ともこうやってお化け屋敷で過ごしたのだった。一かず晶あきが追いかけてきていて、ヤツから姿を隠そうとして、そして……。


「……瀬木くん？」


　気がつくと、雪菜がオレを見つめていた。


「瀬木くん、どうしました……？」


　それで前を確認すると、すでに絽美と黒川はどこかへ行ってしまっていた。


「も、もうなんでもないよ。気づかなかったのか？　今の」


「え……？」


　尋たずね返す雪菜はまだ脅おびえている様子で、遠くで客が上げる悲鳴にもいちいちビクついている。その仕草がかわいくて、思わず息を詰つめて彼女を見つめた。


「瀬木くん……？」


　どうしよう、抱だきしめたい。


　思い出したのは納のう涼りよう祭りの日、二人で隠れて雨宿りした神社での出来事だった。あのときオレは、彼女が自分に気があるんじゃないかと思っていて、でも絽美とオレを「応おう援えんしてます」発言でそれが打ち砕くだかれて、それでも、どうしてか彼女に惹ひかれていた。その理由が、今ならなんとなくわかる気がする。


　彼女はずっと、オレのことを想おもっていてくれたから。同じクラスで隣となりの席になる前から、ずっと。


「雪菜」


　呼ばれた彼女がこちらを見上げるより一いつ瞬しゆん早く、オレは彼女を抱きしめた。


　ああ、どうしよう。絶対チカンだと思われてる。でも。


「す……」


　好きなんだ、キミが。


「す、す……」


　彼女の困こん惑わくが、手に取るようにわかる。


「す……」


　ついに四度目の「す」を言ってしまい、もう「『す』が四つで『スシ』食おうぜ」とかいうネタで窮きゆう地ちを乗り切ることまで考え出したときだった。


「瀬木くん……」


　突とつ如じよ、オレの背中にか細い両りよう腕うでが回された。その手がオレのコートをぎゅっとつかむのを感じる。


「えっ……？」


「瀬木くん、わたし……」


　まっ暗がりで、彼女の体がオレに密着する。分厚い服地の上からでも、そのふくよかな胸の感触は伝わってきた。


「わたし、もう限界です……」


　彼女の頰ほおが、顎あごに触ふれているのを感じる。オレの首筋に、はあはあと荒あらく熱い吐と息いきがかかった。


「だめ……これ以上……」


　つらそうに、途と切ぎれ途切れに、彼女はオレに訴うつたえる。


「我が慢まんできないんです……もう、体が……」


　艶つやっぽくかすれた声が耳をくすぐり、その指先がオレの背中をエロティックに這はいまわった。


「助けて、瀬木くん……」


「ゆっ、ゆき……な……!?」


　オレの体中がカチンコチンになり、どうしたらいいんだとパニックが最高潮に達した、次の瞬しゆん間かん。


「あっ……」


　そう一言呻うめいて、彼女は全身から力を抜ぬいた。


「えっ？」


　腕うでの中の雪菜はぐったりとして、意識すら失っているように見える。


「えっ……えっ……!?」


　たちまち別の意味でパニックになったオレは、暗くら闇やみの中、一気に重みを増した彼女の体を抱かかえて茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしたのだった。





　　　　☆




「……大だい丈じよう夫ぶか？」


　それから二十分後、オレは園内の芝生しばふ広場に彼女を寝ねそべらせ、介かい抱ほうに当たっていた。


「すみません、瀬木くん……」


「具合、悪かったんだな」


「はい……。昨日あまり寝ていなくて」


　オレが買ってきてやったスポーツドリンクの缶かんを額に当て、彼女は隣に座っているオレを申し訳なさげに見上げる。


「寝るの遅おそかったとか？」


「ええ……。今日は半日遊ぶので、その分の勉強を済ませておこうと頑がん張ばってしまって」


「えらいなあ……」


「いえ。それだけならこんなに寝不足にはならなかったんですが、布ふ団とんに入ってからもなかなか寝つけなくて」


「どうし……」


　もしやと思った瞬間、彼女の頰が赤らんだ。


「……楽しみだったんです。将くんの助っ人だっていうのはわかってたんですけど、瀬木くんと遊園地に行くのが、すごく楽しみで」


「そ、そうか」


「寝不足なんだから大人しくしていればよかったのに、ついはしゃいで激しい乗り物に乗ったりしてしまって……。お昼を食べてから、一気に気持ち悪くなってしまったんです」


「そうだったのか」


「すみません、ご迷めい惑わくかけて」


「いや、いいんだ」


　なんだかオレも恥はずかしくなってきて、しばらく二人でもじもじと無言のときを過ごした。そんな折のことだった。


「今の乗り物、怖こわかったねー！」


　すぐそこで聞こえた快活な声に、オレたちは思わず顔を見合わせた。


「そこ座ろっか、黒川くん」


　見ると、すぐそこのベンチに、今まさに絽美と黒川が座るところだった。


「や……ヤバいぞ……」


　オレたちがいるのは芝生広場の端はじっこ、歩道のごく近くだった。雪菜の具合があまりに悪そうなので、そこまで歩かせるのが限界だったのだ。


　幸いなことにベンチと芝生の間には低い植え込みが連なっているが、葉っぱの目め隠かくしを隔へだてただけで、絽美は目と鼻の先の距きよ離りにいるのだった。


「……それにしても、さっきのお化け、すごかったよね」


「ああ。ドラキュラはとても不気味だったね……？」


「違ちがうよ。ドラキュラじゃなくて、その隣にいた……」


「ああ、あの」


「すっごく気持ち悪いやつ！」


「とても神秘的な造形の」


　互たがいの声がぴったり重なり、二人は「えっ？」という顔で見つめ合った。オレはそれを植え込みの隙すき間まから見守り、気が気ではない心境だ。


　黒川のヤツ、なんでこんなときに聞いてこないんだ……と思い、口の中で「あっ」と叫さけんだ。


「やっべー……」


　そういえば、さっきからポケットが幾いく度どか震ふるえていた気がする。雪菜のことで手いっぱいになり、とてもケータイをチェックしている余よ裕ゆうがなかったのだ。


　案の定、取り出したケータイにはメールが何通も溜たまっていた。


「すまん、黒川……」


　ベンチに向かって頭を下げるが、もう手て遅おくれだった。


「……黒川くん、なんかさっきから変だね」


　ふと、絽美が顔を曇くもらせて呟つぶやく。


「ううん、さっきからじゃなくて、今日は会ったときから変かも。ずーっとケータイいじってるし、なんか、会話も変だよ？」


「それは……」


　黒川は何か説明しかけたが、断念した様子でひとまず口をつぐんだ。


「……ごめん」


「いいよ。ワガママ言って遊んでもらったの、私の方だもん。今日はありがとうね」


「いや、こちらこそ」


「おかげで楽しかったよ。どうもありがとう」


　その声の調子から、てっきり彼女は立ち上がって帰るものと思われた。時刻はもうすぐ午後三時、冬期の営業時間は十六時までなので、退園に早すぎる時間ではない。


　しかし彼女はベンチを立たず、黒川もまた動かなかった。


　二人はそのまましばらく、沈ちん黙もくして同じ方向を見ていた。


「……成道くんのことなんだけど」


　随ずい分ぶん経たってから、絽美はなんの前置きもなく言った。


「うん」


　黒川はすんなり頷うなずいた。


「私ね、男の子とこんなに仲良くなったのって、成道くんが初めてだったんだ」


　話題が話題だけに、オレは張はり詰めた気持ちで彼女の話に聞き入った。


「よく話す男友達はそれなりにいたけど、一対一で長時間話せるような子はほとんどいなくて。っていうか、一人もいなかったんだ。やっぱり、異性だと気を遣つかうからかな？　身構えちゃってる部分もあったのかもしれないけど、自分からすごく親しくなりたいって思う男の子もいなかったし」


　黒川は彼女の話を、頷きながら黙だまって聞いている。


「でも、それがいけなかったんだと思うの」


　そこで彼女は一いつ旦たん、話を切った。


　オレは驚おどろいていた。だって絽美は男女問わず友達が大勢いて、みんなに親切で、誰だれに対しても親しげに振ふる舞まえる女の子で……。


「Ｆ組の佐さ々さくん、知ってる？」


「うん」


「二年の初め、一日だけ私と付き合ってたことは？」


「瀬木から聞いたよ」


　黒川の返事を聞くと、絽美は安心したように口を開いた。


「……佐々くんとも、ほとんど話したことなかったの。それで付き合うって決めたなんて変って思われるかもしれないけど、あのときは本当に何もわかってなくて」


　それはオレも以前聞いた話だった。彼氏と青春学園ライフを過ごすことに憧あこがれていた絽美は、付き合ったら好きになれるかもと思ってヤツの告白をオッケーしたのだった。


「成道くんとは部活で一いつ緒しよだったから、元々普ふ通つうの同級生の男子よりはよく話す方だったんだ。でも、ちゃんと仲良くなったのはカップル試験が始まってからで。その時点で、気づくべきだったんだよね」


　自じ嘲ちよう気味に笑って、絽美はため息をついた。


「私のことヴィーナスだと思ってたから、成道くん、私に近づいたんだよね」


　ちが……！


「それは違うよ」


　オレの代わりにそう言ったのは、黒川だった。


「違うことないよ。成道くん、私に言ったもん。ヴィーナスは私だって。一年の頃ころからそう思ってたんだって」


　オレがそれを言ったのは、文化祭の日、誰もいない教室で絽美と想おもいを確かめ合ったときのことだった。思えばあれから、彼女の様子はおかしくなったのだった。


「成道くんはヴィーナス賞を獲とるために聖☆ジュウに入ったんだもん。それが当然だよ」


　ふと視線を感じて振り返ると、芝生に仰あお向むけになったままの雪菜が、オレを心配そうに見つめていた。


「別に、そのことで成道くんを非難したいわけじゃないの。私も悪かったなって思って。私、考えてみたら男の子のことなんにも知らなかったの。だから、気持ちが変な方向に突つっ走ぱしっちゃって。今考えれば、もっとうまくやる方法はあったんじゃないかなって思うんだ。それがどんな方法なのか、今の私にはまだわからないけど」


　そこで、絽美はそっと口をつぐんだ。


　いくら遊園地日和びよりといっても、季節はまだ冬だ。しばらく冷たい芝生の上に座っていると寒さが体の芯しんに浸しみるような気がして、オレはぶるっと身み震ぶるいした。


「……それでも、瀬木は好きでもなんでもない子にアプローチしたりするような男ではないよ。彼は、良くも悪くも正直なんだ」


　独り言のような声で、黒川が呟いた。


「信しん頼らいに値あたいする人間だと思うよ、とても」


　絽美は少しの間黙っていた。それから、ヤツの方に顔を向ける。


「……なんだか、今日初めて黒川くんの本音を聞いた気がする」
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　彼女はうれしそうに微笑ほほえんでいた。


「もっといっぱい、ほんとのこと言っていいよ」


　驚いた顔の黒川に、絽美は明るくそう告げる。


「友達になりたいの、黒川くんと。こんなこと、予備投票で私の名前を書いてくれた人に言うのは失礼かもしれないけど、でも、始まらないじゃない。友達にならなきゃ」


　両手を拳こぶしにして、彼女は咳せき込むように訴うつたえた。


「私、もっと男の子のこと知らなきゃ。だから、友達を作りたいんだ」


　何も言わない黒川に、彼女は力説を続ける。


「このままじゃ私、同じことの繰くり返しだと思うの。向こうから近づいてきてくれた人と仲良くなって、好きになって、失敗して。……ほら、成道くんみたいに押しが強い人と、ね？」


　冗じよう談だんっぽく言って、絽美は笑った。それがオレをバカにした笑いでないのは、情のこもった言い方から伝わってくる。


「……うん、わかったよ」


　ややあって、黒川が答えた。ヤツは穏おだやかに微笑んでいた。


「ありがとう」


　絽美も、同じような表情で微笑んだ。


「じゃあ、また遊んでね？」


「瑞本さんは普ふ段だん、どうやって遊ぶんだい？」


「うーん……。女の子の友達とは、よくショッピングに行ったりするよ」


「それなら得意だ」


　そこで黒川は自じ慢まんげに言った。


「姉と妹のおかげで、荷物持ちには慣れているんだ。高いところの棚たなの物を取ることもできるから、脚きや立たつ代わりに僕を連れていくといい。自足歩行するから、脚立よりは便利だと思うよ」


「ありがと。……でも私、ほとんどウィンドウショッピングなんだ」


　笑いながら絽美が答える。


「黒川くんって、ちょっと変わってるよね」


　それから、黙ってしまった黒川におかしそうに言った。


「いいと思うよ？　成道くんの親友っていうのが、よくわかった気がする」


　そこで黒川も笑い、二人は和なごやかなムードでベンチを立った。





　今日は本当にありがとう。


　僕たちはそろそろ帰るよ。





　メールを確認すると、オレは携けい帯たい電話をしまった。園内には、いつの間にか閉園一時間前をアナウンスする女性の声が流れている。


「……具合、大だい丈じよう夫ぶか？」


　傍かたわらで寝ねている雪菜を見ると、彼女の顔色は先ほどよりだいぶよくなっていた。


「はい、すみません」


　そう言って、彼女はよろよろと身を起こす。


「ムリしなくていいよ」


「ええ、でもあと少し休んだら帰れると思います」


「ポカリ飲みなよ」


「ありがとうございます」


　芝生しばふの上に身を起こした彼女は、オレの隣となりに腰こしを落ち着け、持っていた缶かんのプルタブを開けた。


「……友達になれるといいな、あの二人」


　独り言のように言って、オレも鞄かばんから出したペットボトルを飲む。


「瀬木くんは……いいんですか？」


「え？」


　隣を振り向くと、彼女は口元まで持っていきかけた缶を持つ手を止め、じっとオレを見つめていた。


「なんだか瑞本さん、すっきりした顔してました。このままだと、瀬木くんへの気持ちを整理して、先に進んでしまいそうで」


「うん……。そうだな」


　ちょっとさびしい気持ちはあったけれども、それはオレのエゴだ。オレだって立ち止まってはいられないのだし、彼女が前進への道を見つけたのなら、オレはそれを応おう援えんしたい。


　彼女の、友達として。


「……雪菜はさ、いいのか？」


　ふと、オレは以前から思っていた疑問を口にした。


「あの……ほら、一応さ、オレのこと……いいと思ってくれてるわけじゃん」


　自分で言うのはどうかと思うけれども、そこをごまかしていては話ができない。


「それなのに、オレと絽美のこと、ずっと応援してくれてただろ？　平気なのか？　つまり、その……つらかったりとか、しないの……」


　隣がまったく無反応なので、うぬぼれすぎたかとドキドキして横を見た。


「か……？」


　雪菜の片目から、涙なみだがぽろりと零こぼれ落ちた。


「えっ……!?」


　びっくりして、オレの手からペットボトルが落ちた。


「ごっ、ごめ……あの、その……」


「……じゃないです」


「え？」


　取り乱して口をパクパクさせていると、彼女はたちまち涙に濡ぬれた頰ほおをこちらに向け、喉のどの奥から絞しぼり出すような声で答えた。


「平気なわけ、ないじゃないですか……」


　オレは言葉を失った。


「そう……か……」


　そう、だよな……。


　オレがもし、彼女と他の男が両りよう想おもいになるのを応援しなければならなくなったら。


　想像しただけで、胸が焼けつくように苦しくなる。


「すいません……なんか……」


　すんと鼻をすすり、雪菜は素す早ばやく頰を拭ぬぐった。


「急に我が慢まんできなくなってしまって。もう瀬木くんに恋こいしてないふりしなくていいんだって思ったら」


「雪菜……」


　──わたし、まだ、瀬木くんに恋していませんよ。


　文化祭のときの彼女の言葉を思い出す。


「瀬木くん、わたし……」


　泣きやんだ彼女は、真しん剣けんなまなざしで言った。


「ヴィーナスになりたい」


　心の奥でずっと温めていたような、強い想いのこもった声だった。


「わたしだって本当は、ミニスカートにハイヒールを履はいて、脚あしを強調した恰かつ好こうだってしてみたいんです。でも、勇気が出なくて。瀬木くんやみんなのおかげで少しずつ気持ちが明るくなって、バスにも乗れるようになって、それでもまだ吹ふっ切きれないんです、事故のこと。だから……」


　体調が不安定なせいか、彼女はいつもより饒じよう舌ぜつだった。興奮で赤らむ頰もそのままに、誰だれかに急せきたてられているかのように先を続ける。


「本当の両想いにはなれなくてもいいんです。でも、もしヴィーナスになれたら、瀬木くんに名前を書いてもらえたら、わたしにたくさんの勇気をくれた瀬木くんに、少しでも近づけたと思えるから。それがわたしの勇気に、自信になるから」


「……いっ、いや、うれしいけどオレ、そんなすごい人間じゃないよ」


　あまりにも恥はずかしくなって、口を挟はさまずにはいられなかった。


「ナルシストだし、そのくせ絶望的な運動オンチだし、勉強もイマイチだし、そもそも『中の下』だし、血統書つきの変態だし、便所の紙が切れてもめんどくさがって次の人のために補ほ充じゆうしたりしないし、他にも諸もろ々もろ……」


「いいえ」


　おろおろしておかしな自己卑ひ下げに走っていると、雪菜は誠実な表情で首を振ふった。


「瀬木くんは、わたしにとってはヒーローです」


「えっ……」


　園内は徐じよ々じよに閉園ムードになり、人の流れは出入口の方へ向かっている。植え込みの目め隠かくしのせいで、オレたちはそんな人々から隔へだたった世界にいた。


「カップル試験で誰がヒーローになっても、それは変わりません」


　抱かかえた自分の膝ひざを見つめ、雪菜はそう呟つぶやいた。


「あ……」


　頰が熱い。胸の奥に綿わた菓が子しでも詰つまっているような気がして、声がうまく出てこない。


「ありがとう……」


　全身をすっぽり抱だきしめられたような、そんなむずがゆく暖かな気持ちだった。


「…………」


　キミだって、と何か言い返してあげたいのに、うまい言葉が思いつかない。


　好きだ。


　オレが言いたいのは、要するにその一言なんだ。けれども、それを口にしようとすると、オレの声帯はたちまち萎い縮しゆくして声が出なくなってしまう。


　そのとき、先週彼女が図書館で言っていたことを思い出した。


　──わたし、自分がヴィーナスになる価値のある人間だとは思えないんです。


　そんなことない。


　そんなことないよ、雪菜。


「……オレさ、雪菜には感謝してるんだ」


　ようやく口を開くと、黙だまって缶に口をつけていた雪菜がオレを見た。


「オレ、真ま弓ゆみ先生に自分が『中の下』だって教えてもらうまで、はっきり言ってすげーロクでもない人間だったと思うんだ。っていうか、そうなんだ」


　彼女は反論したそうな顔をしたが、オレは先を続けた。


「今あの頃ころのこと思い出すと、思い出すだけで恥はずかし死にできるくらい抹まつ消しようしたい過去なんだけど、そんなときに考えるんだ。あんなオレのことも、雪菜はよく思っててくれたんだよなあって。文化祭のとき、言ってくれただろ？」


　──瀬木くんはすごい人です。たった一日で、わたしにとって忘れられない人になりました。


「……キミの方こそすごいよ。キミの言葉で、オレは自分の黒歴史から救われるんだ」


　彼女は、まばたきもせずにオレを見つめていた。


「もっと自信持てよ、自分に。オレだって、キミからすごい自信をもらったんだ」


　勢いで言ってから、ツッコミどころに気づいてへへと笑った。


「……まあ、オレの場合は元がナルシストすぎたから、あんま自信取り戻もどさなくてもいいのかもしんないけどさ」


「…………」


　雪菜は相変わらず驚おどろいたような顔でオレを見ていたが、やがて、ほのかに微笑ほほえんで俯うつむいた。缶を持つ両手の指先が、ピアノの鍵けん盤ばんを弾ひくかのようにかすかに踊おどる。


「……ありがとう、ございます」


　満ち足りた気持ちになって、オレも微笑んだ。


「……最近も、ピアノ弾いてるのか？」


「はい」


　雪菜はうれしそうに頷うなずく。


「勉強の息いき抜ぬきになりますから」


「そうか。よかったな」


　文化祭のときに聞いた、彼女のピアノへの想いを思い出す。


「じゃあ、もしかして、またピアニストを目指すのか？」


　雪菜ならきっといい演奏者になるだろう。そう考えて楽しい気持ちになりかけたオレは、彼女が微び笑しようしたまま頭かぶりを振るのを見て、能天気に浮うかべた笑みを貼はりつかせた。


「それは完全に諦あきらめました。今からいい音大を受験するには、現役では準備が間に合いませんから」


「そんな……」


「でもね、そう考えたら、また昔みたいに、気楽な気持ちでピアノが弾けるようになったんですよ。今までは、もしかしたらまだプロになれるかもって思ったり、こんな練習じゃ駄だ目めだって思ったりして、楽しいよりも苦しいが先に来てしまっていたから」


　彼女の顔を観察しても、そこに無理をしている様子は見られない。


「……瀬木くんの、おかげなんですよ」


「えっ？」


「瀬木くんがわたしに、新しい夢をくれたから」


　そう言って彼女がオレに向けた瞳ひとみは、まぶしいほどに輝かがやいていた。


「わたし、看護師になろうと思うんです」


「……えっ!?」


　予想もしていなかったワードの出現で、オレの脳内に正月に石いし田だの家で見たナースもののＡＶがチラつく。


「そ、そんなエッチなっ！」


「え？」


「じゃなくて……！　そ、そうだ、じゃあ看護大に行くのか？」


「はい、そのつもりです」


　深く頷く彼女の様子から、それが昨日今日の思いつきではないことを知る。


「……でもさ？　オレたち文系だろ。よくわかんないけど、看護大は医い療りよう系だから、医学部とかと同じで受験には理系科目が必要なんじゃないのか？」


「ええ。でも、中には物理や化学を取らなくても、生物と英国だけで受験できるところもあるんです」


「生物……」


　──最近、生物には特に力を入れて勉強してるんです。


「それでだったのか。生物、勉強してるの」


「そうなんです」


　オレが納なつ得とくしていると、雪菜はほのかに微笑んだ。


「……瀬木くんは覚えていないかもしれないですけど」


「ん？」


「臨海学校のときの瀬木くんの言葉がきっかけだったんです。わたしが救命法を勉強してるって言ったら『医療関係の仕事を目指してるのか』って聞いてくれて」


「……ああー……」


　よくは覚えていないが、そういえばそんなことを言ったような気も……するぞ。


「初めてでした。そんなことを尋たずねられたのも、そんな道があるんだって思ったのも。自分がそんなものになれるかもしれないなんて、考えたこともなかったんです。小さい頃からずっと、わたしにはピアノしかないって思って生きてきたから」


　そう語る雪菜はとても生き生きして見えたので、オレは自分のなんの気なしの発言を複雑な気持ちで反省する。


「あの日から、瀬木くんの言葉がずっと心に引っかかっていました。それで文化祭が来て、あんな風になって……。あのときは途と中ちゆうで演奏を放ほうり出したり、控ひかえ室しつに逃にげ込んだり、みっともないところをお見せしてすいませんでした」


「いや、全然」


「……あの日、心底思ったんです。こんな自分はもうイヤだって。もっと前向きに生きたいって。だから、いつまでも立ち止まっていてはいけないと思ったんです。わたしがお母さんの死に責任を感じてピアノをやめていても、お母さんは帰ってこない。だったら、わたしがこの先、新たに他の人の命を救うことで責任を取ればいいんじゃないか、それで前に進めるんじゃないかって」


　前を見つめて熱っぽく語る瞳に、薄うすい涙なみだの膜まくが張った。


「そして、そうやって新しい道を歩もうと決めた途と端たん、楽しいピアノが、もう一度わたしのところに戻ってきたんです」


　再び、彼女の頰ほおを涙が伝い始めた。


「わたし、瀬木くんと出会えて本当によかった」


　オレを見て微笑むその顔が、あまりに清せい冽れつで美しくて。


　抱きしめたいと思ったのに、指一本動かせなかった。


「瀬木くん、わたし」


　両の目から涙を流しながら、彼女は言った。


「本当はずっと、瀬木くんを独り占じめしたかったんです。瑞本さんにも恵え比び寿すさんにも、誰だれにも渡わたしたくなかった」


「雪菜……」


「でも、それ以上に、こんなわたしを勇気づけてくれた瀬木くんに感謝していたから。瀬木くんの志を、前向きな生き方を尊敬していたから。瀬木くん自身に、夢を叶かなえて幸せになって欲しかったから」


　そう言うと、彼女は顔を伏ふせて泣き出した。


「ヴィーナスと両りよう想おもいになって、賞を獲とってください」


　その声は悲痛にすら聞こえ、オレの胸が詰まる。


「違ちがうんだ、実はオレ……」


　今なら言える、と思った。


　オレ、キミのことが好きなんだ。


「雪菜、オレは……」


　そのとき、スピーカーから本日初めて耳にするアナウンス音が鳴った。


「閉園三十分前です。本日はご来園、誠まことにありがとうございました。またのお越こしを……」


　それで、オレと雪菜は顔を見合わせた。周りの様子をうかがえば、お昼頃ごろにはあんなににぎやかだった園内が、今はもう人もまばらだ。


「……帰ろうか」


　彼女が自分のハンカチで顔を拭ぬぐうのを見計らい、オレは言った。


「……はい」


　まだ少し赤い目元で、彼女はオレを見上げて微笑んだ。





　帰り道には、和なごやかな空気が漂ただよっていた。


「そういえば、今日は弟、大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「はい。お友達と夕方まで遊ぶって出かけていきました。それに、土日は父もいますし」


「そっかー。じゃあ家帰ったら早さつ速そく夕飯の支し度たくかあ、大変だな」


「毎日のことですから」


　そんなことを話しながら、駅へやってきた。途中までは一いつ緒しよの電車なので、オレたちは同じホームへ向かう。


　大きな繁はん華か街がいはない場所だけれども、遊園地の閉園時間ということもあって、日曜日の駅構内はそれなりに混雑していた。


「今日の夕飯メニュー、もう決まってるのか？」


「いえ、スーパーに行ってから考えます」


「じゃあカレーは？　オレ、カレー大好き」


「いいですね、先週もやっちゃいましたけど」


「カレーは毎週でいいだろ！」


「ですね」


　珍めずらしくあどけない彼女の笑顔が、胸にしみるほど愛いとおしく映る。ホームを並んで歩きながら、オレは好きな人と一緒にいる幸せを改めて嚙かみしめた。


「……いいなあ、オレも食いたいな」


「カレーですか？」


「ううん」


　ちょっと手に汗あせを握にぎって、オレは考える。


　言っちゃおうかな、言っちゃってもいいかな。


　うん、これくらいなら言えるはずだ。


「……雪菜の作った、カレー」


　すると、彼女が足を止めた。


「えっ……」


　一いつ瞬しゆんにして、その顔が赤面する。


　しまった、いつものオレらしく、もっと軽くあっさりした感じで言えばよかった。妙みように思いつめた口調になったせいで、動どう揺ようを与あたえてしまった。


　そうやって、オレたちがホーム上で一時停止していると。


「きゃっ……」


「お、あっぶな」


　ドンッと後ろから人にぶつかられて、線路側にいた雪菜の体が傾かたむいた。オレはとっさに手を伸のばし、彼女の腕うでをつかむ。


「ありがとうございます……」


　幸い、それほど重心を崩くずしたわけではなかったので、オレの非力な腕わん力りよくでも彼女がホーム際ぎわに倒たおれずに済むよう支えることができた。


「すみません、わたしが突とつ然ぜん立ち止まったせいで」


「いや、オレの方こそ……」


　変なこと言ったりして、という言葉は[image: ]のみ込んだ。


「それに、オレが線路側を歩いてればよかったんだよな」


　そういう紳しん士し的なことって、マニュアルとしては知っていても、いざというとき自然に実じつ践せんできるかといえば話は別だ。


「いいえ、うれしかったです」


「え？」


「助けてもらって」


　見ると、雪菜はほんのり頰を赤らめている。


「お、おう……」


　それでオレも照れくさくなって無言になり、しばらく黙だまって歩いたオレたちは、ホームの適当なところに立ち止まって列車の到とう着ちやくを待った。


　……そうか。


　もしかして、今みたいな気持ちだったのかもしれない。


「……あのさ、オレ今、雪菜のこと、助けようとしたじゃんか」


　そう切り出すと、彼女は黙ってオレを見た。


「それでさ、今はたまたま運が良かったから、電車も来てないし、倒れたところでホームから落ちるような危険もなかったわけだけど」


　雪菜の眉まゆ根ねがわずかに寄った気がするが、かまわず続けた。


「でも、もし最悪に運が悪くて、転てん倒とうしたときホーム際にいて、電車がちょうど来たところで、キミを助けるためには自分が線路に飛びださなきゃならないって状じよう況きようだったとしても、だよ」


　頭の中を整理しながら、オレは慎しん重ちように言葉を選ぶ。


　なるべく、オレの率そつ直ちよくな気持ちが、彼女に伝わるように。


「オレ、自じ慢まんじゃないけど今でも自分のこと大好きだし、自分がいつか死ぬ気なんか全然しないし、百年後にだって生きてる気満々だけど、それでも、さ」


　目が合ったので、不安げな顔の彼女に笑いかけた。


「……助けると思うんだ、雪菜のこと」


　雪菜の目が見開かれ、その瞳ひとみが細かく揺ゆれた。


「それは一瞬の行動だから、自分が死ぬことについて考えたり、自分と相手の命の重さを比べたり、そんなことをする余よ裕ゆうはないんだよ。ただ、目の前で、自分の好きな人を失うことがイヤで、とっさに体が動いた結果だと思うんだ」


　こんな風にしか告白できない自分が情けないけど、「好き」の部分に力を込めて訴うつたえた。


「自分の大好きな人を救いたくて、その瞬しゆん間かん、それ以外のことが全部、頭から抜ぬけちゃうんだよ。自分自身の身の安全とかもさ」


　傍かたわらの彼女は、もうオレを見ていなかった。深く俯うつむいて、両手を口元に当てている。


「キミのお母さんも、きっとそうだったと思うんだ。だから雪菜は、お母さんが自分の犠ぎ牲せいになったんだとか、お母さんと比べて自分の方が生きる価値があったのかとか、そういう風に考える必要は全然ないんだよ」


　彼女の肩かたが細かく震ふるえ、続いて大きく波打った。


「キミが助かったのは、お母さんの愛の証あかしなんだ。ただそれだけなんだよ」


　そうして声を殺して泣く彼女を、オレは心から愛しく思う。


「オレ、雪菜のお母さんに感謝するよ」


　雪菜はそっと顔を上げた。赤い瞳でオレを見つめ、次から次へと溢あふれる涙に突つき動かされるようにこちらに手を伸ばす。


　ぎゅっと抱だきしめると、彼女はオレの腕の中で背中を震わせた。


「どうして……どうして、瀬木くんなんですか……」


　くぐもった声で、嗚お咽えつの合間に言葉を押し出す。


「わたし、ずっと誰かに言って欲しかった」


「うん」


「家族じゃない……お母さんのこと知らない、誰かに」


「……うん」


　いつの間にか電車がやってきて、後ろに並んでいた人たちが、オレたちをうっとうしそうに避よけて車両に乗り込んでいく。


　たぶん今のオレたちの姿って、傍はた目めに見たら、場所をわきまえない迷めい惑わくなバカップルなんだろうな。


　そう思いながら、オレにしがみついて震えている雪菜の顔を、人目から隠かくすように抱き直す。


「お母さんは後こう悔かいしてないよ。雪菜が助かって、こうして元気で大きくなったんだから」


　懸けん命めいに声を押し殺して泣きながら、彼女は何度も頷うなずいた。




　第四章　ゼロチョコデーから旅立つオレ







　さて、二月には男にとっての一大イベントがある。


　言わずもがなの、バレンタインデーだ。


　そんな日がカップル試験の公式イベントに指定されないわけはなく、二月十四日は朝から学園中に戦せん々せん恐きよう々きようとした空気が漂った。





「きゃー、佐さ々さくーん！」


「佐々せんぱぁーい！」


「あたしのチョコもらってーっ！」


　登校してすぐに、オレはあまり愉ゆ快かいではない現場に遭そう遇ぐうした。


「おーっ、ありがとなぁ──っ！」


　グラウンドで朝練中の一かず晶あきの元に、他学年の女子までもがチョコを持って押しかけている。練習中のはずの一晶はなぜかスポーツバッグを手にしていて、その口を大きく広げ、彼女たちから色とりどりにラッピングされたチョコを受け取っていた。


「くそっ、アイツめ……！」


　やっぱり、あんなヤツとは一生友達になれる気がしない。


「だけど、今年はオレだってだな……」


　確かに、去年は悲ひ惨さんだった。当日に手芸部の活動がなかったので、クラスの女子たちに頼たのみまくった結果、ようやくしわしわのラップにくるまれた黒こげ失敗チョコクッキーを一枚めぐんでもらった。母親からのチョコを除けば、それが収しゆう穫かくのすべてだ。


　思えば、あれでどうして自分がモテモテのイケメンであると思い込めたのか、今考えるといっそ感心するくらい謎なぞだ。


　まず、第一関門は下げ駄た箱ばこだ。昨日、家からわざわざ持参したファブリーズを、朝顔に水をやるがごとき勢いで上うわ履ばきにかけまくって帰ったし、準備はバッチリだ。


　薄うすいべコベコの蓋ふたをおそるおそる開けると……。


「あらまー……」


　思わず、オバチャンみたいな声が出た。


　カラッポ！


　無収穫である。


「う、うん、まあそうだよな……」


　わかっていた、わかっていたんだよ？　と誰だれに言うともなく心の中で言い訳し、まだファブリーズでほんのり湿しめっている上履きに履き替かえて教室へ向かった。


　教室に入って、一番先に雪ゆき菜なの席を確認する。いつものように彼女はもう着席していた。


　そうだ、オレは何を期待していたんだ。オレは彼女のチョコレートだけもらえれば満足なんだ。余計な色気を出すとバチが当たるぞ。


　そう思いながら、とりあえず机の中をまさぐってしまうのは、男というかオレの悲しい性さがだ。


「よぉ、どうしたんだよ、モテ男が浮かねぇ顔して」


　本ほん鈴れいギリギリにやってきた石いし田だが、早さつ速そくオレのはかばかしくない戦績を見み抜ぬいてからかった。


「いや……。わかってるのに期待してしまうオレが悪いんだ、放ほうっておいてくれ……」


「心配いらねぇだろ、成なる道みちはよ。なんせ予備投票で三人に名前書かれてるんだぜ？　バレンタインイベントのルールは、『好きな男子一人だけに女子が手作りチョコを贈おくる』なんだから、まさかおまえが一個ももらえないなんてことは……」


「うわっ、やめろ！　変なフラグ立てんな！」


「まさか、だよなぁ？」


「やめろって……！」


「三個どころか、バケツいっぱいもらえちまうんだろ？」


「わーっ！　わーっ！」





　それでも、このときはまだ余裕があった。


　オレが本当に焦あせり始めたのは昼休みが終わった頃ころからで、そしてなんと、そのまま何事もなく、終礼が終わって放課後になってしまった。





「これは一体どういうことだね、冬ふゆ月つき……」


　誰もいなくなった放課後の教室、オレは碇いかりゲンドウのポーズで机に肘ひじをつき、世せ知ち辛がらいこの世界に絶望していた。


　石田はこんなオレに愛あい想そをつかして先に帰り、雪菜はオレに挨あい拶さつすらせずに教室を出ていき、気がついたら教室に一人取り残されてしまった。


「もしかして……」


　中にメモの一つでも入れられていないかと鞄かばんの中身を総点検するが、出てくるのは汚きたないちり紙とか消しゴムのカスとかそんなもんばっかりである。


「はあ……」


　さすがにもうそろそろ帰った方がいいかと思って、力なく椅い子すを立ったときだった。


「あっ、瀬せ木き」


　教室の入口から、黒くろ川かわが顔を出した。


「おお、オマエか。何やってんだ？　こんな時間まで」


　自分のことを棚たなに上げて、この言い様である。


「今日はクラス委員会の日だったんだ。メールしようかと思ったところだったから、会えてよかったよ」


　教室に入ってきた黒川は、そう言って、鞄を持っていたのと別の手に提さげていた袋ふくろを掲かかげた。


　ピンクのグラデーションが鮮あざやかな紙かみ袋ぶくろ。取っ手の付け根にはいかにもギフト用らしいハート形のチャームがついている。


「これ、瀬木にバレンタインのチョコレート」


「え……っ!?」


　ウソだろっ!?　オレ、いつの間に黒川ルートに入っちまったんだ────っ！


　と顔面蒼そう白はくでロケットのように飛んで行きそうになったのも束つかの間。


「……って、瑞みず本もとさんから渡わたされた」


「は？」


「だから……」


「ろ、絽ろ美みから？」


「うん」


「オレに？」


「うん」


　正直、彼女からはもらえないだろうと思っていた。


「なんでまた……」


　だってオレたち、あんな風にして「友達」に戻もどったばかりで……。


「はい」


　顔を上げれば、黒川はなんの気ない表情でこちらに紙袋を差し出している。それを見て、急に罪悪感のような気持ちにとらわれた。


「……もらえないよ、オレ」


　目を逸そらして、オレは言った。


「それってさ、絽美にとって、オレよりオマエの方がチョコを渡しやすかったってことだろ？　だったら、それはオマエのもんだよ」


「いや、これは君のだよ」


「いや……」


「瑞本さんからそう言われて預かったんだ。瀬木に受け取ってもらわないと、僕が困る」


「だけど……」


　黒川は絽美のことが好きなんだ。それなのにコイツから絽美のチョコをもらうなんて、そんなこと……。


「はい」


「いや、だから」


「でも」


「でもじゃなくて」


　そうやってチョコを挟はさんで押し問答しているとき、突とつ然ぜんどこかでピロリロリ～ンと間ま抜ぬけな音がした。


「……えっ？」


　見ると、教室の入口に女子が数人いて、オレたちへ携けい帯たい電話を向け、興奮気味に身を寄せ合っていた。


「……撮とれた、撮れた？」


「うん、バッチリ！」


「すごいね、三次元でもこういうことってあるんだね～！」


　……!?


「く、黒川、とりあえず帰るぞ」


「その前に、これを受け取ってもらわないと」


「その話はあとだ！」


　なんだかこれ以上ここにいると、取り返しのつかない誤解を招きそうな気がする。


「きゃー、逃とう避ひ行こうよ！」


　ピロリロリ～ンの集中砲ほう火かを背中に感じながら、オレは教室を飛び出し、追いかけてきた黒川と共に学校を出た。


「……もう、大だい丈じよう夫ぶだろうな……」


　ゼェゼェしながら振ふり返ると、さすがに校舎の外までは彼女らも追ってこなかった。


「はあ、よかった……」


「はい、瀬木」


　息切れ一つしていない黒川は、相変わらずの律りち儀ぎさで絽美のチョコレートを差し出している。


「……わかったよ」


　仕方なく、オレはそれを受け取った。


「じゃあさ、一いつ緒しよに食おうぜ、これ」





　　　　☆




　オレたちがやってきたのは、駅の近くの公園だった。ちょうど一ヶ月前、オレが絽美と部活の途と中ちゆうにやってきたところだ。


　この前と同じように、オレたちはブランコ脇わきの背もたれのないベンチに腰こしを下ろした。


「では、ありがたくちょうだいして……」


　紙袋から出てきた中身は、透とう明めいなラッピング袋に入ったチョコチップクッキーだった。


「おお、うまそう」


　袋を開けて、ちょうどよく焼き色のついたそれを一枚取る。


「オマエも」


「ありがとう」


　じゃあ一枚だけ、と黒川が袋に手を伸のばす。そこで、オレはふと思い出した。


「そういや絽美って、料理……」


　同じことを考えていたのか、ヤツも苦く笑しようする。


「でも、クッキーだからね」


「だよな。見た目おいしそうだし、もう砂糖と塩を間ま違ちがえるくらいしか」


「さすがにそれは」


「ベタすぎるよな」


　そうやって笑い飛ばし、オレたちは気を取り直してクッキーと向き合った。


「いただきます」


　同時に言って、クッキーを一口かじる。そして……。


「……!?」


　サクサクと嚙かむたびに、舌の上に広がるかなりの塩気。


「し、塩クッキー……！」


　そんな、そんなまさか……！


　だけど……？


「あ、あれ……？　なんか……」


「これはこれで……」


「悪く……ないよな？」


　もぐもぐと口を動かしながら、オレたちは互たがいの様子を探さぐり合う。


　生き地じの塩味が、たっぷり入った大おお粒つぶのチョコチップの甘みを引き立てて、なんだかおいしい気すらする。


「もしかして、今流は行やりの塩スイーツってヤツか……？」


「確かに、市し販はんのでも食べたことがある味だね」


　何はともあれ、絽美のクッキーは全然まずくなかった。


「もっと食べろよ」


「悪いからいいよ」


「いいから」


　そうやって、チョコチップ塩クッキーの袋はあっという間に空になった。


「うまかったー、ごちそうさま！」


　絽美に感謝しながら、紙袋を丁てい寧ねいに畳たたんで鞄にしまう。


「はあ……」


　今年の収しゆう穫かくも、一個か。


　でも、去年とは重みがまったく違う。絽美が何を思ってこのクッキーを作り、黒川に託たくしたのかはわからないけれども、少なくとも、彼女は今でもオレのことを大事な存在と思ってくれているんだろうと思った。


　オレにとっての彼女が、そうであるように。


「……じゃあ、帰るか」


「そうだ、瀬木」


　ベンチから腰を浮うかしかけたオレを、黒川が手で制した。自分の鞄をごそごそやり、何かの包みを取り出す。


「危あやうく忘れるところだった。あと、これも受け取ってくれるかい」


「えっ？」


　それは茶色に赤のリボンがかかった、いかにもチョコっぽいギフト箱だった。もしかして今度こそＢＬルートか!?　と周りをキョロキョロしていると、黒川が言った。


「うちの妹から、君に」


「……へ？」


　それでオレは、文化祭で出会ったおっぱいプルプルのロリガールを思い出す。


「ああ、ミュウちゃんか……！」


「いつでも家に遊びに来てくださいって言っていたよ」


「おお、行く行く！　かわいいなあ、あの娘こ。オレなんかにチョコくれるなんて、すげーイイ娘じゃん！」


　これで人に女装さえ強要してこなければ、文句のつけようのない美少女である。


「ミュウちゃんにありがとうって言っといてくれよ」


　そう言ってベンチを立ち、今度こそ帰るムードになったときだった。


「あっ、いたわね！」


　向こうの方から、聞き覚えのある高い声がした。


　見ると、公園の入口に莉れい子こが立っている。


「こんなとこでフラフラ何やってるのよっ！　おかげで場所を特定するのにうちの諜ちよう報ほう部まで使うハメになったじゃないの！」


「えっ、えっ……!?」


　オレまた何かしたっけと考えていると、隣となりの黒川がオレの肩かたを叩たたく。


「じゃあ、僕は先に帰るよ」


「えっ、ああ、うん」


　そうしてオレは一人残され、どうしようと震ふるえながら彼女の元へ歩み寄った。


「や、やあ。今日は何を怒おこって……？」


「怒ってないわよ」


　むっつりと言い、彼女は鞄かばんを持ったまま器用に腕うで組ぐみする。


「ただ、余計な手間をかけさせられたから、イライラしてるだけ」


「それ、怒ってるっていうんじゃ……」


　とツッコんだとき、不意に目の前に何かが差し出された。


「えっ？」


「ハイ」


　それは、オシャレな革かわ紐ひものかかったギフトボックスだった。こげ茶を基調にしたシックな色合いが、高級ブランドの逸いつ品ぴんみたいに見える。


「……ど、どうしたんだ、これ」


「チョコレートよ」


「えっ!?」


　驚おどろいて、思わずそれを二度見してしまった。


「チョコって、カップル試験の？」


「当たり前じゃない」


「じゃあ……これ、莉子が作ったのか？」


「そうよ。悪い？」


　ツンと顔を背そむけ、彼女はことさら居い丈たけ高だかに言う。


「オレで……いい、の、か？」


「……何がよ？」


「渡わたす、相手……」


　だって、あの恵え比び寿す莉子の手作りチョコだぞ？　しかも、それをもらえるのは学年中でただ一人……。


「……アンタ、欲ほしくないわけ？」


「いや、そうじゃなくて」


「いいわよ、そんなこと言うなら、あげないから！」


　急に頰ほおを赤くして、彼女はオレの前からチョコを引っ込めた。


「ええっ、そんなっ……！」


「……何よ？　欲しいの？」


　声を上げたオレを、莉子は横目でちらとうかがう。


「はい、欲しいです」


　そりゃ、欲しくないわけがないじゃないか……！


「ふうん、そう」


　しかし、そんなことでは彼女の機き嫌げんは直らないらしく、莉子はしばらくもったいつけて考えるそぶりをした。


「……じゃあ、欲しいなら取ってみなさい」


「えっ？」


「ほら！」


　そう言うと、彼女はいきなり走り出した。


「えっ、えっ……!?」


　訳がわからないまま、オレはとりあえず追いかける。


「ちょ、ま、待ってくれー！」


「イ・ヤ！」


　莉子は公園沿いの通りを勢いよく走る。夕方の駅前通りには、自転車の主婦や子どもが行き交かっていて、彼女は彼らを巧たくみに避よけて駆かけていく。


　ちょうど日が落ちる時間帯で、聖☆ジュウへ続く坂道は、アスファルトの路面がオレンジ色に照らされていた。彼女の背中を追いかけて、オレは急坂を肩で息しながら上る。


「れ……れい……」


　まるで足にバネでもついているかのように、彼女は軽かろやかに走っていく。オレは追いつくどころかどんどん引き離はなされ、坂道の途中でついにその姿を見失った。


「……もう、何やってるのよっ！」


　ほうほうの体ていで上りきると、道が平へい坦たんになったところに、莉子が仁に王おう立だちで待っていた。


「ほら、ハイ！」


「え……？」


　膝ひざに手をついて休んでいるオレの前へ、彼女がやってきて止まる。


「チョコよ、チョコ！　いらないの？」


　顔を上げると、彼女はさっきの箱を目の前に差し出していた。


「……い、いります！」


　両手で恭うやうやしく受け取ると、莉子は満足したように目を細めた。


「大事に食べなさいよね」


「はいっ！」


　手にした箱の包装があまりに高級そうなので、中身が気になってそわそわする。


「中……見てもいいかな？」


「いいわよ」


「じゃあ……」


　貧びん乏ぼうったらしく結び目を解かないように紐ひもを外し、蓋ふたをそろっと開けて様子をうかがう。中に入っていたのは、チョコレートでコーティングされた小さなケーキだった。細かい網あみ目めを描えがくようにほどこされたチョコレートの細工が、なんだかプロの業わざとしか思えない。


「すっげえ、金粉載のってる……！」


「ピエールのレシピよ。グランマニエが効きいてておいしいんだから」


「すごいなあ……。ほんとに自分で作ったのか？」


「当たり前じゃないの」


「……ふうん。でも、そう言われてみれば」


　表面の細工に、わずかに崩くずれたように見えるところがあったので、オレは呟つぶやく。


「確かに素人しろうとっぽいとこも……？」


「えっ、ウソ!?」


　途と端たんに、莉子がオレの手から箱をひったくる。


「おかしいわ、だって表面はピエールが……」


「え？」


「あ……！」


　そこで彼女は赤面し、箱をオレにつっ返した。


「……そっ、装そう飾しよくだけよ！　あとは全部ワタシがやったんだから！」


「なるほど」


　それでこの出来栄えにも納なつ得とくである。


「ありがとうな、莉子」


　まだぎこちない呼び捨てに、二人ともなんとなく気き恥はずかしくなって黙だまる。


「……まったく」


　互たがいの頰の赤みが取れた頃ころ、オレから顔を背けて、彼女はふうっとため息をついた。


「取ってって言ったのに、追いついてもくれないし」


「面目ない……」


「まあいいわ。バツとして、何かおごってもらうから」


「えっ!?」


　この娘はオレが誰だれであるかを忘れているのだろうか。バレンタインにお抱かかえパティシエ指南の力作を下か賜ししてくれるようなお嬢じよう様さまに、一体何を献けん上じようして詫わびろというのだ……。


「オレ今、二百円しか持ってないんだけど……」


「いいわよ」


　そう言って、莉子は強気に笑った。


「それで買えるもの、おごってちょうだい」





　　　　☆




「ありがとーございましたー」


　ピンポーン、ピンポーンという音を聞きながら、オレはコンビニを出た。


「はい、これ」


「何よ？」


「肉まん」


　彼女に手て渡わたしたのは、今さっき蒸ふけたばかりだというアツアツの肉まんだ。


「熱いから気をつけて」


「あつッ……！」


　オレの注意と彼女の悲鳴は、ほぼ同時だった。


「ああ、言わんこっちゃない……」


「ちょ、ちょっと、何するのよっ！」


　指を看みてやろうとすると、彼女が真っ赤になって手を引っ込める。


「大だい丈じよう夫ぶよ、これくらい」


「そ、そう？」


　確かに触さわろうとしたのはまずかったかなと思い、すごすご引き下がる。すると、彼女は自分の指先をふうふう吹ふきながら、執しつ拗ように肉まんを強く握にぎり、中央から二つに裂さいた。


「……ハイ」


　莉子は仏ぶつ頂ちよう面づらで、こちらに半分の肉まんを差し出している。


「えっ？」


「あげるわよ。アンタだって小腹空すいてるでしょ」


「えっと……」


　実を言えば、絽美のクッキーのおかげでそんなでもないのだが……。


「早くしてよ、熱いんだから」


「あっ、うん、ありがとう」


　それで、オレは彼女からありがたく施ほどこしを受けることにした。


　夕暮れオレンジに染まる坂を、オレたちは同じ肉まんをハフハフと頰ほお張ばりながら下っていく。


「……なんかいいわね、こういうの」


　チェック柄がらのマフラーに顔を埋うずめながら、莉子がふとしんみり呟いた。


「そうだな」


「友達って感じ」


「……うん」


　色々なことを思って、オレは言葉少なになる。


「ありがとうね、成道」


「……えっ？」


　足を止めかけて莉子を見つめると、彼女はこちらを振ふり向いて片かた眉まゆを上げた。


「肉まんの話よ」


「ああ、うん」


　本当は違ちがうんだろうと思った。でも、たぶん肉まんのことも含ふくまれているんだろう。


「半分だけだけどな」


「本当よ。ケチ」


「ケチって……、自分が半分くれたんじゃないかー！」


「それはワタシが優やさしいからよ。アンタはケチ」


「オレはケチじゃなくて、ビンボーなんだよ……！」
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「じゃあ、ケチビンボーね！」


　とても学年一位の天才少女の発言とは思えないことを言って、莉子は笑った。


「……ずっと、こうしていられたらいいわね」


　駅の入口へ来たとき、彼女はそっと立ち止まった。


「いられるよ」


「五年後も、十年後も」


「うん」


　と頷うなずいてから、ちょっと想像力を働かせて苦く笑しようする。


「さすがに、もうちょっと成長してたいけどなあ」


「そう？」


　首をひねって、莉子はオレの目をのぞきこんだ。


「じゃあ、二十年後は恋こい人びと同士かもしれないわね、ワタシたち」


「えっ……!?」


　不意打ちを食らい、オレはドキッとして後ろに飛び退のく。


「冗じよう談だんよ！」


　莉子はカラカラと笑って、踵きびすを返した。


「じゃあ、また明日ね！」


「えっ？」


「ワタシ、車だもの」


「あっ、そっか」


「アンタとは違うのよーっ！」


　イーッとふざけて歯をむき出して、彼女は道の向こうへ駆かけていった。その背中を見送って、オレはなんとなく清すが々すがしい気持ちになる。


　やっぱイイ娘こだよな、あの娘。


　今はまだ、お互いちょっと気を遣つかっているかもしれない。でも、彼女となら、これからもうまくやっていける気がする。


　五年後も、十年後も。


　さすがに二十年後は、まだぼんやりとも想像がつかない。





　鞄かばんにチョコの重みを感じながら、オレは電車に乗った。


　そうして地元の駅に帰ってくる頃には外はすっかり暗くなっていて、オレはサラリーマンのオジサンと競きそい合うように駅構内を足早に歩き、改札を通った。そのときだった。


「……えっ」


　一いつ瞬しゆん、幻げん覚かくかと思った。


「雪菜……」


　改札と券売機の間の柱に、制服姿の雪菜が立っていたのだ。


「……あっ、瀬木くん」


　目が合うと、彼女は緊きん張ちよう気味の顔でオレの方へやってきた。


「どっ、どうし……」


「これ、チョコレートです！」


　お辞じ儀ぎをするようにこちらへ身をかがめ、手にしていた袋ふくろを差し出してくる。


「えっ、あっ、ああ……」


「それでは……」


「ちょっと待った！」


　彼女がそそくさと改札に入っていこうとするので、思わずその手をつかんで押し留とどめた。


「えっ……」


「いっ、いやその」


　彼女が動どう揺ようして赤面するので、恥はずかしくなって手を離はなす。


「……もしかして、ずっと待っててくれたのか？」


　オレの問いに、彼女は目を伏ふせたままこくりと頷いた。


「なんでまた、こんなところで？」


「学校だと、誰かに見られたら恥ずかしいと思ってしまって……。最寄り駅は聞いて知ってましたし、改札口が一つみたいだから、ここで待っていれば会えると思ったんです」


「いつからここに？」


「学校が終わって、まっすぐ来ました」


「じゃあ、四時過ぎくらいから？」


「たぶん」


　オレは改札口の時計を見た。もうそろそろ六時になるところだった。


「……じゃあ、二時間近くもいたのか」


「すみません」


「なんで雪菜が謝るんだよ」


「あっ、すみません！」


「いや、だから……」


　なんと言っていいかわからなくて、オレは沈ちん黙もくした。


　雪菜はこの前のデートのことをどう思ってるんだろう。たぶん、オレがどさくさにまぎれて告白したなんて、気づいていないんだろうな。


「……二時間も待つの、大変じゃなかったか？」


「大丈夫です。単語帳を見ていましたし」


「そうか」


　その割に、さっき見た彼女は何もしていなかったなと思う。


「……頑がん張ばろうな、期末」


「はい」


　瞳ひとみを輝かがやかせて、雪菜は力強く頷いた。


「それでは、また明日」


「あっ、そうだ。チョコありがとう！」


　まだお礼を言っていなかったことに気づいて慌あわてると、改札口へ歩き始めていた彼女は振り向いて微笑ほほえんだ。こちらに軽く手を振って、口を「バイバイ」の形に動かす。


「…………」


　思わず手を振り返すのも忘れて見み惚とれ、ぼーっとなりながら、彼女の姿が完全に消えるまでその場に立ち尽つくした。





「……今年は四個か」


　家への道中、さっきよりも重くなった鞄をのぞきながら一人呟つぶやく。


　ホワイトデーは一ヶ月後。三月十四日には、チョコをもらえた男子が、チョコをくれた女子一人だけにお返しのプレゼントを贈おくれることになっている。その翌日はいよいよ投票日当日なので、それがカップル試験最後のイベントということだ。


「プレゼントか……」


　ポケットの中の財さい布ふには、肉まんのおつりの小銭が残るだけだ。こんなんじゃ今日日、駄だ菓が子し屋に行った子どもだってさびしい思いをする。


「……よし！」


　気合いを入れ直したオレは、思い立って電話をした。


「あっ、もしもし黒川？　実はさ……」


　そして、向こうに見えるじーちゃんの屋や敷しきをにらみながら、自宅の門を開けた。





　　　　☆




「わぁ～いらっしゃい、ナルナル～～ッ！」


　次の日の放課後、オレは初めて訪おとずれた黒川宅でミュウちゃんから大だい歓かん待たいを受けた。


「チョコ食べたぁ～っ!?　チョコ食べたぁ～っ!?」


　はしゃいだ様子で、玄げん関かん先さきからオレにまとわりついてくる。


「ああ、うん、ありがとな。うまかったよ、トリュフ」


「そぉなんだぁ～？　よかった！」


「あれ？　食べてないの？」


「ミュウ、ダイエット中だも～ん！」


「でも、作ってる途と中ちゆうで味見くらいするだろ？」


「あれ、お母さんとお姉ちゃんが作ってたヤツなの～！　いっぱいあったから、ミュウがチョコっともらって箱に詰つめちゃったんだぁ～」


「チョコだけに？」


「そうそう！　ナルナルってば、ちょ～おもしろ～い！」


　そんなこんなで、二階にあるミュウちゃんの部屋に案内される。


　黒川んちは、閑かん静せいな住宅街の一角にある二階建ての庭つき一戸建て、つまり、普ふ通つうのいい家だった。レッスンの合間に挨あい拶さつに現れたお母さんは予想を裏切らない美人で、なんかもう、なんだかもう、オレは図書室で見かけた『人間不平等起源論』という本を無む性しように手に取りたくなった。


「悪いね、瀬木。魅み夕ゆうの勉強を見てくれるなんて」


　学校からオレを連れてきてくれた黒川は、そう言って隣となりの部屋のドアを開けた。


「僕の部屋はここだから、何かあったら大声で呼んでくれれば助けに行くよ」


「ああ、うん、サンキュー」


「ちょっとぉ、お兄ちゃん！　普通は逆でしょ～！　ミュウは女の子なんだからぁ～」


「じゃあ、そういうわけだからよろしく頼たのむよ」


「……ああ、うん」


　ミュウちゃんの抗こう議ぎを完全無視して、黒川は自分の部屋に入る。


「もぉ～～っ！」


　そんな兄に憤ふん慨がいしつつも、彼女の目はなぜか爛らん々らんと輝いていた。


「じゃ、じゃあ、ミュウちゃん、今日から家庭教師のバイトということで、どうか一つよろしく……」


「はぁ～い！」


　元気よく手を上げた彼女は、レースのたっぷりついたピンク色のカーテンの後ろから、何やら隠かくしていたものをガサゴソと取り出す。


「じゃ～ん！」


「そ……それは！」


「秋あき葉は原ばらの人気メイド喫きつ茶さのメイド服、豪ごう華か三点セットでぇ～す！」


　白いフリルのエプロンをいくつも掲かかげ、ミュウちゃんは満面の笑えみを浮うかべる。


「どれにする～？　ナルナル！」


「ど、どれにするって……」


「好きなのから着ていいよぉ～」


「『から』って、結局全部着るのかよ！」


「あったりまえじゃ～ん！　カテキョーメイドさんになって、ミュウにおベンキョ教えてくれるんでしょ？」


「なんだその設定！　大体どうやって手に入れたんだ、それ……」


「いいからいいからぁ～っ！」


　すると、彼女はオレを力ずくでピンク色のベッドの上に転がし、馬乗りになって服を脱ぬがしにかかった。


「ぎゃあ────っ！　黒川ぁ────っ！」


「……あのぉ、ミュウも一応『黒川』なんですけどぉ～」


　ミュウちゃんが憮ぶ然ぜんとしてツッコんだとき、ノックとほぼ同時にドアが開いた。


「……た、助けて」


　私服に着き替がえた親友と目の合ったオレは、ヤツの妹にパンツ一丁にされて組み敷しかれたまま、引きつった笑顔で懇こん願がんした。


「魅夕……」


「だって、ナルナルが大人しく着替えてくれないんだも～ん！」


　やんちゃな声を上げる妹に嘆たん息そくした兄は、オレを見て言った。


「……時給を五百円上げてもらえるよう、母さんに交こう渉しようしてくるよ」


「えっ!?　ちょっ……」


　バタンとドアが閉まって、オレは絶望する。


「そういう問題じゃねーよ──────っ！」


　リボンとフリルとピンクな部屋に、半はん裸らの男の絶ぜつ叫きようがむなしく響ひびいた。





　　　　☆




　しかし、一時間後。


　本当に絶望したのは、オレではなくてミュウちゃんの方だった。


「……信じらんなぁい、ナルナルってばぁ～！」


　パニエのたっぷり入ったミニ丈たけのメイド服を着て、机に向かったミュウちゃんはツインテールを揺ゆらしながらペンを走らせていた。ロングスカートのクラシックなメイド服を身につけたオレは、縮こまってそれを見守る。


「ここはこの公式でしょお！」


「えっ？　あれ？　そ、そうなの？」


「じゃあ、このあとの式はわかるぅ？」


「えっ……えっと、こう、かな？」


「ちっがぁ～う、もう！　全然ちがうっ！」


　癇かん癪しやくを起こしてペンを投げ、彼女は大げさにため息をついた。


「はあ～……」


「な、なあ、ちょっと中学生の問題にしては難しすぎないか？　それとも、私し立りつの中高一いつ貫かん校ってそういうもんなのか？」


「だってうち、お嬢じよう様さま学校だけど進学校だも～ん。中学卒業までに高二の内容がほぼ終わるんだってぇ」


　……!?


「く、黒川ぁ……！」


　そういうことを、どうして先に聞いておかない……!?


「じゃあ普通に頭いいんじゃないか、ミュウちゃん……」


　これで中の下の成績なんだったら、オレなんか下の下の下の下だ。


「……ともかくぅ、はい！　じゃあ次はこれやるよぉ」


「ちょ、ちょっと待った。さっきの問題、どうしてこの答えになるんだ？」


「えっ？　だからぁ……あれ？　なんでだろ～。……あっ、そっか！　うんうん、わかったよ、ナルナル、ありがとぉ～！」


「え？　いえ、どういたしまして」


「だからね、これはぁ……ってことでぇ……」


「あっ、なるほど。そこでこれを使うんだな」


「あ、そうそう！　やるじゃ～ん」


「いい調子だな」


「これ解き終わったら、メイド服取り替えっこだからねぇ～」


「ラジャー！」


　教科によって多少の得手不得手はあったものの、結論から言うと、オレたちの実力はほぼ互ご角かくだった。ミュウちゃんは意外にも理系で、文系科目はオレの方ができたのだ。


　中三と互角っていうのが情けないけど、でも、ミュウちゃんの試験範はん囲いとオレの試験範囲はかぶっている分野も多く、互たがいに自分のわかったところを説明し合えたのはよかった。


「……はい、じゃあ着替えタイムだよぉ～！」


「おう！」


「今度これ着てみてぇ～。そっちのウィッグつけたら絶対ナルナルに似合うと思う～！」


「よし、まかしとけ！」


　オレたちはどんどん体育会系的なノリになってきて、段々互いの目も気にせずにバッサバッサとコスプレ衣装を取り替えるようになった。


　そうして、オレがまたしてもパンツ一丁、ミュウちゃんがブラとドロワーズ姿で服を交こう換かんしているとき、部屋のドアがノックされた。


「魅夕さん？　お茶をお持ちしたから成道さんと召めし上がったら？」


「げっ、お姉ちゃん……！」


　ミュウちゃんが青ざめた直後、ドアが静かに開く。


「……ど、ども」


　脱だつ帽ぼうするように頭から女性用カツラを外して挨拶したオレに、絢あや芽めさんが生ある者とは思えぬほど冷たい視線を注ぐ。
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　パチン、パチン！





「わたくしは将しようさんほど甘くありませんわよ」


　そうしてオレとミュウちゃんの左ひだり頰ほおにおそろいの手て痕あとをつけ、絢芽さんは「ああ、なげかわしい」と首を振ふりながら出て行った。


「それにしてもまた、一番間の悪いときに……」


　彼女の退室後、オレはミュウちゃんに渡わたされたメイド服を着て、元通り椅い子すに着く。


「緊きん張ちようしたら喉のど渇かわいたぜー、いただきます」


「あっ、ちょっと待っ……」


「ぶおほぉ───っ！」


　口から盛大に茶を噴ふくオレを、ミュウちゃんがあちゃーという顔で見る。


「それきっと、お姉ちゃんが点たてた苦～いお抹まつ茶ちやだよぉ……って、間に合わなかったね～」


「早く……言って……」


　げほげほとむせながら、そういえばやたらと緑色の濃こい茶が入った湯ゆ[image: ]のみを置く。


「何がなんだか散々だ……」


「仕方ないよねぇ～。何せお姉ちゃんは百年前の人みたいにお堅かたいからぁ」


「あー、うげぇ……」


　どんなに咳せき払ばらいをしても、まだ気管の辺りが苦いような気がする。


「……だけど、いいよな、キミんところ。なんとなく」


「ん？　何がぁ～？」


「姉兄妹きようだい三人、仲が良くてさ」


「え～っ、そんな良くないよぉ。見てればわかるでしょ～？」


「いや、仲いいよ」


　断言するみたいに、そう言っていた。


「……うちも三兄きよう弟だいで、にーちゃんと妹がいるんだけどさ、全然ミュウちゃんたちみたいな感じじゃないよ。特に兄貴とオレは仲が悪くて……悪いっていうか、オレが劣れつ等とう感持ってて近づけないっていうかさ。人間らしく扱あつかってもらえないのわかってるし」


「そうなのぉ～？」


「そうなの」


　深く頷うなずいてから、ふと考える。


「……でもさ、それって兄貴が悪いんじゃなくて、オレがいけなかったんだよな」


　訝いぶかしげなミュウちゃんの視線を感じながら、オレはほとんど独白のように呟つぶやいた。


「ちょっと前までのオレってさ、結局、自分に自信がなかったんだ。自信がないけど、自分ってなんかすげーって思いたくて、でも裏付けがないから、兄貴みたいにちゃんと結果を出してる人間の前に出たら、自分のメッキがはがれる気がして近寄れなかったんだ。そのくせ、自分の未熟さを認めたくないから、じーちゃんが兄貴の実力を買ってるのを見て『ヒイキだ』なんて言ったりして。今思うと最低だよな」


　思えば、オレはそういう自分を変えたかったんだ。人間的に成長して、兄貴やじーちゃんの前でも臆おくせずにいられる、そして彼らにも尊重してもらえる、一人前の人間になりたかった。


　だから、「じーちゃんを見返すために」なんて理由で聖☆ジュウへ入った。


　元日に神様の前で祈いのった、たった一つの願いもそうだ。


「……やっとわかったよ、オレ」


　確かに聖☆ジュウの存在はコンプレックスだったし、学園を変えたい気持ちは本物だ。でも、オレが本当に欲ほしかったものは、ヴィーナス賞そのものじゃない。オレは自分自身に、偽にせ物ものじゃない、本物の自信を持たせてやりたかったんだ。


　ヴィーナス賞はそのための目標、オレにとっての金メダルなんだ。


　──自信っていうのは、自分がした努力から生まれるものよ。天てん賦ぷの才にあぐらをかいただけの人間が、一体どんな自信を自分に持てるっていうわけ？


　そうだよな、莉子は本当に正しい。


　オレ、彼女に会えてよかった。彼女だけじゃない、絽美や黒川、石田や一晶、オレに自身の本当の評価を教えてくれた真ま弓ゆみ先生や味方になってくれた鬼おに沢さわ、ここにいるミュウちゃんや絢芽さんにだって、そして……雪菜にも。


　彼らと出会えたことで、オレは変わった。少なくとも、彼らを知るようになった今、オレは自分のことを「誰だれよりもすごい」だなんて思うことは絶対にない。


　オレは、ナルシストだから友達がいなかったんじゃない。友達がいないから、自分のことが一番大事な子ども時代のまま、ナルシストでいられたんだ。


「ミュウちゃん、オレ、頑がん張ばるよ」


　ぽかんとした顔のミュウちゃんに、オレはそう宣言した。


「ん～？　ミュウだって頑張るよぉ～？」


「……そうだよな」


　誰だってみんな頑張ってる。


　だったら、今まで頑張ってこなかったオレは、他人の二倍も三倍も努力しなきゃいけないんだ。


　まだ駄だ目めだ。まだオレは、揺るがぬ自信を持てる自分になっていない。


「あと一ヶ月、死に物狂ぐるいで頑張るぞ」


　そう言ったオレを見て、ミュウちゃんはうれしそうに笑う。


「うん、一いつ緒しよに頑張ろうねぇ～っ！」


「ああ、よろしく頼たのむ！」


「じゃあ、このページ終わったらミュウのお気に入りの水玉ニーソ穿はいてね～！」


「おうよ！　水玉だろうがタマタマだろうがなんだって来いってもんよ！」


「やだ～、ナルナルってばヒワイ～っ！」





　そんな風にして、オレはその日から、ミュウちゃんと一緒に勉強するようになった。





「……瀬木、今日も帰らなくて大だい丈じよう夫ぶなのかい？」


　バイトの時間は終わっても、オレは黒川家でしばしば居残り勉強をした。


「……ああ、もうこんな時間か」


　ドア越ごしに声を掛かけられて、時計を見るともう午前一時だった。隣となりのミュウちゃんはいつの間にか、机にほっぺたを押しつけてすうすう寝ね息いきを立てている。


「じゃあ、キリのいいとこで終わらせるな。先寝てていいよ」


　さすがにミュウちゃんの部屋で一晩過ごすのはマズイので、泊とまるときは黒川の部屋に置いてもらうことにしている。


「あまり無理はしない方がいいよ。わからない問題があったら、僕も一緒に考えるから」


「ああ、ありがとな」


　そう答えながら、オレはカリカリとシャーペンを動かす。


　でも、無理をしなきゃ駄目なんだ。


　だってそうだろ？　オレは今まで随ずい分ぶん怠なまけて生きてきたんだ。だから、ここでちょっと無理をしたって、それは無理ではないはずだ。


　むしろ、ここでやらなきゃいつやるんだ。


　自分にそう問いかけて、ぐっとペンを握にぎり直した。




　第五章　蛇へびの腹から旅立つオレ







　最後の暫ざん定ていヴィーナス発表は、二月末日にあった。


　結果は、やはり絽ろ美みだった。暫定ヒーローの黒くろ川かわと共に、最初の発表から男女どちらも変わらなかったことになる。


　そして三月に入り、学年末試験がやってきた。





「終わった……」


　試験期間最終日、最後のテスト時間の終わりを告げるチャイムが鳴ると、オレはシャーペンを置いて脱だつ力りよくした。


　今まで受けた定期試験の中では、一番の手ごたえだった。


　ふと隣の席を見ると、雪ゆき菜なは緊張気味に唇くちびるを嚙かみ、真しん剣けんな目で解答用紙を見つめている。


「……どうだった？　試験」


　用紙の回収が済んでから話しかけると、彼女はオレに微笑ほほえんだ。


「最善は尽つくしました」


　その顔は明るく、晴々として見える。


「そうか、よかったな」


「瀬せ木きくんは、どうですか」


「オレもだよ」


　オレもきっと、彼女と同じような顔をしているだろう。そう思って誇ほこらしいような気持ちになった、そんなタイミングでのことだった。


　絽美から、一通のメールが入っているのを発見した。





　テストお疲つかれ！　話したいことがあるので、今日の放課後、部室で待ってます。





「えっ？」


　思わず、周りをきょろきょろする。


「どうしましたか？」


　雪菜に聞かれて、オレは首を振った。


「いや、なんでもない」


　絽美が話……って、なんだ……？





　　　　☆




「……あっ、成なる道みちくん、来てくれたんだ」


　言われた通り、オレは終礼が終わると手芸部の部室へ赴おもむいた。絽美はすでに室内にいて、新しん歓かん用のパッチワークを縫ぬう作業に勤いそしんでいた。


「絽美、話って……」


　気が急せいてこちらから切り出すと、彼女は布を置いて椅い子すを立った。


「うん、あのね……」


　そのまま歩いて、窓まど際ぎわへ向かう。冬の陽気を残した灰色に重たい景色を背にして、絽美はオレを見つめた。


「投票日、私の名前を書かないで欲しいの」


「……えっ……？」


「私、たぶんヴィーナスじゃないよ」


　オレの困こん惑わくを解こうとしてか、彼女は幾いく分ぶん優やさしい表情になった。


「テスト、大失敗しちゃった」


　オレは何を言っていいかわからない。黙だまっていると、絽美は自分から話し出した。


「私ね、文化祭のあとからずっと、勉強に集中できなかったんだ。一月なんか特にひどくて。二月の後半くらいから、ようやく立ち直ってきて勉強のペースが戻もどってきたんだけど、怠けてた分は取り戻せなくてね」


　彼女がどういう理由で勉強どころではなかったのかは、たぶんオレが知っていることでいいんだろう。夢のことと、オレのこと。公園で話したことを思い出して、そう考えた。


「ひどかったな、今回のテスト。解答用紙にあんなに空白作ったの初めて」


「で……でも」


　そこで、オレはようやく言葉を発することができた。


「絽美は今までずっとよく勉強してきてたろ？　今回ちょっと勉強しなかったくらいで、そんな大おお幅はばに成績が下がるなんてこと……」


「あるよ」


　きっぱりと答え、彼女は腹をくくったように口を開く。


「私、本当はそんなに頭良くないもん。今までいい成績が取れてたのは、絶えず一生けん命勉強してきたからで、一いつ瞬しゆんでも気を抜ぬいたら置いてかれるってわかってたんだ」


「そんなこと……」


「あるんだよ。知らないでしょ？　私、聖☆ジュウの入試、補欠合格だったんだよ」


「……えっ」


　二の句が継つげなくなったオレに、絽美はようやく安心したように笑った。


「一年のときから必死になって上位を狙ねらってたのも、もし学校推すい薦せんが獲とれなかったら、自力でいい大学に受かる自信がないからなの。莉れい子こちゃんや黒川くんとは違ちがうんだよ」


　知らなかった。


　オレの知る絽美は……と考えて、はっとした。


　──私は？　私は一体、何ができるの？


　あの日、彼女から投げかけられた問いに、オレは答えることができなかった。でも。


「……知ってたよ、オレ」


　やっと、言ってあげられると思った。


「確かにそれは知らなかったけど、絽美が人並み外れた頑張り屋だってことは、ずっと知ってた」


　俯うつむいていた絽美が、再びオレの方を見る。


「去年のゴールデンウィーク、ファーストフードで会ったときがあったじゃないか。連休中なのに絽美はずっと勉強してて、オレに勉強の仕方までアドバイスしてくれて、そのときからずっと、絽美は単に頭がいいからいい成績が取れてるんじゃなくて、そのために人一倍努力してるんだってわかってたよ」


　成績がいいだけのヤツだったら、他にいくらでもいると思う。だけど。


「その頑がん張ばりは『平へい凡ぼん』じゃない、絽美は立派に個性的だよ」


　絽美はオレを見つめ、しばらく指先一つ動かさなかった。


「……ありがと」


　やがて口元を綻ほころばせ、彼女は囁ささやくように言った。


「私、これからはまた勉強に集中するよ。十の実力で百の結果を出すには、十の力全部を使って十倍の努力をしなきゃいけないんだって、身をもってわかったから」


「絽美……」


「あっ、でも勘かん違ちがいしないでね。もう二度と恋こいなんかしないとか、そういうこと言うつもりじゃないから」


　オレの反応を見た彼女が、慌あわてたように手を振ふる。


「今はまだ一つのことしかできないけど、地道に努力を続けていけば、いつか自分自身のキャパシティが広がると思うの。そうしたら、自分のやるべきことをやって、恋れん愛あいする余よ裕ゆうも出てくると思うんだ」


「……もう、決めたんだな」


　彼女が予想以上にすっきりした様子で語るので、オレは複雑な気持ちをこらえて呟つぶやいた。


「うん」


　絽美は明るく頷うなずく。


「……成道くん、私ね、高校のうちに留学したくて」


「えっ!?」


　突とつ然ぜんの爆ばく弾だん発言に、オレは目をむく。しかし、彼女はすぐに笑って言った。


「っていうか、したかったんだ」


「……へ？」


「結局やめることにしたの。来年度の交こう換かん留学の手続きには間に合わなかったし、私費留学だとお金がかかりすぎるから、うちには無理で。奨しよう学がく金きんの制度もあるけど、それほど充じゆう実じつしてるわけじゃないし。でも、一月に勉強が手につかなかったのは、そのことで親と喧けん嘩かしたり、莉子ちゃんのお母さんに相談に乗ってもらったりして、色々ごたごたしてたからっていうのもあったの」


　しかし、そう語る彼女の顔つきには、無念そうなものが残っている。


「絽美……。英語のこと、そんなに真剣に考えてたのか」


「それはそうだよ」


　足元に視線を落とし、彼女は両手を後ろで組んだ。


「中学のときから、一番時間をかけて勉強してきたんだ。それが全然使い物にならなくて。莉子ちゃんのお母さんはすごく親切で、いつも快くレッスンに付き合ってくれるけど、日本語で喋しやべっても理解してくれるからつい油断しちゃうし、練習量も足りないじゃない？　それは英会話教室とかに行っても同じだと思うけど……」


「大学に入ってからじゃ、駄だ目めなのか」


「大学に入ったら、すぐにアナウンススクールに入って就活のための勉強に専念したいんだ。だから、留学するなら高校のうちかなって」


　彼女の口から滔とう々とうと語られる説明で、オレは絽美がいかにこのことについて考えていたのかを知った。


「でもね、いいんだ。今からってなるとみんなと一いつ緒しよに卒業できなくなっちゃうし、聖☆ジュウでは単位の互ご換かんが認められてないから休学しなきゃならないし……」


　そのとき、オレの頭の中で電光石火にひらめいたことがあった。


「……絽美。さっきオレに、投票日に絽美の名前を書くなって言ったけどさ」


「うん？」


　おそらく話題が変わったと思った絽美は、ちょっと怪け訝げんな表情でオレを見つめる。


「それなら、絽美は誰だれの名前を書くつもりなんだ？」


「……書かないよ」


　伏ふし目がちになって、彼女は答えた。


「私、今誰にも恋してないもん。だから……」


「わかった、じゃあさ」


　彼女の言葉を待っていられなくて、オレは興奮気味に口を開く。


「黒川の名前を書くんだ」


　絽美は顔を上げ、驚おどろきとも不ふ審しんともつかない瞳ひとみでオレを見た。


「え……？」


「ヒーローはきっとアイツだ。黒川と両りよう想おもいになれば、絽美はヒーロー賞を獲れる」


　自分の思いつきを伝えたくて、早口でまくしたてた。


「そうしたら絽美は学園に願い事を叶かなえてもらえるんだ。留学のお金でもなんでも出してもらって、単位も認めてもらって、手配とかも何もかも全部、絽美に都合のいいようにやってもらえばいい。オレよくわかんないけど、私費留学？　なら、今からでもなんとかなるんだろ？　それに学校推薦のためにも、カップル試験に合格した方が、成績が上がって有利になるじゃないか」


　絽美は大きい目をいっぱいに見開き、口までもをぽかんと開け、オレの話を聞いていた。それから、はっとしたように目を逸そらす。


「……できないよ」


「どうして」


「だって……」


　片かた腕うでをもう片方の手で支え、自分を抱だきしめるように小さくなる。


「黒川くん、私のこと……。そんな他人の気持ちを利用するみたいな……」


「大だい丈じよう夫ぶだよ、絽美」


　オレが思い出していたのは、初はつ詣もうでのときのアイツの言葉だった。


　──好きな人の夢を、自分が叶えてあげられるんだ。僕が瑞みず本もとさんの立場だったら、喜んで君に利用されるよ。


　あのときヤツが言った絽美の立場は、正に今のアイツ自身の立場じゃないか。


「黒川なら大丈夫だ。絽美のことを好きだからこそ、絽美の力になれれば本ほん望もうだよ。それにアイツはバカじゃないから、絽美が自分の気持ちや考えをきちんと話せば、絶対にわかってくれる。オレが保証するよ！」


　言い終わってから、部屋の空気がビリビリと震ふるえるような大声だった。


　絽美は再び固まったようにオレを見つめ、それから、ふっと顔の筋肉を弛し緩かんさせた。


「……いい友達だね、二人は」


「え……？」


　意味がわからず見つめ返すと、絽美は窓沿いをオレから離はなれるように二、三歩歩いた。


「成道くん、私のバレンタインのチョコ、黒川くんからどういう風に言われてもらった？」


「え？　えっと……、絽美から、オレにあげてくれって言って渡わたされたって……」


「違うんだよ、それ」


　こちらを振り向いて、彼女は立ち止まる。


「私、朝からずっと迷ってたの。成道くんに渡すか渡さないか。一応チョコのお菓か子しは作って持ってきたけど、色々あったし、渡さない方がいいのかなって半分以上思ってた。それで結局渡せずに放課後になっちゃって、クラス委員会のとき、黒川くんにその話をしたの。ひどいかなって思ったけど、それでもよかったらもらってって言うつもりだったんだ。そうしたら、今から自分が成道くんに渡してくるって言ってくれて……」


「そうだったのか」


　あのときの絽美の気持ちを推おし量りかねていたオレは、それで合が点てんがいった。




[image: ]


「私なんかからもらったら、成道くん、迷めい惑わくかなって思ったの。チョコレートは雪菜ちゃんや莉子ちゃんからももらうだろうし、ホワイトデーのお返しは一人にしか返せないから、逆に困らせちゃうかなって。暫ざん定ていヴィーナスは今のところ私だから」


「そんなこと……」


「うん、『そんなことない』って、黒川くんも言ってくれた」


　爽さわやかに微笑ほほえんで、絽美は言った。


「私もいつか、黒川くんみたいに、成道くんのいい友達になれるといいな」


　真昼の陽ひの光を浴びて、彼女は日だまりのように笑う。


「恋じゃなくても、大好きでいていい？」


　そう言って差し出された手は、相変わらず子どもみたいに小さいけれども。


「うん……、」


　その先の言葉は、今はまだ言えなくて[image: ]のみ込んだ。


　オレも、大好きだ、絽美。


「ありがとうな」


　出会った頃ころより少し大人びたように見えるその手を、オレは力強く握にぎった。





　　　　☆




　学年末試験が終わると、一週間の試験休みが与あたえられた。次に登校するのはテスト結果の発表がある三月十四日で、つまり、それはカップル試験最後のイベントにして投票日の前日、ホワイトデーになる。





　ホワイトデー当日の朝、教室に入ったオレは「ん？」と思った。何かいつもと違ちがう感じがして、その原因を探さぐる。


　そうだ、雪菜が席にいない。今やオレは登校すると彼女の姿をチェックするのが自然な習慣になっており、それで違い和わ感を覚えたのだった。


「オレ、早すぎたのかな……？」


　そう思って時計を見るが、いつもと同じ予よ鈴れいギリギリの時間である。


「よぉ、成道」


　そのうち、石いし田だまでもがやってくる時間になってしまい、オレはおせっかいにも心配になった。


　まさか、休みなんてことはないよな……。


「成道、おまえ今日、誰にやるんだ？」


「え？」


「ホワイトデーのお返しのことに決まってんだろうがよ」


「……ああ、うん」


　オレも今、そのことを考えていたのだ。


　明日はついに投票日。泣いても笑っても、今日が試験最後の日だ。


　そして、オレはまだ彼女に自分の気持ちをちゃんと伝えていない。


「オレは……」


　言いかけたとき、教室の空気がふわっと浮うき立った。その理由を探して、入口に目を留める。


「……雪菜」


　教室に入ってきた彼女は、いつもと様子が違っていた。


「おっ、ミニスカじゃねぇか」


　石田の呟きで、それがオレの目の錯さつ覚かくでないことを確信する。


　雪菜の制服のスカートから、すらりと細い太ももがのぞいていた。以前の短い白しろ靴くつ下したの代わりに、紺こんのハイソックスが膝ひざ下したを覆おおっている。サイズを買い替かえたのか、上のセーラー服もぴったりと体に沿い、魅み惑わく的な巨きよ乳にゆうと細い腰こしを健康的なセクシーさで浮き彫ぼりにしていた。


　たったそれだけのことなのに、彼女の印象は見違えるほど垢あかぬけた。


「すげぇ今っぽくなったじゃねぇか」


　石田が口笛を吹ふきかねない勢いで言い、オレは教室中の男の視線を集める彼女をドキドキと見つめる。


　頑がん張ばったんだな、雪菜。


　──わたし、ヴィーナスになりたい。


　彼女がどんな思いで、素す足あしにミニスカートを穿はいて家を出たのか。臨海学校にだって、あんな競泳用水着を持ってきた彼女なのに。


　そう考えて、オレは密ひそかに決意を固める。


「よし」


　今度はオレが、勇気を出す番だ。





　　　　☆




　学年末テストの成績順位は、すべてのテスト用紙が返へん却きやくされたホームルームのあと、いつものように廊ろう下かに貼はり出された。


「……おおお……」


　蛇へびのように長々としたその用紙を最後からたどりながら、オレは興奮の声を漏もらす。


　ない。オレの名前がない。いつもだったら蛇の腹辺りで現れるはずの名前が、定位置を越こえてもなかなか見当たらない。


「どこだどこだ……」


　同じく結果発表に群がっている同級生たちを避よけながら、前の方へ進んでいく。そしてついに、慣れ親しんだ四つの漢字を見つけた。


「おおおっ……！」





　十一位　瀬木成道





「十一位……！」


　こんな順位、生まれて初めてだ。


　微び妙みように、中ちゆう途と半はん端ぱな数字ではあるが……。


「箱根駅伝だったら完全にガッカリな順位だよ……」


　上位の顔ぶれを確認すると、莉子と黒川のワンツーフィニッシュはいつも通りだが、絽美の名前はオレより上には見当たらなかった。その代わり……。





　七位　妹せ尾お雪菜





「すげぇ、雪菜……」


　そう呟つぶやいたとき、すぐ前にいた女生徒が振ふり向いた。


「瀬木くん」


　それは雪菜本人だった。彼女は手にノートを持ち、何やら結果をメモしている様子だ。


「すごいじゃないか、雪菜」


「ありがとうございます」


「箱根なら余よ裕ゆうでシード権獲かく得とくだよ！」


　まだ駅伝を引きずっているオレに、顔を赤らめた彼女は微笑んで答えた。


「……瀬木くんだって」


「いや、オレは……アハハ」


「サッカーだったら、スターティングメンバーですよ」


「…………」


　すぐに「そうか」と切り返せないほど、オレは彼女にときめいてしまって。


「雪菜、オレちょっと話が……」


「わたしも」


　思い切って切り出してみると、彼女は同じことを言おうとしていたかのように頷うなずいた。


「わたしもです、瀬木くん」





　　　　☆




　オレたちがやってきたのは、放課後の理科室だった。まだ午前中で校内は活気に満ちているものの、指定部活動日ではないし、こういう教室に生徒が来ることは少ない。


　実験用の四人テーブルに、いつものように向かい合わせに座る。すると、雪菜はさっきメモを取っていたノートを机に広げた。


「瀬木くん、これを見てください」


「……なんだ、これ？」


　そこに書いてあったのは、無数の苗みよう字じらしき漢字と何かの数字だった。よく見ると、その名前はうちの学年の女子のものだ。


「ヴィーナスを予想するため、わたしなりに計算してみたんです。カップル試験の評価項目のうち、わたしたち生徒が客観的な評価を知ることができるのは『成績』だけです。だから、一学期末の試験結果をメモしておいて、それを九月に発表されたランキングの中間発表と照らし合わせてみました。その結果……」


　そう言って、彼女は取り出したシャーペンで、ノート上の名前を指した。


「恵え比び寿すさんは瑞本さんに比べて、成績上のアドバンテージが五ポイントあります」


「ポイント……？」


「計算の便べん宜ぎ上じよう、わたしが割り振った点数なんです。単純に学年順位を得点化しただけですが、比ひ較かくの上での信しん憑ぴよう性せいはあると思います」


「ふむふむ」


「でも、瑞本さんのランキングは恵比寿さんを抑おさえて一位でした。ということは、瑞本さんは恵比寿さんよりも、『容姿』『性格』の合算ポイントを六以上多く持っていることになります」


「なるほど……」


　ノート上の名前には、「上の下」から「上の上」までのグループ分けが記されていた。いつの間にこんな記録を取って計算をしていたのかと、彼女の緻ち密みつさに感心する。


「……瀬木くん、瑞本さんの今日の結果、見ましたか？」


「いや……」


　そういえば、彼女の名前は一体どこにあったのだろう。少なくとも、オレがきちんと見ていた上位三十番以内にはなかった。


「……ヴィーナスは、恵比寿さんだと思います」


　それだけ言って、雪菜はペンを置いた。


「……ちょ、ちょっと待った」


　色々なことを考えて、オレの頭はこんがらがる。


「ヴィーナスの可能性ってその二人だけなのか？　絽美でも莉子でもない娘こがヴィーナスだって可能性は？」


「もちろんありますが……」


「たとえば、雪菜とか」


　オレの言葉に、彼女は大きくまばたきをした。


「わたしは……」


　目を伏ふせた彼女が見たのは、ノートの上の「妹尾」の文字だった。彼女の名前は、グループ分けの「上の中」の中にある。


「……わたしと恵比寿さんの間には、六ポイントの差があります。どんなに客観的に考えても、わたしが『性格』と『容姿』の合計で恵比寿さんに勝まさっているとは思えないんです。しかも六ポイントも……」


「六ポイントも……って」


　いかんとも言い難がたいわかりにくさなのだが、彼女の言いたいことは伝わった。


「イイ娘だもんな、あの娘……」


「はい」


　力強く頷いて、彼女は沈ちん黙もくする。


「……そのスカート丈たけ、よく似合ってるよ」


　なんだか気まずい雰ふん囲い気きになってしまったので、オレは話題を変えた。


「……後こう悔かいはしたくなかったんです。やれることはやろうと思って」


　照れたようにペコリと礼をしてから、雪菜は顔を上げた。


「獲とれるといいですね、ヴィーナス賞」


　オレの好きな、優やさしくて温かい、どこか寂さびしそうな笑え顔がおだった。


「雪菜、オレ……」


　だから急に胸がドキドキして、あんなに言おうと決意していた言葉が胸につかえた。


「……オレ、キミの名前を書きたい」


　喉のどの奥で、心臓が大きく波打つのがわかった。





「……好きなんだ、雪菜のことが」





　締しめ切った窓を通して、グラウンドから運動部のかけ声が聞こえてくる。廊下では、女生徒たちのにぎやかな笑い声がこだましていた。


　雪菜はオレを見つめたまま、微び動どうだにしなかった。その顔は驚おどろいているというよりも茫ぼう然ぜんとした様子で、オレは自分の激しい鼓こ動どうを聞きながら、その時間に耐たえた。


「……うそ」


「うそじゃない。この前言っただろ？　オレ、雪菜に感謝してるんだ。ずっとオレのこと見ていてくれて、支えてくれて。気がついたらシャレにならないくらいハマってた」


　真っ赤になって目を逸そらす彼女に、オレは力いっぱい言った。


「好きだ。大好きだ！」


「うそ！」


「うそじゃない！」


　雪菜がガタッと席を立つので、つられたオレもムキになって立ち上がった。その勢いで椅い子すが倒たおれ、背後でガタタンッと激しい音がする。


「オレは、妹尾雪菜のことが大好きだあ──────ッ！」


　喉も裂さけよとばかりに、思いきり叫さけんだ。


　赤い顔の雪菜は、肩かたを上下させながら首を振った。


「うそ……、うそ、瀬木くん……」


「おい、何を騒さわいでいる！」


　そのとき、ガラッと理科室のドアが開いた。


「……!?」


　オレたちは、同時にそちらを見る。


「なんだ、おまえらか」


　今日もジャージ姿の体育教師・鬼おに沢さわは、オレたちを見ておどけたように眉まゆを上げた。


「青春もいいが、大たい概がいにして帰るんだぞ」


　ハッハッハと笑い声を立ててドアを閉め、ヤツは足音も高らかに廊下を去っていった。


　それを見届けたオレは、再び雪菜と見つめ合う。オレたちは、すっかりばつの悪い顔になっていた。


「……帰るか」


　倒した椅子を起こしながら、オレは言った。


「はい」


　俯うつむいた彼女は、スカートを直しながらそう答えた。





　　　　☆




「……傷、あんまり目立ってなくてよかったな」


　駅までの帰り道、オレたちに会話はなかった。何を言っていいかわからなくて、左を歩く彼女の脚あしを見る。


　雪菜のスカートからは、傷の先せん端たんがほんの数センチのぞいている。さすがに何かの拍ひよう子しでスカートが翻ひるがえると、ぎょっとするくらいの縫ぬい痕あとが見えてしまうけれども、普ふ通つうに歩いている分にはほとんど気にならなかった。


「……はい」


「誰だれかに言われたか？　脚のこと」


　隣となりの頭が、ふるふると横に揺ゆれる。


「そうか」


　それから再び無言の時間が流れた。


　彼女が次に口を利いたのは、駅の改札でのことだった。


「えっ、瀬木くん……？」


　オレが同じ方面のホームに向かうので、オレの最寄り駅を知っている彼女が不思議がったようだった。


「ああ、今日はこれから黒川んちに行くんだよ」


「……そうですか」


　それでまた、だんまり。


　駅に着いてからも、オレたちはしばらく黙だまって歩いた。


「……じゃあ、わたしはここで」


　少しして、とある十字路に来たときに、雪菜はそう言って立ち止まった。


「ああ、うん」


　けれども、なんとなく名残なごり惜おしくて、足がなかなか先に進まない。


「……瀬木くん」


　そのうち、彼女が思いつめたような顔つきで口を開いた。


「明日は、恵比寿さんの名前を書いてください」


「……彼女がヴィーナスだって保証はないよ」


「でも、わたしよりは確率が高いです」


　雪菜は頑がん固こで生き真ま面じ目めだ。それは、彼女の幼なじみとよく似ている気がする。


　オレとは全然違ちがうのに、なんでだろう。それとも、違うからかな。


　彼女と一いつ緒しよにいると、オレはとても安心するんだ。


「……オレ、思ったんだよ」


　ちゃんと聞いてもらえるよう、なるべく落ち着いた口調で言った。


「ヴィーナス賞はオレの目標だったけど、それは頑がん張ばった結果についてくるご褒ほう美びみたいなもので。テストとかもそうだと思うけどさ、本気で受かろうと思わなきゃ、一生けん命勉強しないじゃん？　でも、もし落ちたって、その努力がムダになるわけじゃなくて……」


「それはすでに結果が出て、落ちてしまった人のためにある言葉です」


　静かにきっぱりと、彼女は言う。


「瀬木くんは、これから挑いどもうとしている人です。だったら、少しでも確率の高い方に賭かけてください。恵比寿さんはたぶん、瀬木くんの名前を書いてくれるんですから」


「……だから……なんだよな」


　オレはしみじみ呟つぶやいた。


　それは、絽美が黒川の名前を書くのとはわけが違う。オレには他に好きな女の子がいて、莉子とはあんなことがあって、今ようやく新しい関係を結び直したところなんだ。


「……ヴィーナスが誰かは、最後までわからない。だから、オレは自分の本当に好きな人の名前を書くよ。そうじゃないと、彼女にも失礼だ」


　今度は、雪菜も黙って聞いてくれていた。それを見て、オレはふと不安に駆かられる。


「それとも、雪菜は明日、オレの名前を書いてくれないのか……？」


　俯いて地面を見つめる彼女は、しばらく無反応だった。


「……知りたいですか？」


　ようやく顔を上げた雪菜は、真しん剣けんなまなざしでオレを見つめる。


「うん、知りたい」


「じゃあ、耳を貸してください」


「お、おう」


　それで、オレは彼女に近づいた。


「恥はずかしいので、目をつぶってください」


　えっ？　と思ったものの、気が逸はやっていたので、言われた通りに目を閉じる。


　雪菜は何をオレに言おうとしているんだ？　もしかして、本当にオレの名前を書いてくれないのだろうか。


　なかなか耳打ちが来ないので、ドキドキして色々なことを考える。そのときだった。


　肩にそっと手をかけられ、何かがふわりと唇くちびるに押し当てられた。


「……!?」


　温かくやわらかい感かん触しよくに驚いて目を開けると、目の前に雪菜の伏ふせたまつげがある。


　やっと、これがどういう行こう為いなのか理解しかけたときには、彼女はオレから離はなれて目を開けていた。


「……キス、しちゃいましたね」


　恥ずかしげに囁ささやいた瞳ひとみから、涙なみだがこぼれ落ちた。


「これでわたしたち、お互たがいの名前を書いても両りよう想おもいにはなれません」


　彼女に言われて、オレは修学旅行のときのことを思い出した。


「あっ……！」


　カップル試験の規則「試験期間中には、いかなる異性とも恋こい人びととしての既き成せい事実を作ってはならない」により、唇同士のキスは即そつ刻こくアウト。その二人は投票日に互いの名前を書くことを認められなくなるのだ。
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「瀬木くんの気持ち、夢みたいです。さっきはあんな態度を取ってしまったけど、うれしくて、バチが当たりそうなほど幸せで……。だから、わたしはそれだけで充じゆう分ぶんなんです」


「雪菜……」


「獲とってください、ヴィーナス賞」


　濡ぬれた瞳で微笑ほほえむと、彼女はそっと踵きびすを返した。


「瀬木くんの成功をお祈いのりしています」


　短めのスカートが翻り、彼女は脚の傷をさらして走っていく。タッタッという軽い足音は、オレの耳にいつまでも残っていた。





　何してるの、ナルナル～！　早く迎むかえに来てよお～！　ユッキーナへのプレゼント買うんでしょ？　ミュウちょ～楽しみにしてるんだから～！





　ミュウちゃんから来たメールを確認し、オレはケータイをポケットにしまう。


　胸がドコドコ鳴り、全身の血が沸わいているかのように熱い。


「だ、ダメだ……」


　歩いていられなくなり、オレは近くの家の壁かべにもたれて道みち端ばたにしゃがみこんだ。


　この短時間にもう何度思い返したかわからないほど、さっきの情景が、雪菜の唇の感触が、繰くり返し心に再生される。


　──獲ってください、ヴィーナス賞。


「獲りたいよ、そりゃ……」


　色々な想いが胸をよぎった。去年の四月、自信を持って友達と呼べる人が一人もいなかった「中の下」のオレの、無む謀ぼうにもほどがある挑ちよう戦せん。


　絽美の、莉子の、そして雪菜の、笑顔も泣き顔も、全部の思い出が、オレをあの頃ころから成長させてくれた。


　天を仰あおぐと、三月の空には鳥の群れがどこかへ向かって飛んでいる。


「……うん、決めたぞ」


　やっぱり、オレはそういう風にしか生きられない。


　覚かく悟ごを決めて立ち上がったオレは、のろのろと黒川家に向けて足を進めた。





　ついに明日。決戦の日が、とうとうやってくるんだ。





「よし、勝負だ、じーちゃん！」




　エピローグ１　カップル試験から旅立つオレ







　そうして投票日がやってきて、長いようであっという間だったカップル試験が終しゆう了りようした。





　翌日の結果発表の日、校庭には二年生全員が集められた。


「皆みなの者～！　カップル試験お疲つかれさ魔ま法ほう少女～！」


　声も高らかに朝礼台に現れたのは、例によって瀬せ木き理事長、オレのじーちゃんだ。じーちゃんには珍めずらしく、今日は背広にネクタイなど着けて真面目な服装をしている。


「早さつ速そく結果発表を行う！　皆、自分の結果が気になって仕方ないじゃろうが、まずは各賞の受賞者の発表を校長から行ってもらうぞい」


　来た、とオレは身を固くした。


「大だい丈じよう夫ぶかよ、成なる道みち」


「お、おう……」


　まだ何分も立っていないのに、緊きん張ちようしすぎて足元がフラフラする。クラスごとに並んでいるので、近くにいた石いし田だがさすがに心配そうに声を掛かけてきた。


「皆さん、ごきげんようザマース」


　そこで朝礼台横のマイクスタンドに立ったのは、校長でオレの叔お母ばの、瀬木マリーヌ……というか、淳じゆん子こおばさんだ。今日は彼女も黒いドレスにまとめ髪がみとかしこまった装よそおいをしているものの、装そう飾しよく品ひんは相変わらず派手で化け粧しようも濃こく、一周回って年ねん齢れいどころか性別すら不ふ詳しような感じに仕上がっていた。


「それではまず、ヒーロー賞の発表に先さき駆がけて、ヒーローを発表するザマス」


　校長が手元の紙を広げて、マイクへ顔を近づける。


「今年度のヒーローは……」


　手に汗あせを握にぎり、その瞬しゆん間かんを待った。





「……二年Ｄ組、黒くろ川かわ将しよう」





　学年中から静かなどよめきが上がった。何度も暫ざん定ていで発表されていたし、みんなにとっても意外な名前ではなかったようだ。


「まあ、そうだよな……」


　むしろ、アイツがヒーローでなかったら、オレが抗こう議ぎしに行くくらいの気持ちだ。


「元気出せよぉ、成道。自分がヒーローじゃねぇからって落ち込むなよ」


「やっ、やめろよ、石田ぁ……っ！」


　みんなの目を気にして、オレは慌あわてた。まあ、でも、こうやって茶化した風にして、コイツはコイツなりにオレを気き遣づかってくれているんだと、今なら思える。


「そして、ヒーロー賞の発表ザマス。この賞は、ヒーローと両想い指名になった女子に与あたえられる賞ザマス」


　校長の声で、校庭は再び静かになった。


「該がい当とう者しやは……いるザマス」


　Ｄ組の辺りで、きゃあっという女子たちの悲鳴が聞こえる。





「同じく二年Ｄ組、瑞みず本もと絽ろ美み」





　興奮とも落らく胆たんともつかない悲鳴と雄おたけびが、全体から湧わき起こった。


「えっ、ヤダちょうお似合いなんだけど！」


「ウソウソ、いつから、いつから!?」


　オレの周りでも、女子が手を取り合って騒さわぎ出す。


「フェミ男お、知ってた？」


「そうだ、フェミ男、よく一いつ緒しよにお昼食べてたもんね？」


「お、おう……」


　急にイケてる女子たちにかまわれて、オレはたじたじになりながら頷うなずいた。


「……みんな、予備投票で瑞本絽美がおまえの名前書いてたのは知らねぇみてぇだな」


「まあ、他人なんてそんなもんだろ……」


　小声でツッコミを入れる石田に、そう返す。


　絽美、オレが言った通り、黒川の名前を書いたんだな。よかった。これで絽美の留学の夢はなんとか叶かなうだろう。


「……続いて、ヴィーナス賞ザマス」


　満足感に浸ひたって空を見上げていたオレは、校長の声で再び緊張した。


「ヴィーナスは……」


　息を詰つめ、拳こぶしを握る。とうとう耐たえきれなくなって目も閉じかけたとき、オレの耳に信じられない言葉が飛び込んできた。


「二年Ｃ組……」


　えっ!?





「……妹せ尾お雪ゆき菜な」





　おおっと低い歓かん声せいが轟とどろいた。男子の間でひそかにアイドルとして信しん奉ぽうされていた雪菜だけに、驚おどろきと興奮が校庭を駆かけ巡めぐった。


　そして、オレの驚きはそれ以上だった。


「……ここで残念なお知らせザマス。ヴィーナスと両りよう想おもい指名の男子は、いるにはいるザマスが、規則違い反はんにより両想いになる資格がないザマス」


　淳子おばさんの説明が、オレの心を鋭するどくえぐる。


「よって、今回のヴィーナス賞は該当者なし、ザマス」


　え～っ、と学年中が落胆した。


「誰だれだよ。なんだよ、規則違反って」


「名前だけでも教えろよ～」


　みんなの不満げな声を聞きながら、オレは足元の地面を見つめて啞あ然ぜんとしていた。さすがの石田も、もう何も言ってこない。


　こんな……こんなことって……。


「瀬木くん！」


　そのとき、列の間を縫ぬってこちらにやってくる女子がいた。


「雪菜……」


「ごめんなさい、ごめんなさい、わたし……！」


　雪菜はほとんど泣いていた。


「わたしが一昨日おととい、あんなことをしなかったら……」


「それは違ちがうわよ」


　そう声がして見ると、列の前方から真ま弓ゆみ先生がこちらにやってきていた。


「貴方あなたの、瀬木くんを思ってのあの行動がなければ、ヴィーナスは貴方の予想通りＡ組の彼女だったわ」


「えっ？」


　先生の言葉に、オレたちは顔を見合わせる。


「それって……」


「そう。上がったのよ、あれで。貴方のポイントが」


　周囲の生徒たちは、先生とオレたちの会話の意味がわからずポカンとしている。


「……さて、これで賞の発表は終わり……のはずだったのザマスが」


　そこで再び校長が喋しやべり出し、一いつ旦たんざわつきが収まった。


「今回のカップル試験では、試験史上初のとんでもないＭＶＰが生まれたザマス」


　そう言うと、彼女は紙から目を上げた。


「彼の四月の順位は男子で六十五番、☆スターランクは『中の下』。ナルシストで空気の読めない、困った生徒ザマした」


「おい……」


　石田が興奮気味にオレを小こ突づく。


「それが今、彼の最終順位は四位、ランクは『上の中』。この一年間で、実に六十一番も順位を上げたザマス。聖☆ジュウ創立以来行われてきた伝統あるカップル試験で、開始時の順位を五十番以上も上げた生徒は今までいなかったザマス」


　校長はもうはっきりとオレの方を見て言った。


「二年Ｃ組、瀬木成道。あなたの健けん闘とうをたたえて、ここに新しい賞『イカロス賞』を設け、あなたに授じゆ与よするザマス」


　ええええ──っ、と学年中から驚きの声が上がった。


「この賞はこれから、あなたに準じるほど順位を上げたりなど、カップル試験で飛ひ躍やく的に成長を遂とげた生徒を表ひよう彰しようするＭＶＰの賞とするザマス。しかし……」


　もったいぶって、校長は続ける。


「皆さんご存じの通り、成道は理事長の孫であり、あたくしの甥おいです。公正でないという声もあるかもしれないザマス。そこで、この賞に特典はなく、あくまでも栄えい誉よのみの賞ということでいかがザマス？」


　いかがも何も、そっちがそう言うならオレはどうしようもない。


「代わりといってはなんザマスが、今回は特別に、剝はく奪だつされた彼のヴィーナス賞の資格を与えるザマス」


「えっ……！」


　喜びかけたオレは、次の一言で再び失望した。


「もちろん、これも栄誉のみの授与ザマスが」


　げえーっ、じゃあ雪菜ちゃんの相手って瀬木なのかよ、と周りの男たちが騒ぎ出した。けれども、オレはそれで優ゆう越えつ感に浸っている心境じゃない。


　栄誉栄誉って、栄誉だけじゃ学園は変えられないんだ。


　オレが欲ほしかったのは……。


　そう思って、朝礼台のじーちゃんを見る。気のせいか、じーちゃんはオレを見てほくそえんでいるように見えた。


「……ということで、賞の特典はヒーロー賞を獲かく得とくした瑞本さんにだけ与えられるザマス。瑞本さんは後日、学園に希望する願いを……」


「すいません！」


　そのとき、生徒たちの間からよく通るかわいらしい声が上がった。続いて小さな人ひと影かげが集団を抜ぬけ出し、ちょこちょこと朝礼台の方へ走っていく。


　それは絽美だった。


「私のお願いは、もう決まっています。とても急ぐので、今聞いてもらってもいいですか？」


　そうだった。


　彼女は来年度の留学を希望しているので、準備は一刻を争うんだ。


「おお、いいじゃろう、いいじゃろう」


　そう言って鼻の下を伸のばしたのは、朝礼台の上のじーちゃんだ。


「言うてみなさい」


「はい、ありがとうございます！」


　ハキハキと聞き取りやすく、絽美はまるで一人前のアナウンサーのように言った。





「Ｃ組の瀬木成道くんを、この学園の理事長にしてください」





　一いつ瞬しゆん、校庭がシーンと静まり返った。続いて、爆ばく笑しようともどよめきともつかない反応が生徒の間に起こる。


「……本当に、そんなことでいいのかの？」


　じーちゃんは、思ったより落ち着いていた。


「はい！」


　絽美は力強く頷いた。


「私の本当のお願いは、それからきっと成道くんが叶えてくれるから」


　それを聞いて、じーちゃんはニタァと笑う。


「……よかろう。その望み、聞いた！」


　次の瞬しゆん間かん、オレの周辺で爆発的な歓声が轟いた。


「やったじゃねぇか、成道！」


「瀬木くん、よかった……！」


　その他の、なんとも聞きとれない祝福やら感かん嘆たんやらの声。中には罵ば声せいも混じっていたかもしれない。


　そんな中を抜け出し、オレは朝礼台の方へ走った。


「じーちゃん！」


「おお、成道」


　じーちゃんは懐ふところから扇せん子すを出し、生ぬるい春の空気を優ゆう雅がに煽あおって、この状じよう況きようを楽しんでいるように見えた。


「じーちゃん、いいのかよ!?」


「何がじゃ？」


「だってじーちゃん、オレのこと散々邪じや魔ましてたじゃんか！　オレを跡あと継つぎとして認めたくなかったんだろ？　なのに理事長だなんて……」


　すると、じーちゃんはフォッフォッフォと笑った。


「ワシの事業は手広いんじゃ。教育関係はオマエに、企き業ぎよう関係はオマエの兄に任せてみるのもいいかもしれんのう」


　そうして朝礼台から身をかがめ、空いている手でオレの頭を手て荒あらく撫なでた。


「……こヤツめ、いつの間にか人望までもを手に入れおって」


「じーちゃん……」


「なーんてね、鼻フック！」


「フガッ！」


　油断して涙るい腺せんを緩ゆるませかけていたオレは、まんまと鼻の穴に指をつっこまれて悶もん絶ぜつした。


「いいか、成道！　それでもワシの部屋のコスプレコレクションはやらんぞー！」


「いらねーよ、あんなの！」


「ほんとは欲しいくせに！　もう！　強がっちゃって！」


「いらねーって！　この変態クソジジイ……！」


　じーちゃんとこうやって遊ぶのは久しぶりだった。


　自分が変われば、他人だってこんなに変わる。オレの周りの人たちは、もしかしたらみんな最初からいい人だったのかもしれない。





　かけがえのない仲間や支えてくれた人たち、今までオレと出会ってくれたあらゆる人と、この試験にまつわるすべてのことに感謝して、オレはそんなことを思った。


　朝礼台に上って、じーちゃんに鼻フックをやり返しながら。




　エピローグ２　「中の下」から旅立つオレ







　春休みになって、オレは理事会から役職をもらった。それは「理事長代理代理」とかいうへんてこなものであったが、ちゃんと理事長に準ずる権限があって、一応理事会のメンバーとしても認められている。現役の生徒でなくなれば、ゆくゆくは理事長の後こう継けいになれるらしい。あくまでもじーちゃん談だから、もしかしたらあまりアテにはならないかもしれないけど。





「ふへー、今日も疲つかれた……」


　四月に入り、満開を迎むかえた校内の桜が散り始めたある日、オレは中庭にある桜の木の下に座って音ねを上げていた。


「まだ午前中が終わっただけよ？　そんなことでどうするのよッ！」


　そう檄げきを飛ばしてくれるのは莉れい子こだ。


「こんなことしてもぜってぇ役に立たねぇのになぁ……」


　オレの隣となりで、石いし田だも伸びている。


　オレたちの春休みは、カップル試験不合格者用の補習できれいになくなった。「恋れん愛あい力りよくを鍛きたえる」目的だというからもっとチャラチャラした補習かと思っていたのに、内容はほぼ体育と家庭科だ。オレたちは今日も朝から裏山をみっちりうさぎ跳とびさせられ、午後のメニューは運針だ。


　オレはヴィーナス賞をもらったはずだったが、それはあくまでも「栄誉」のみということで、成績に加算されるポイントだけはかろうじて合格扱あつかいになるものの、特典はないわ補習はあるわで、実質上は不合格だった。


　そして、それは雪ゆき菜なも同じだ。


「今日はから揚あげ作ってきましたから、これで午後も頑がん張ばりましょう」


「おっ、やったー！」


　雪菜がピクニック用の弁当箱を開けると、中から香こうばしい匂においをまとったきつね色のから揚げが現れる。


「いただきまーす！」


　オレたちは大合唱し、彼女の弁当箱に箸はしを伸ばした。


　補習が始まって一週間が過ぎた頃、毎日コンビニのパンとおにぎりばかりのオレと石田を気の毒に思い、雪菜がおかずを多めに持ってきてくれるようになった。それでそのうち莉子もご相しよう伴ばんに与あずかるようになり、今では彼女もご飯しか持ってこない。


「やっぱりおいしいわね。ショウガ入ってるわよね？」


「はい、けっこう」


「今度ワタシの家来たとき教えてよ。いい？」


「ええ、もちろん」


　莉子と雪菜が、そんなことを喋しやべりながらから揚げをつつく。


「ねえ、アンタ、看護師になりたいんでしょ？」


「はい」


「だったら、将来うちの病院に来なさいよ」


「えっ、いいんですか？」


「いいわよ。だってその方が楽しいじゃない」


「おっ、いいな～。オレも行きたい」


「病院はたまり場じゃねぇよ」


　調子に乗ったオレに、石田がツッコむ。


「あら、じゃあ成なる道みちは医者になったら？」


「えっ!?　ムリだよ、ムリ！」


「あっ、ステキですね、それ」


「でしょ」


　ニンマリ笑って、莉子が雪菜の耳に顔を寄せる。


「……時々は成道貸してね」


「えっ……！」


　それで雪菜が赤くなったのを見ると、莉子は愉ゆ快かいそうに笑った。


「なに想像してるのよ、おもしろい子」


　そうやってワイワイやっていると、校門の方から見知った二人がやってくるのが見えた。


「あっ、みんなだー！」


　オレたちに気づくと、絽ろ美みはこちらに走ってくる。


「いいな、から揚げ？　おいしそう！」


「お一ついかがですか？」


「いる、いる！」


「じゃあ口開けなさいよ、はい」


「あ～ん」


　それで口を開けた絽美に莉子がから揚げを入れてやり、絽美は幸せそうに頰ほおを押さえた。


「おいしい～！　私、雪菜ちゃんのから揚げ大好き」


　そんなことをやっているうちに、もう一人もこちらへ到とう着ちやくした。


「よう、黒くろ川かわ」


「やあ。みんな補習かい？」


「わかってんだろ、聞くんじゃねぇよ、勝ち組が」


「そうよ。アンタたちは何？　わざわざ学校にデート？」


「ちっがうよーう！」


　絽美に全力で否定され、後ろの黒川はちょっと苦笑いする。


「今日は午後からクラブ全体の部長会議なんだ。瑞みず本もとさんとは駅で会ったんだよ」


「そっか、もうすぐ新しん歓かんだもんな」


「はっえーなぁ。もう高三かよ」


「……あっ！」


　そのとき、いきなり莉子が叫さけんだ。


「いけないわ、今日の部長会のための生徒会資料、昼休みの間に会長のところへ持っていく約束だったのに……！」


「え？　会長？」


「四し条じよう先せん輩ぱいは卒業したから、莉子ちゃんが生徒会長になったんじゃなかったっけ？」


　疑問に思ったオレたちが、顔を見合わせたときだった。


「おーい、リコちゃーん！」


　校舎の方から聞き覚えのある声がして、オレたちは一いつ斉せいに上を見た。三階の窓から手を振ふっているその人は確かに、オレをいつか見事な腕うで前まえで縛しばり上げた四条先輩だった。


「遅おそいよ、リコちゃーん！　早くしないと、こっから飛び下りてもらいに行くよー!?」


「おっ、おやめください、先輩っ！」


　途と端たんに莉子は狼ろう狽ばいし、自分の鞄かばんをひっつかんで立ち上がった。


「そんなところから飛び下りて複雑骨折でもなさったら、今度は成績じゃなくて出席日数が足りなくて留年しますよッ……！」


　それでオレたちは頷うなずき合った。


「留年、か……」


「すぐに参りますから、絶対にそこでお待ちくださいっ！」


　そう言い置いて、莉子はオレたちに向き直る。


「じゃあワタシ行くわ、またあとで」


「う、うん、頑張ってな」


　それしか言いようもなく、オレたちは校舎へ風のように走っていく彼女を見送った。


「忙いそがしい人だね、莉子ちゃん……」


「……そういう絽美も、忙しいんじゃないのか？　留学の準備とか」


　絽美は、この夏からオーストラリアに私費留学することになっていた。オレが理事会へ一番に提案した、留学したい生徒への全面バックアップ制度の利用者第一号が彼女だ。私費だけれども、留学にかかる費用は全額無利子で学園が貸してくれる。聖☆ジュウの予算的には給付でもかまわなかったのだが、それは悪いからと絽美が聞かなかったのだ。


「うん、でもとりあえず急ぎの手続きだけは済んだから。あとは地道に準備してくよ」


「……一いつ緒しよに卒業したかったですね」


　ふと、雪菜がしんみり言う。


　絽美の留学が終わるのは来年の六月。それから復学して今年度の二年生と一緒に三年の授業を受け、一年遅おくれの卒業予定だった。


「うん……。でもしょうがないよね。単位を認めてもらったところで、日本の大学入るのに時期が中ちゆう途と半はん端ぱになっちゃうから。学校推すい薦せんもやっぱり使いたいし」


「英語、できるようになるといいな」


　オレが言うと、絽美はうれしそうに笑った。


「……成道くんのおかげだよ、ありがとう」


「こちらこそだよ、絽美」


　オレたちは少しの間見つめ合い、それから絽美は黒川を見上げた。


「じゃあ、そろそろ部長会行こっか」


「そうだね」


「あっ、ちょっと待った、絽美」


　そこでオレは思い出したことがあり、鞄をガサゴソやった。


「うん？　あ、じゃあ先行ってて、黒川くん」


「わかった、席取っておくよ」


「ありがと」


　そうして、黒川は一人オレたちの元を離はなれていった。


「……黒川くんって、いい人だよね」


　ヤツの姿が消えてから、絽美が何気なく呟つぶやいた。


「好きになれるかもしれないな、私」


「えっ!?」


「違ちがうよ、あの、今すぐとかじゃなくて、ね？」


　色めき立つオレたちに向かって、彼女は慌あわてて両手を振る。


「……でも、来年日本に帰ってきてからじゃ、もう遅いかなあ」


「大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ」


「ほんと？」


　不安げな絽美に、雪菜は深く頷く。


「将しようくんは、そういう人ですから」


　そんな雪菜の態度でまだ少し妬やいてしまう自分がイヤだけど、それはきっとしょうがないんだ。オレは彼女の幼なじみにはなれないから。


　でも、だからこそ、これからたくさん一緒にいて、お互たがいのことをいっぱいわかりたい。


「……でさ、絽美、これなんだけど」


　そう思うと不思議とすっきりした気持ちになって、オレは話題を変えた。


「めちゃくちゃ遅くなってごめん。ホワイトデーのお返し」


　と言って渡わたしたのは、この近くにあるカフェのケーキチケットだ。


「あっ、ありがと……？」


　絽美が遠えん慮りよがちに視線をずらして雪菜を見るので、オレは急いで付け加えた。


「莉子や雪菜にはもう渡したんだ。絽美には休みに入ってから会えなかったから」


「そっか、ありがとう」


「女の子たち、そこで絽美の出発前に送別お茶会するんだよな？　そのとき使ってくれよ」


　オレが言ったとき、雪菜が慌てたようにオレの袖そでを引いた。


「瀬せ木きくん、それはまだ秘密の……！」


「えっ、マジで!?」


「恵え比び寿すさんが、瑞本さんには直前まで内ない緒しよにして驚おどろかせようって言っていたんですよ」


「ご、ごめ……」


「……それ、ほんと？」


　オレが雪菜に声もなく謝っていると、絽美は静かに瞳ひとみを輝かがやかせる。


「すっごくうれしいよ……！　ありがとう、楽しみにしてるね！」


　ひまわりが咲さいたかのような彼女の笑え顔がおで、皆みながなんとなくいい雰ふん囲い気きになる。そんな折、新たな人ひと影かげがこちらへ近づいてきた。


「……あら、貴方あなたたち」


「先生」


　オレたちを見て足を止めたのは、この前まで二年Ｃ組の担任だった真ま弓ゆみ先生だ。


「補習？　精が出るわね」


「イヤミっすか、先生……」


　真弓先生は補習の担当教師ではないので、先生と会うのは終業式以来だ。


「あら？　貴方は補習じゃないわよね？」


　と、先生は絽美に目を留める。


「はい、今日は部長会で」


「ああ、そうだったわね。手芸部のことで何か問題があったら職員室まで来なさいね」


「はい、ありがとうございます。……じゃあ、私そろそろ行くね」


　それで、絽美はオレたちに手を振りながら去っていった。


「……それにしても、あの子」


　その後ろ姿を見ながら、真弓先生は不思議そうに呟く。


「もったいないわよね。せっかくヒーロー賞を獲とれたのに、現金を要求しないなんて」


　いかにも先生らしい感想に、オレたちは苦笑する。


「……そういえば先生、オレ、前からずっと聞きたかったんですけど」


「何かしら？」


「そんなにお金を貯ためてどうするんですか？　何か夢とか目標とかあるんですか？」


「決まってるじゃない。ハーレムを作るのよ」


「えっ？」


　まるで水が上から下へ流れるようにさらりと言い放たれ、オレたちは一様に驚く。


「ハーレムって、あの、女の子を集めて自分の周りにはべらせるっていう……？」


「女の子じゃないわ。ガチムチマッチョな男たちよ。屈くつ強きような男たちを何十人も集めて食べさせていくためには、いくらお金があってもありすぎることなんてないでしょう」


「えええっ!?　マッ、マッチョ!?」


「想像しただけでたまらないわよね……。男たちの筋肉を独り占じめして、それを私が調教するのよ……」


　うっとりと目を細める先生に、オレたちはドン引きしながら目を見交わした。そのとき、ふとある人のことを思いつく。


「じゃ、じゃあ先生？　たとえばですけど、鬼おに沢さわ先生とかって、どうですかね……？」


「……鬼沢先生？　そうねぇ……」


　先生は腕うで組ぐみし、値ね踏ぶみするように宙をにらむ。


「ちょぉっと小者だけど、まあ、コレクションの一つにならしてもいいって感じかしら」


　それを聞いて、オレは石田と目配せし合った。


「……どうやら脈はありそうだな。あとで鬼沢に教えてやろう」


「おうよ。きっと大喜びして、今以上に筋トレに励はげむぜ」


「あの人にはなんだかんだで世話になったからな……」


　オレたちがひそひそしている間に、真弓先生はマッチョ妄もう想そうから冷めたらしく、いつもの調子を取り戻もどした。


「そういうわけだから、貴方のおじい様にはまだまだ当分お世話になるわよ」


「はあ……。あ、先生！」


　そこで先生が踵きびすを返しかけたので、オレは彼女を呼び止めた。


「……何？」


「一年間、お世話になりました。オレ、先生が担任でよかったです」


　思えばちょうど一年前、この人に「中の下」と言われたときから、オレは変われたんだ。そう思って感かん慨がいに浸ひたっていると、先生は口の端はしをつり上げて笑った。


「そのセリフは、来年の三月まで取っておいてもらえないかしら？」


「えっ？」


「私、理事長から貴方たちの青春を見届ける任務を言いつかったのよ」


「それって……今年の担任も……？」


　しかし先生はそれに答えず、相変わらずセクシーなお尻しりを揺ゆらして校舎の方へ消えていった。


「しかも、貴方『たち』って言ったよな、先生……」


　数日後に発表されるクラス分けに思いを馳はせていると、不意に石田が立ち上がった。


「えっ、もう行くのか？　まだ予よ鈴れいまで時間あるぞ？」


「バカヤロウ、この状じよう況きようで俺がいられるかっつうの」


　ジャマモン以外のなんでもねぇだろ、と言われて、オレと雪菜は縮こまった。


「……そういえばさ、石田の好きな人って誰だれだったんだ？」


「だから、いねぇっつう……」


「……恵比寿さん、ですよね？」


　その瞬しゆん間かんの石田の顔は見物だった。細い目を白黒させ、首を振ふって必死の抵てい抗こうを試みる。


「……ぜっっってぇ言うなよ」


　最終的に、ヤツはオレと雪菜にすごんで釘くぎを刺さした。


「男にはなぁ、墓場まで持っていかなきゃなんねぇ秘密があるんだよ」


「そんな大げさな……」


「大げさなモンかよ！　月とスッポン、提ちよう灯ちんにつりがねってことわざ知ってるか？」


「じゃあ、どうして……」


「どうしてって、おまえ、そんなの」


　さも当たり前のように石田は言った。


「普ふ通つうに考えて、恵比寿莉子が一番いい女だろ。俺に言わせりゃ、おまえも黒川もどうかしてるぜ」


　それからはっとして、雪菜に「わりぃ」と頭を下げた。


「いいえ、わたしもそう思います。恵比寿さん、本当に素す敵てきな人ですから」


　そうして石田が去っていって、オレと雪菜は二人、花弁舞まい散る桜の木の下に取り残された。


「……オレさ、今悩なやんでるんだけど」


　そう前置きして、切り出した。


「カップル試験って、本当に廃はい止しした方がいいかな？」


　オレが理事長になってやりたかった学園改革。その一番大きなものが、変態学園の名を世に知らしめるきっかけとなったカップル試験の廃止だった。


　でも結果的には、そのカップル試験がオレを大きく成長させてくれた。かけがえのない仲間を作ってくれた。そう思っているのは、きっとオレらだけじゃないと思う。


「……終わってみたら、いい試験でしたよね。クラスの子も言ってましたよ」


「そうなんだよなあ……」


　思い出したようにから揚あげを一つつまんで、オレは頭を悩ませる。


「とりあえず、呼び方を変えようか？　もっとお堅かたい感じに……」


「お堅い？」


「なんだろう、アベック試験……じゃ昭和に逆行だし、んー、純情異性交遊試験……」


　余計に得体が知れなくなって、どうしようと頭を抱かかえた。


「……名前も中身も、このままでいいんじゃないでしょうか？」


「え……？」


「ただ、もうちょっと生徒を尊重した形にしてあげればいいと思います。すでに恋こい人びとがいる人を別れさせるとか、そういうのはちょっと」


「そっか……そうだよな」


　納なつ得とくしかけて、いや、と思う。


「でも、あの試験がある限り『変態学園』としての悪評は……」


「それでも、入った人に『いい学園だ』と思ってもらえれば、それでいいんじゃないでしょうか。そして、今のこの学園の悪いところを見つけてさらにいい学校に変えるのは、現役の生徒である瀬木くんにしかできない仕事だと思います」


　彼女の言葉は、オレの心の中にすとんと落ちる。


「……そうだな、ありがとう。さすがはヴィーナスだな」


　それに引きかえ自分は、と考えてちょっと情けなくなる。


「ごめんな、オレ、四位で……」


　最後まで中ちゆう途と半はん端ぱな男だったな、とヘコんでいると、雪菜はぶんぶんと首を振る。


「野球なら、四番はエースですよ」


　その笑顔に癒いやされ、そこではっと気がついた。


「そうだ。オレ、雪菜にはもう一つプレゼントがあるんだった」


「えっ？」


「ホワイトデーの公式イベントの、一人にしかあげられないお返しだよ。当日の放課後に買いに行って、夜にでも渡しに行くつもりだったんだけど」


　あのキス事件でそれどころではなくなったんだっけと思い出して、こそばゆい気持ちになる。


「はい、これ」


　鞄かばんから取り出したのは、くしゃくしゃになった紙かみ袋ぶくろだった。


「ごめん、二人のときに渡わたそうと思って、補習に毎日持ってきてたから、こんなんなっちゃった」


「なんでしょう、これ……？」


　雪菜は頰ほおを紅潮させてそれを受け取る。


「靴くつとスカートなんだ。ほら、言ってたじゃんか、本当はミニスカートにハイヒールで歩いてみたい、とか……」


　今ここで開けられると非常に照れくさいので、自分から説明した。


「オレの趣しゆ味み全開で恥はずかしいんだけど、ミュウちゃんにも見てもらったから、そんなにハズしてないと思うよ……って、オイ!?」


　オレが言っている間に、なんと雪菜は袋ふくろを開けて中をのぞき込んでいた。


「うれしい……」


　顔を上げた彼女は、瞳ひとみを輝かがやかせてオレを見る。


「次のデートに、必ず穿いていきますね」


「お……おう……」


　それでオレは胸がいっぱいになり、言葉を忘れて前を見た。オレたちの目の前を、桜の花びらがＵＦＯのように不規則な動きで落ちていく。


「……大切なものが増えるのって、素敵なことですね」


　それを目で追いながら、雪菜が嚙かみしめるように呟つぶやいた。


「瀬木くんと出会って勇気をもらわなかったら、わたし、きっと今でも一人でした」


「……雪菜、変わったよな」


　一年前の彼女の様子を思い出して言うと、彼女はオレに小さく笑いかける。


「瀬木くんは、変わらないですね」


「それって……」


　成長してないってことか？　と微び妙みような気持ちになっていると、彼女はふふと微笑ほほえんだ。


「瀬木くんの、わたしが一番好きなところは、出会った頃ころそのままです」


　そうして胸が熱くなって黙だまるオレの目を、彼女はふと不安げにのぞき込む。


「本当に、わたしでいいんですか……？」


「雪菜がいい」


　その質問に対してだけは、自信をもって答えられる。ちょっとカッコつけて斜しやに構えたオレは、桜さくら吹雪ふぶきを背負った光ひかる源げん氏じ気分で微笑んだ。


「もしヴィーナスがキミじゃなかったとしても、オレにとってのヴィーナスはキミだよ」


　さすがにちょっとキメすぎたかな、と横目でうかがうと、目が合った雪菜はくすっと笑った。
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「花びら、ついてます」


　そう言って、こちらに両手を伸のばす。オレの額から二枚の花びらを取った雪菜は、それを自分の眉まゆの上に載のせた。


「こんな感じ」


「……！」


　それでオレは猛もう烈れつに恥ずかしくなる。丸い点が二つ、デコの真ん中についたその様子は……。


「マジで麻ま呂ろだったのかよ……！」


　オレってほんと締しまらない男だ。羞しゆう恥ち心しんに身をよじっていると、そんなオレを見て雪菜が笑う。


　その笑顔は、教室で初めて見たときと同じくらい、オレの心に鮮せん明めいに焼きついて。


「瀬木くん、やっぱりおもしろいです」


　あのときと同じ屈くつ託たくのなさで、彼女はそう言った。










現在の成道のランク→【スタメンでエースでイカロスな、彼女の一番ヒーロー】







　あとがき







　こんにちは、長なが岡おかマキ子こです。


　ついに最終巻です。成なる道みちがすっかり成長してしまい、パンティを穿はいたりブラジャーをかぶったりしていた頃を懐かしみつつ書いた五巻でしたが、いかがだったでしょうか？


　完結ということで、ここで改めて『中チユーの下ゲ！』という作品についてのお話を。


　本作は「ファンタジア大賞」の受賞作なのですが、出版に当たっては一巻目からだいぶ手を入れております。というのも、投稿原稿では一巻未満のページ数で投票日まで終了していたので、そのままではシリーズ化できなかったのでした。ナルシスト成道は一瞬で改心しますし（その方がよかった？）、全体的に忙せわしい展開でした。登場キャラも少なく、黒くろ川かわ姉妹などはもちろん、石いし田だすら存在しませんでした。


　そういうわけですので、通常は一巻目が「受賞作」で、その次からがプロとしての書き下ろしになることが多いと思うのですが、『中の下！』に関しては、ある意味、五巻そろって「受賞作」ということになるわけです。デビューして書き進めるうちには色々と思うところがありましたが、投票日の結果を含め、話の要所は最後までなるべく応募原稿と変えずに書きました。それが、審査員の皆様や同じ第二十一回に投稿された方々に対し、私なりに誠意を尽くしたいと思った上で決めた方針でした。


　そんなポリシーで開始した本シリーズですが、ヴィーナス賞という一つの目標に向かって進む成道の道程がダレないよう、各巻には私がこっそり設けた裏テーマがありました。一巻は「ご挨拶」、二巻「友情・努力・勝利」、三巻「エロス大盛り」、四巻「なんちゃってミステリー」、そして五巻は「大団円」です。これで各巻にちょっとだけ独特のカラーをつけたいと思い、新エピソードはその裏テーマに沿って構築しました。


　これでようやく、私の受賞作をきちんとお見せできたことになります。ここまでお付き合いくださり本当にありがとうございました。作者がどんなに書きたいと願っても、支持してくださる方がいらっしゃらなければ、ここまで巻数を重ねることはできませんでした。毎巻楽しみにお求めくださった皆様はもちろん、『中の下！』という作品に少しでも興味を持ち、ここを読んでくださっているすべての方に感謝の気持ちでいっぱいです。


　そして、イラストのごまえ様、担当編集の中村様、ド新人の私を支えてくださり、一つのシリーズを最後まで一緒に作ってくださいまして、本当にありがとうございました。お二人と一緒にお仕事させていただいたからこそ、今の『中の下！』があります！





　最後に、五巻の本編に関していくつかコメントを。


　ホットケーキとパンケーキは基本的に同じものを指していると思われますが、英語圏のネイティブには前者の呼び方はあまり使われていないそうです。「ホットケーキ」が一般的なのは日本ならではなんだとか。某女史がこだわっていたのはそういう点と思われます。


　石田に関しては担当さんにも「意外（笑）」とコメントをいただきましたが、私は初めの方からほんのりそんなつもりでした。なので、これからまた前の巻を読み返される際には、各シーンでの石田の気持ちを想像してみるとちょっぴり楽しいかもしれません。


　成道たちはたぶん、今後の青春時代も人間関係ではなんやかんやあると思いますが、それでもずっと全員つながっていると思います。そういう仲間を描いたつもりです。彼らの物語が皆様の心の中に何か少しでも残すことができましたら作者冥みよう利りに尽きます。


　これにて『中の下！』シリーズは完結です。


　目下鋭意準備中の新作は、秋以降に刊行される予定です！　本作のような学園ラブコメが好きという方は、引き続きお手に取っていただけますと大変うれしいです。


　それでは、近いうちにまた！


　二〇一一年四月




長岡マキ子　
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中チユーの下ゲ！


ランク５．上の下から旅立つオレ





長なが岡おかマキ子こ
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